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蜜月契約～ラスベガスの恋人～




あとがき




ギャラリー







　きみに、ラスベガスの話をしよう。




　空ばかりがのっぺりと青い。広がるのは荒こう涼りようとしたアメリカの砂さ漠ばく地帯だ。丈たけの低いひねこびた草が、ところどころに生えている。固い岩がん盤ばんに覆おおわれていて、手で土をすくおうとしても指一本立てられはしない。

　そんな中、ラスベガス大通りを南から飛ばしてみよう。そう、まるで線路みたいに、まっすぐに走っている道だ。左には州イン間ター高ステ速ート道ハイ路ウエイ十五号線が並走している。やがて、右手にマッカラン国際空港の滑かつ走そう路ろが見えるころ。

　その看板は忽こつ然ぜんと現れる。幻まぼろしのように。





「WELCOME TO FABULOUS LAS VEGAS（素す晴ばらしきラスベガスへようこそ）」






　分ぶん離り帯たいに掲かかげられた看板にはそう書かれている。

　そこからストリップは始まる。ストリップと言っても女性がまことしやかに服を脱ぬぐあれとはなんの関係もない。細長い土地のことであり、ラスベガスにおいてはラッセルロードからサハラ・アベニューまでの七キロ弱、カジノを併へい設せつしたホテルが軒のきを連ねる、一大繁はん華か街がいのことだ。

　雑然とした街、砂漠の中のおもちゃ箱。

　ピラミッドにお城にライオン、自由の女め神がみに噴ふん水すいショー、サーカスにエッフェル塔とうに巨きよ大だいなエレキギター。さながら遊園地だ。

　それにしては俗ぞく物ぶつ過ぎるこの街、賭かけに色ごと、そしてあらゆる贅ぜい沢たくのすべてがここにある。

　ここはラスベガス。カジノの街。

　市観光局のスローガンはこうだ。

　──ラスベガスで起こることは、ラスベガスにとどまる。







　カジノホテル「ブリランテ」は、ラスベガスのストリップのちょうど真ん中に位置している大型娯ご楽らく施し設せつだ。

　クラシックな中世ヨーロッパ風を謳うたったこのホテルは、赤の絨じゆう毯たんに白い柱を基調としたシックな造りながら、最さい新しん鋭えいの施設を擁ようしている。

　正面に入ってすぐ、左手にはショッピングセンターとレストラン、そしてカジノの入り口にはビッグシックスと名づけられる、大きな車輪のような円えん盤ばんがある。それが止まるたびに、ディーラーの女性が当たりの数字を読み上げる。

　一階には初心者向けのスロットマシーンが並び、高いところには賞品である赤い車がディスプレイされている。

　二階はバカラとポーカー、そして三階はクラップスとブラックジャックとルーレットがメインになる。クラップスとは、楕だ円えん形のテーブルに客がサイコロを投げ、出た目で勝敗を競きそうゲームだ。ディーラーは三人。一人はスティックを持っていて、右回りにサイコロを投げるひと、すなわちシューターにサイコロを渡わたす。

　そんな喧けん噪そうのただ中にある、カジノホテル「ブリランテ」三階フロアに、片かた桐ぎり寅とら安やすは地味な色目のスーツで立っていた。寅安は目立たないよう、小型のインカムを装着している。それは監かん視しチームと各ディーラーに繫つながっていた。

　年ねん齢れい二十六歳。身長は百七十五センチ。体重六十五キロ。髪かみは黒、目も黒。

　日本ではごく普ふ通つうの体格だと思っていたが、ここ、ラスベガスに来るとひとまわり華きや奢しやになった気がする。身長、厚みともに圧あつ倒とう的に負けている。

　寅安は指示を出す。

「十二番テーブル。次のシューターは帽ぼう子しの男だが、泥でい酔すいしているのでよけて赤毛の女性に。サイコロをちょっと離はなし気味にセットして」

　了りよう解かい、の代わりに、ディーラーはうなずくとサイコロを少し離れた場所にセットした。クラップスのテーブルに手をつくことは禁止されている。赤毛の女性は、よいしょとばかりに身を乗り出す。そのために、彼女の胸のあいたドレスからは豊満な胸の谷間が、タイトなドレスからはヒップの線があらわに、突つき出されるかっこうになる。本人は気がついていないようだが、クラップスのテーブルにいた男性全員が、彼女に釘くぎ付づけになった。

　シューターの順番を抜ぬかされた男がなにか言いかける。

「帽子の男性に、そろそろお引き取りを願ってください」

　指示を出すと、スーツ姿のセキュリティ二人が、帽子の男の腕うでをとった。

「お客様。そろそろおやすみになられたほうがいいのでは」

「なに言ってる、まだ夜は始まったばかりだ、俺は……」

「こちらにお泊とまりですか。部屋までお送りしましょう」

　要は、ていよくお帰り願おうというわけだ。

「とら」

　セキュリティの一人がにやりと笑う。

「ピットマネージャーが板についてきたな」

「それはありがとう」

　言いながら、心中でひとつ、ため息をつく。

　カジノで直接客にカードを配ったり、ゲームの進行をおこなうのはディーラーの役目だ。さらに、ブリランテのクラップスだと、四台のテーブルを見張るのがフロアパーソンで、フロアパーソンのさらにひとつ上でピットと呼ばれる十六台のテーブルの島を監かん督とくするのがピットマネージャーの役割だ。

　フロアに立ち、フロアパーソンとディーラーに指示を出し、いかさまを見み抜ぬき、円えん滑かつにゲームを進め、客に楽しんでいただく。そう、誰だれがどう見ても、自分はカジノホテル「ブリランテ」のピットマネージャーだ。

　しかし、寅安の眉まゆは寄る。

（なんで俺がこんなところでカジノのマネージャーをしなくてはならないんだ）

　このフロアの誰も、いや、ブリランテの社長以外は知らないことであるが、寅安は日本の国家公務員だ。

　本来だったら、今日も霞かすみヶが関せきで書類相手に奮ふん闘とうしていたはずだ。

　それがなんの因果かラスベガスに……。

　寅安は眉をひそめる。

　いや、違ちがう。因果関係はきわめてはっきりしている。

　自分がここにいる理由は直属の上司である武む藤とうが持ちかけてきた、彼の娘むすめとの縁えん談だんを断ったせいだ。

　寅安は、観光庁カジノ推進課に所属している。友人と言える存在も、これといった趣しゆ味みも、ましてや恋こい人びともいない寅安は、同期に「おまえは精密機械か」と言わしめるほどに勤勉に働いた。上司の覚えもめでたかった。しかしそれがまさか、「縁談」という形になるとは夢にも予想していなかった。

　有力な上司の娘との結けつ婚こん。上級国家公務員としてこれ以上はないくらい、いい縁談だ。寅安自身、うなずいてしまいそうになったほどに。

　けれど、公言していないが、寅安は男のほうが好きだった。無理をすれば女性と性せい行こう為いができないことはないが、多大な労力を要する。毎夜強きよう壮そう剤ざいを飲みながら帰宅する、悪夢のような新しん婚こん生活しか浮うかばず、ひるんだ末に、再三のすすめにもかかわらず、「私には過ぎたお話なので」と断るしかなかった。

　それを上司はどうしたものか、自分への不満と受け取ったらしい。

　ある日、彼にわざわざ会議室に呼ばれた。

『片桐くん。国営カジノ解禁を視野に入れて、本場ラスベガスを視察してきて欲しいんだ』

『わかりました』

　視察というからには一週間か、せいぜい半月だろうと即そく答とうした。

　それを見た上司は満足そうにうなずいた。

『そう言ってくれると思ったよ。期間は一年だ』

『一年……』

　思わず、鸚おう鵡む返がえしになってしまう。

『そう』

『ずいぶん、長いですね』

『きみにはラスベガスの一流ホテルのカジノで、実際に働いてもらう。国家公務員だということは内ない緒しよでね』

『覆ふく面めん、ということですか』

『そうだよ。日本からの研修だと知られたら、いいところしか見せないだろう？　私はありのままのカジノ運営を知りたいんだ。長丁場になるけれど、優ゆう秀しゆうな片桐くんならできると思う。頼たのまれてくれるね？』

　そう言われては、断るわけにはいかなかった。

　寅安は半年間、カジノスクールでディールとマネージメントを叩たたき込まれたのち、このラスベガスに来た。社長とは話を通してあると言っていたが、まずはディーラーとしてテストを受けて採用、次にはフロアパーソン、そしてさらにその上のピットマネージャーに。異例の出世といえたが、約束の一年間は過ぎようとしている。あと一ヶ月と少しで自分はここを辞して日本に帰る。そこに自分の居場所はあるのだろうか。

　上司が、味方でない者は敵という方針を持っているとしたら、ラスベガス出張はていのいい厄やつ介かい払ばらいだったことになる。もしかして、自分が毎月提出している「ラスベガスカジノの運営について」の報告書など、読んでさえいないのかもしれない。帰国したら、速そつ攻こう、地方部署に転勤になるという可能性も捨てきれない。

　冗じよう談だんではない。

　特に日本の国政に興味があったわけではないが、考え得うる限りの最高の安定を求めて、必死に勉強をして、ようやく就ついた職業なのだ。

　ふっと寅安は息をつく。それを頭上に隠かくされた監視カメラから見ていたボスに注意される。

『とら、もうちょっとで休きゆう憩けい時間だ。それまで気を抜くなよ』

「イエス、ボス」

　ボスは寅安が日本の公務員であることは知らない。取り決めで、給料はいったん振ふり込まれるが、全額ブリランテに返へん還かんされている。あくまで、寅安が受け取っているのは日本の口座の公務員としての給料だ。

　金、金、金。

　あたりまえの話だが、みんな、金が目当てでここに来ている。楽しむためと言いつつも、それは金を得る楽しみであり、ここでは金がすべてだ。

　潤じゆん沢たくに金が回っているこのブリランテにいると、堅かたい職業の両親のもと、まっとうな教育を受けたと自負している自分でさえ、金銭感覚が麻ま痺ひしてきそうだった。

　なにげなくテーブル上に出されている茶色のチップ、通つう称しよう「チョコレート」はこれ一枚で五千ドルだ。一ヶ月、ゆうに暮らせる金と交こう換かんできるこのチップが、子供のおもちゃのようにやりとりされている。

　それゆえに、常に気を張っておかなくてはならない。

　カードを暗記する、すり替かえる、指に特とく殊しゆな粉を塗ぬりそれでしか見えないコンタクトレンズを装着する。すべてこの一年の間に遭そう遇ぐうしたケースだ。

『とら！』

　ボスに無線を通して声をかけられて姿勢を正す。

『とら、交代時間だ』

　言われて腕の時計を見る。次のピットマネージャーが、すでにスタンバイしていた。寅安はインカムのスイッチを切ると、クラップスのテーブルから離れる。

　同どう僚りようのサリーが近寄ってきた。麦色の短めの髪かみに黒いパンツスーツを着ている。

「お疲つかれ、とら」

「お疲れさま、サリー」

「ああもう、ピットマネージャーになんてならなければよかったわ。気き疲づかれするばっかり」

「これからステップアップしていけばいい」

「そうだけど。今日みたいに高額の心付けが出たって、私の目の前を通り過ぎるだけだもの」

　カジノにおいて客がくれる心付けは、当日出勤したディーラーが全員で分けることになっている。ピットマネージャーは基本給はディーラーよりもいいが、心付けとは関係ないために実際はディーラーよりもかなり手取りは低くなる。

「そんな気前のいい客がいたのか？」

「それがねえ、その心付けをくれたの、誰だと思う？」

「ハリウッド俳優かな？」

　これはあながち冗談でもない。寅安自身、何度か映画のスクリーンで知った顔をカジノで見かけてきた。

「惜おしいわ。なんと、アレクシス・ゲラールよ」

「誰だっけ。どこかで聞いた気がするんだけど」

「もう、なんで知らないのよ？　ゲラール舞ぶ踏とう団だんの座長にして演出家。ブリランテが熱いオファーを出してようやく招しよう聘へいに成功したっていつかのミーティングで言ってたじゃない」

「そういえばそんなことがあったな」

　ゲラールの名前が出たときには、女性スタッフが大おお騒さわぎしていたっけ。

「噂うわさだけど、ものすごい額を積んだらしいわよ。三ヶ月、二十回の公演に一千万ドルですって。実際の彼は写真よりもすてきねえ。緑の目が宝石みたいだった」

　サリーがあまりにうっとりしているので、「きみは結婚しているだろう」と突つっ込みを入れてしまう。

「いいの。結婚していても、すてきなものはすてきなの。……あ」

　カジノホストのヴィンセントが帰りの客を誘ゆう導どうしているところだった。進路を邪じや魔ましないように二人は足を止める。

　ヴィンセントの声が聞こえてくる。

「もう、奥様。素す晴ばらしい賭かけっぷりでしたよ。特に最後の追加ヒツトなんて、ヴィンセント、うっとりです」

　まるまるとしたブラックの彼は、いつも白いスーツを着用している。今もしきりに揉もみ手をしている様はコミカルで、コメディアンのように見える。

　だが、ヴィンセントがいざとなればクロヒョウのように身軽ですばしこいのをブリランテ従業員は熟知していた。

「ヴィンセントって元ＣＩＡなのよね？」

　サリーが小声でささやいてきた。寅安は返す。

「俺はさる国の特殊部隊にいたって聞いたけどな」

　じっさい寅安は、負けた腹いせにディーラーに向かってピストルを構えた客を、ヴィンセントがあっという間にのしたのを見ている。

「なんにせよ、ただものじゃないことだけは確かね」

「ああ」

「いつもは面めん倒どう見みがよくて陽気な太っちょチヤビイなのに」

　上客、通称「鯨くじら」たちはフロア奥の、高額の賭けをしてくれるハイローラーのみが入れるＶＩＰルームで遊ぶ。そのドアの向こうに入ったことは、寅安にはない。

　最低掛かけ金は一万ドルだとか、このカジノの七割はＶＩＰルームで賭けられた金だとか、とあるスポーツ選手が五分で三十万ドル負けたとか、噂を聞いているだけだ。

　そんな上客について、最大限もてなし、カジノで遊んでいただくのがカジノホストであるヴィンセントの仕事だ。

　予約がいっぱいの人気レストランにだって割り込むし、ソールドアウトのショーだって最前列を用意する。ゴルフクラブにお供をし、ないと言われる幻まぼろしの酒も用意する。

『ノーと言わない』

　それがカジノホストのモットーだ。

「カジノホストってストレス溜たまりそう。私には無理」

「俺も同感だ」

「ヴィンセントって……──すごいわよね」

「それにも同感」

　聞こえたのだろうか、フロアから出ていく際に、ヴィンセントはこちらを見て軽くウィンクをした。




　観葉植物の隙すき間まに目立たないように設置されている従業員用のドアに向かう。ドアの横には、指し紋もんを押すためのパネルがある。そこに人差し指を押しつけようとした寅安は、廊ろう下かのソファに腰こし掛かけている男に気がついた。

　隣となりのサリーが息を止めたのがわかった。

　年ねん齢れいは三十にいくかいかないか。金きん髪ぱつが緩ゆるくウェーブしている。着ているものはカジュアルだったが、色味を抑おさえつつも高級感を醸かもし出していた。スラックスの折り目がきれいにつき、時計は小ぶりだったが傷ひとつなく、靴くつはたったいま買ってきたかのように輝かがやいていた。

　彼は両手を組んでそこに額を当てていた。苦いものを口にふくんだかの表情。祈いのっているようにも見える。

　ずいぶんときれいな顔をしているな、と寅安は思った。ひどく落ち込んでいるように見えた。なにがあったのだろう。ここはラスベガスだ。十中八九、いや、九十九パーセントの割合で金のことだろう。熱くなってしまって予想外に金を使ってしまったか、借りた金を使い込んでしまったか、帰りのチケット代を突っ込んでしまったか。まあ、そんなところだ。

　けれど、彼の横顔の苦く悩のう、発する憂うれいは、寅安にとって深すぎた。声をかけずにはいられないほどに。

「お客様、ご気分が悪いのでしたら、至急、係の者を呼んで参りますが」

　彼が弾はじかれたようにこちらを見た。

　その瞳ひとみ。

　目の色は緑だったが、均一ではなく、中央にいくにしたがって金色に近づいていく。木こ漏もれ日のような目の色だった。

「ああ。そんなふうに見えたかな？」

　彼はかすかに微ほほ笑えんで見せた。

「少し、考えごとをしていただけだよ」

「でしたらよろしいのですが」

　ブリランテには二十四時間、医師と看護師が待機していて、提てい携けいしている病院に運び込むことができる。いつ病人が出ても対応できる。さらには、いざとなったときには、そっと外に出してしまえる。カジノホテルは決して死人は出さない。

「気分は、悪くない」

　彼は、英語を発音するのが初めてというように、たどたどしく言った。だが「ちょっと、いろいろあって」、そう続けたときには、なめらかさを取り戻もどしていた。

「そうだな、もし、いただけるなら水が欲しい」

　そう、彼は言った。

　飲み物なら、カジノでは無料で提供される。カクテルウェイトレスが丈たけの短い制服を着てトレイを掲かかげ、そこらじゅうを歩き回っているから、もらえばいい。そう言うと、彼は答えた。

「さっき心付けに細かいのを出してしまって、一ドルを持っていないんだ。パープルしかない」

　パープル、紫むらさき色いろのチップは五百ドルだ。決して安いものではない。ということは、目の前のこの男は、カジノにとって上客ということになる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、気にしなくていい」

「カジノをお楽しみください」

「そうだね。そのために早めに来たんだから」

　早めに？　どういうことだろうと思いながら、スタッフオンリーのドアから出る。そこは明快に「裏側」だった。カジノが舞ぶ台たいだとしたら、舞台裏だ。赤い絨じゆう毯たんも白い柱もない。あるのは灰色の壁かべと、無骨なエレベーターだけだ。

　サリーが肘ひじで小こ突づいてきた。

「なんだ？」

「アレクシス」

「え？」

「さっきの、アレクシス・ゲラールだった」

　彼女の頰ほおが赤くなっている。いつも剛ごう胆たんで、カジノで酔よっ払ぱらいにからかわれても冷れい笑しようで返す彼女が、まるで乙おと女めのようだ。

「すごい。めっちゃ、近かった」

「そうなのか。やっぱり芸能人だったんだな。どうりでハンサムだった」

「もう、あの輝く緑の目を前にして、どうしてそんなに冷静でいられるのよ！」

「きみの担当テーブルでプレイしたんだろう？」

「仕事のときは別。ああもう、心臓がばくばくしてる」

　彼女は胸を押さえている。

「サリー。もし倒たおれたらＡＥＤと心臓マッサージはまかせてくれ」

「とらってば、わくわくしたりどきどきしたりってないの？　あなたってラスベガスに来てからいつも仏ぶつ頂ちよう面づらね」

「もとからこういう顔なんだ。接客業のディーラーに向いていなかったのは認める」

「早々にマネージャーになってよかったわね」

「俺もそう思う」

「そういえば、今朝、ブリランテのプライベートジェットが飛んだらしいわ。きっとアレクシスを迎むかえに行ったのね」

　ラスベガスでは、ジェット機はハイヤー扱あつかいだ。

　アレクシスが「早めに来た」と言っていたのは公演の前の意味かと納なつ得とくする。著名な芸人が出演時にカジノで遊ぶのはよくあることだ。

「そりゃすごい」

　サリーとエレベーターに乗る。隣には白シャツ、黒のパンツスーツ、通つう称しようペンギンスタイルのディーラーがいて、もう片方には短いスカートを穿はいたカクテルウェイトレスたちがおしゃべりしている。

　地下一階でエレベーターを降りる。

　従業員用ロッカーや食堂、ミーティングルームは地下一階に集中している。廊下には、これから予定されているブリランテの興行のポスターが貼はられていた。

　二年間で日本円に換かん算さんして五十億円以上という破格のギャラが話題になっていた歌うた姫ひめ、軽けい妙みような話術とイリュージョンで有名な魔ま術じゆつ師し、ブロードウェーミュージカルの客演のポスターと並んで、「ゲラール舞ぶ踏とう団だん」のものがあった。さきほどソファにいた男の顔に覚えがあると思ったのは、このポスターを見ていたからだったのか。

　ポスターの前で、寅安は足を止めた。サリーも彼の隣に並ぶ。

「ダンサー、ジャン・ルイ。演出、アレクシス・ゲラール……──」

　寅安はメインスタッフを読み上げる。

　真ん中にはさっき見た木漏れ日みたいな目をした男が両手を広げていた。その周囲には数字が書かれ、犬や悪あく魔まや女王や吊つられた男が描えがかれている。演目は「アルカナの恋こい人びと」となっていた。

「あ。興味出てきた？」

「別に、そういうわけでは」

「アルカナってなんだかわかる？」

　寅安は慎しん重ちように答える。

「聞いたことがあるような気はする」

「アルカナって『秘密』を意味するラテン語なのよ。それがタロットカードの神秘性と結びついて、主な二十二枚のカードを大アルカナ、ほかの五十六枚のカードを小アルカナって呼ぶの」

「詳くわしいな」

「ダウンタウンの占うらないの館やかたのマーリンが言ってたわ」

「そんなところに通ってたのか」

「これでもいろいろと悩なやむことがあるのよ。で、この大アルカナは一枚一枚、強い意味を持つわ。カードの数字の順番に演目がおこなわれるみたいね。新作だからまだ内容はわからないけど、きっとファンタスティックなんだろうなあ。夢の世界だわ」

　この舞踏団はどんな踊おどりを見せてくれるのだろう。興味がわいてきたが、ポスターの下には虚むなしく「ソールドアウト」のシールが貼られてあった。

　サリーがぽつんと言った。

「できたら、アレクシスが現げん役えきのときに呼んで欲しかったけどね」

「現役？」

「アレクシス自身がダンサーだったのよ。ロサンゼルスの小さな劇場からスタートして、大劇場に出演するようになったんだって。私、彼の踊りをよく見に行ったわ。ロサンゼルスだったらここから近いじゃない」

「ああ、そうだな」

　飛行機で一時間。日本にいたときには、遠く感じた距きよ離りだが、こちらに住んでいると電車で二十分ぐらいの感覚になる。

「広い舞台が、彼が踊ると小さく見えたわ。ひとっ飛びで端はしから端に移ったみたいだった。太ふと腿ももの筋肉断だん裂れつで踊れなくなったって聞いたときには、悲しかったなあ」

「筋肉断裂」

　言葉だけでも痛そうだ。それがダンサーにとって致ち命めい傷しようであろうことは容易に想像がつく。

「それで、演出に回ったんだな」

「そう。あれから三年になるんだからアレクシスは今年、二十九になるのかー。早いものね」




　ホテル裏手にある従業員用の駐ちゆう車しや場じように出るとサリーと別れ、自分の白い日本車の運転席に乗り込んだ。米国仕様なので、左ハンドルだ。

　寅安は、カジノのソファでひとり座っていた、アレクシスのことを思った。踊れなくなったのち、演出家として名をなして。それを、彼はどう考えているのだろう。

　寅安自身は、彼のように大きな望みを抱いだいたことはない。それを努力の末にかなえ、奪うばわれたものの気持ちなど、わかるはずもない。ただ、さきほどの彼の苦く悩のうしている横顔が、水が欲しいのだと訴うつたえた声が、どうにも寅安をざわつかせる。

　ボストンバッグの中に、水はある。五百ミリリットルのミネラルウォーターのペットボトルだ。

「……」

　おいおい。

　寅安は自分をあざ笑う。

　今日初めて会った、なんの関係もない男だぞ。確かに有名人かもしれない。だが、それだけだ。

　せっかくここまで、自分は無難に仕事を成し遂とげている。あと少しでラスベガスとはおさらばだ。

　よけいなことをするべきではない。

　そう考えて、アクセルを踏ふんで発進しようとした。そこをちょうど、サリーの車が塞ふさぐ形となった。彼女はばかでかいアメリカ車に乗っている。軽く挨あい拶さつして出て行った。寅安は出鼻をくじかれたかっこうになる。

「しょうがない」

　エンジンを切った。ボストンバッグから水のペットボトルを取り出し、今来た道を逆に行く。エレベーターで上がり、カジノ内に通じるドアをあけた。もう彼はそこにいないかもしれない。だったらそれでいい。

　そう思ったのに、彼は寅安が見かけたときと同様、静かに手を組み額を当ててうつむいていた。

「あの。ミスター・ゲラール」

　声を掛かけると彼はこちらを振ふり向く。寅安に驚おどろいたようだった。

「きみ……」

「これを」

　差し出しながら、早く受け取るか、または断るか、決めてくれと願う。天てん井じようの監かん視しカメラには自分のこの奇き妙みような振る舞まいが映ってしまっている。ボスや監視係に、この行こう為いを注視されるのは好ましくない。

「どうぞ」　>>>♥

　彼は、ようよう手を差し出した。

　寅安はほっとして、彼に水のペットボトルを渡わたす。

「それ、あけていないですから安心して飲んでください」

「え？」

　彼の戸と惑まどい顔に説明しようとしてやめた。カジノの暗い部分を語るべきではない。

　この夏、プールで見知らぬ男に飲み物に弛し緩かん薬を入れられた女性客が泳いでいる間に溺おぼれかけるという事故が起きた。一いつ緒しよにいた女友達が早く気がついて助けを求めたため大だい事じにいたらないで済んだのだ。

　ここはラスベガスだ。

　たとえ賭かけで負けて自殺した人間が出たとしてもこっそりと裏口から出してしまう。なにごともなかったように営業を続ける。カジノとは常に明るく正しくいつも楽しい。そういう場所なのだ。

　アレクシスは自分を見ていた。

　彼の目を見ていると、雨がやんだばかりの暖かな湿しつ気けのある森の中にいる気がする。木の間から太陽が見える。そんな色だ。

　ここらは砂さ漠ばく気候で、年間降雨量は東京の十五分の一。常に乾かん燥そうしていて、そんな森とは久しく縁えんがないというのに。

「ありがとう。きみは私のために、この水をわざわざ取りに行ってくれたんだ。優やさしい人だね」

　優しい？　そんなことはない。気まぐれ、偶ぐう然ぜんだ。

「気にしないでください。たまたま鞄かばんの中にあったから持ってきただけです。失礼します」

　そう言い置いて、その場をあとにした。

　馬ば鹿かみたいだと自分のことを思った。

　一文の得にもならないことをしてしまった。それどころか、監視カメラに見られている。このカジノホテルで起こったことを隠かくすことは不可能だ。ありとあらゆるところにカメラがある。

　今日、家に帰り着く頃ころには、寅安がアレクシス・ゲラールに水を渡したことは知れ渡っていることだろう。違い反はんではないが、推賞もされない。







　──寅安。

　懐なつかしい声に呼ばれた気がした。

　きゅうっと胸が切なく痛む。

『寅安ってすごい名前だよな』

　あれは安あ達だちだ。高校生のときに、家庭教師だった人。

『俺が好きでつけたんじゃない。俺のじいちゃんがつけたんだ』

　兄弟で、こんな目立つ名前なのは自分だけだった。江え戸ど時代の職人かという古めかしさだ。

　そのせいでもないだろうが、自分は人とは違ちがっていた。女の子に、それほど興味が持てなかった。

『俺はいいと思うけどな。寅安。とら』

『やめてください』

　まだ若かった。からかいに対処するすべがなく、赤くなってうつむいたときに、これが恋こいであることを知った。

『とーら』

　そう言いながら、安達の体温が近づいてきた。驚いてそちらを向くと、唇くちびるが重なってきた。







　甘やかな夢を打ち破ったのは、携けい帯たいの呼び出し音だった。発信元を確かく認にんして、ボスからなのを知ると飛び起きた。

　寅安の部屋はブリランテから三キロほど離はなれたところにある低層階アパートメントの二階にある。家具つきで部屋数は四つ。キッチンは広く、ファミリーでも住める物件だ。こんなに広い部屋は必要なかったのだが、ほかになかったのだからしかたない。これに比べれば日本の家は「ウサギ小屋」なんて揶や揄ゆされるはずだ。そもそも土地の広さが違う。

「はい？」

　あくびを嚙かみ殺しながら返答する。

『とら、すぐに来い』

　慌あわててシフトを確認するが、明日あしたは今日と同じ、昼番のはずだ。

「俺、寝ねてたんですけど」

　そしてまだベッドの中にいたい。

『ジョーカーが出た』

「え」

　眠ねむ気けは少しさめたようだ。

「ジョーカーが？」

　ジョーカーというのはブリランテだけに通じる符ふ牒ちようで、大勝ちしている人、ビッグウィナーのことだ。

「いくらですか？」

『百万ドル』

「それはすごい。もしや、カードカウンティングでは」

　カードカウンティングとは、カードゲームで場に出たカードをすべて暗記し配られるカードを推測するテクニックだ。カジノでは禁じられており、一度でもこのテクニックを使ったとなればブラックリストにのり、以降、世界中のどのカジノでもカードゲームはできなくなる。

『カードカウンティング分ぶん析せき機にかけたが、ノーと判断された。シャッフルはワンゲームごとにしているし、カードもディーラーもテーブルも何度も変えた。だが、彼のツキは止まらない。本物だよ。私もあんなジョーカーは初めてだ。手に負えない。彼がきみをご指名だ。きみが行くまで、次のゲームをしないと言い張っている』

「なぜ？」

　行かないと許されない雰ふん囲い気きを感じ取って、寅安は出勤用のスーツに着き替がえ始める。

『それはこっちが聞きたいね。きみがどうして彼と知り合いなのか。アレクシス・ゲラールと』

　寅安の、シャツのボタンを片手ではめていた動きが止まった。

　アレクシス・ゲラール。

　今日、水のペットボトルをやった男だ。




　……──きみは私のために、この水をわざわざ取りに行ってくれたんだ。優しい人だね。




　森の木こ漏もれ日の瞳ひとみの持ち主。

「……すぐ、行きます」

　場はハイローラー用のＶＩＰルームだ、そうボスは付け足した。




　ブリランテのカジノは二十四時間営業している。ＶＩＰルームはフロアを突つっ切ったところにあった。

　ＶＩＰルーム前に黒のスーツで立っているセキュリティ二人が、寅安の姿を見かけると、さっとドアを開いてくれた。

　初めて中に入って息を吞のむ。

　装そう飾しよくは目がくらみそうに豪ごう華かだった。

　ベルサイユ宮きゆう殿でんの「鏡の間」を参考にして造られたという噂うわさがあるだけあって、天てん井じようはわざわざ円く作られており、クリスタルのシャンデリアが下がっている。金色の天使や女め神がみが照明を掲かかげ、クラップスのテーブルも壁かべの部分が金だった。

　ロココふうの装飾をほどこされたアーチ型の窓からは、表通り、ラスベガスストリップの賑にぎわいが見てとれる。

「ああ、来たね。きみだ」

　そう言って差し招いたのは、確かに水を渡した男で、彼はなにが嬉うれしいのか、にこにこ笑っていた。

　ＶＩＰルームにいる客は、彼ひとりだ。ほかはピットマネージャーとディーラーばかり。

「今夜最後の勝負はきみに見守って欲しかったんだ。きみは、私の、勝利の女神だからね」

「勝利の女神？」

　問い返してしまい、客になんて口を利きくのだとＶＩＰルーム担当のピットマネージャーににらまれる。

『とら、よけいなことを言うな』

　イヤホンからボスの声がする。彼の声は、少し掠かすれている気がする。もしかしてボスはずっと詰つめているのかもしれない。口調に焦あせりが見られる。

『とにかく、楽しくプレイしていただくんだ』

　アレクシス本人が寅安の物言いを気にしていないのが幸いだった。

「うん、そうだよ。勝利の女神。これ」

　彼は手の中のペットボトルを掲げた。夕方、寅安が彼に渡わたしたものだ。

「これをもらってからこっち、負けなしだ」

　それはただの水だ。

「だから、この賭かけもきみに見届けて欲しくて。ごめんね。家で休んでいたんじゃないのかい？」

　おっしゃるとおりです、たたき起こされましたと白状したかったが、従業員全員がよけいなことは口にするなとこちらを見ている。なので、「いえ。夜よ更ふかしなんです」と答えた。

　ここでもしこの男、アレクシスがカジノチップを引き上げて換かん金きんしてくれと言ったらホテルは大損をすることになる。

　こっちにおいでと彼に招かれて、寅安は彼の隣となりに立った。身長が高い。百八十五はあるだろう。そしてなにより手足が長い。

　ボスはさぞかし青い顔をしてこの勝負を見ていることだろう。

「じゃあ、クラップスにしようかな」

　彼の顔を見てしまう。

　クラップスは、一人でやるものではない。多人数で賑やかにプレイするのが通常だ。

「だめかな？」

「いえ」

　彼のためのチップが、クラップスの、競馬場の模型のような楕だ円えん形のテーブルに運ばれる。ここでしか使われない、一枚二万五千ドルのチップが山積みになっている。

「これは、パスラインに」

　テーブルの上のライン上のコーナーにチップを一枚置いた。一投目に７か11が出れば勝ちになる。勝率は高い。

「うーん、それから、ここ」

　そう言って中央の「２」の目のコーナーに残りの、山となったチップを置く。

　室内がどよめいた。寅安も驚おどろいて彼の顔を見る。アレクシスはどうかしたかというようにこちらを見返した。

「いや、それは」

『なにも言うな！』

　イヤホンからボスに言われて黙だまる。

　しかし、勝率が悪すぎる。クラップスは二つのサイコロを投げてその数を当てるゲームだ。つまり、７なら六通りの目がある。しかし、２が出るのは１と１、ただ一通りだけで確率は三パーセント以下となる。カジノチップをどぶに捨てるようなものだ。

　ディーラーが気落ちした顔をしている。寅安は彼らに同情したくなった。

　多くの初心者が誤解しているが、ディーラーは客に勝って欲しいと思っている。もちろん、純じゆん粋すいに楽しんで欲しいという気持ちもあるが、一番の理由は客が勝たないと心付けがもらえないからだ。客が負けてカジノが儲もうかっても、ディーラー自身には一銭も入らない。

　ディーラーがスティックでサイコロを五個、アレクシスのところに寄せてきた。赤くて透すき通ったサイコロだ。そのうちから客は、実際に使用するサイコロを選ぶことができる。アレクシスは慎しん重ちように二個を選んで片方の手のひらにのせた。

「とら」

　アレクシスが自分を呼んだ。なぜ名前を、と思ったのだが、胸に名札をつけていることを思い出した。

「なんでしょう」

「息を吹ふきかけてくれる？　幸運を、ここに」

　たまにそういう客がいる。キスをするよりは衛生的でいいと思うのだが、効力はいかがなものか。

「しかし」

『いいから、やれ。勝負をつけるんだ』

　ボスの声がインカムから響ひびく。周囲のプレッシャーに負け、寅安はそこにふっと息をかけた。

「うん、よし」

　彼は慣れていた。片手で、きれいなラインを描えがいて二つのサイコロを飛ばす。壁に当たってかつんと音を立て、サイコロは止まる。少し遠いところにあるので、目が読めない。サイコロをコールする係が口を半開きにしている。

「いくつ？」

　アレクシスは訊たずねる。

「ス、スネークアイズ……」

　震ふるえ声でディーラーはコールした。寅安は耳を疑う。スネークアイズとは蛇へびの目、赤一点が二つ。つまりは。

「２！」

　当てた。オッズは三十。仮に百万ドルを賭けていたとすると、三千万ドルになったことになる。日本円にすれば三十億円以上。ラスベガス全体の年間カジノ収入が六千億円弱と聞いている。個人での勝ちとしてはおそろしい高額だ。ホテルの業績、いや、ブリランテの存続を左右するほどの損失になる。

　この瞬しゆん間かん、アレクシス・ゲラールはブリランテのジョーカーリストのトップに載のり、大きな赤丸印がつけられた。

「やっぱりきみは、私の勝利の女神だったね」

　アレクシスはそう言うと、寅安を抱だきしめ、キスをしてきた。金額の大きさに呆ぼう然ぜんとしていた寅安は、ふいに降ってきたキスに、動どう揺ようして彼の胸を突き放し、口を押さえる。

　アレクシスは両手にオレンジのカジノチップをすくうと、テーブルに載せた。

「どうぞ」

　高額の心付けに、ディーラーが色めき立つ。

　部屋の片かた隅すみにはいつの間にいたのか、ヴィンセントが控ひかえていた。彼はアレクシスに近づくと、にこにこして名めい刺しを差し出す。

「カジノホストのヴィンセントでーす。どうかお見知りおきを」

　大勝ちした客にはカジノホストがつき、最高のもてなしを提供する。コンプと呼ばれるサービスだ。

「まずは、お部屋をグレードアップさせていただきました。お荷物をプレミアムスイートルームに移させていただいております。お好きな飲み物はございますか。また、レストランやショーの手配など、すべてお任せください。当然ながら、お代はいただきません。ゲラール様は当ホテルのたいせつなお客様ですから」

　そう。ブリランテとしては、なんとしてもアレクシスが儲けたチップを回収しなくてはならない。いまや、アレクシスはブリランテにとって最高ランクのＶＩＰなのだ。

　アレクシスが勝った金すべてを落とすまで、ホテルは彼を優待し続ける。

「これからいかがいたしましょう？　このままＶＩＰルームでプレイを続けられますか？　それともクラブに行かれますか？　お疲つかれでしょうからお部屋に引き取られますか？」

　アレクシスは部屋で寝ねると言い出すとばかり思っていた。

　だから寅安は、自分の出番は終わったとばかり考えていた。今からアパートに帰れば、少しは眠ねむれる。部屋のベッドが恋こいしい。

「そうだな」

　アレクシスは無む邪じや気きに笑って、寅安の肩かたを抱き寄せてきた。

「私は、とらとデートがしたいな」

　冗じよう談だんだろう。なんだ、この手は。ふりほどこうとしたところを、ヴィンセントに見とがめられた。彼のいつも細められている目がかっと見開かれている。慌あわてて動くのをやめた。

「わかりました。どうぞどうぞ。とらも光栄だと申しております」

　自分の意見も聞かずにそんな勝手な返答をしないで欲しい。

　アレクシスが提案する。

「じゃあ、夜景が一番きれいなレストランの窓まど際ぎわの席を予約して、そこで夕食をとるのはどうだろう」

　近所の中ちゆう華か料理屋で夕食はすでに済ませたと言いたかったが、とても言える雰ふん囲い気きではない。

「早さつ速そく手配させていただきます。とらも着き替がえて参りますからお待ちください。このかっこうでは失礼ですので」

　そう言ってヴィンセントに腕うでを取られて、ＶＩＰルームから退室する。今まで豪ごう華かだと思っていたクラップスのフロアが、ずいぶんと色いろ褪あせて見える。

「俺、帰りたいんだけど」

「おいおい。最強ジョーカーのリクエストだぞ。まさか僕が『はい、そうですか』と言うとは思っていないよな、とら」

「でも」

「とら、一階のショッピングモールで服を一式買い換かえてくるといい。仕上げにビューティサロンで髪かみをセットしてもらうんだ。店には連れん絡らくしておくよ。ミスター・ゲラールをお待たせしてはいけないからね」

　さらさらとメモをすると、それをよこした。

「ここの店だ。カードはこれを使うといい。とびっきりの美人になって帰ってきてくれよ。くれぐれも、ジョーカーの機き嫌げんを損そこねないように」







　ラスベガスではいろんなことが起こる。わかってはいたけれど。

　ここは百七階、地上二百五十メートル、塔とうの上の展望レストランだ。ここのレストランは塔を中心として八十分かけてぐるりと一周する。ラスベガスの繁はん華か街がいが眼下に見える。

　テーブルの上にはワイン、そしてシェフのおすすめの海老えびとサーモンのソテーにはリンゴとキャベツとセロリのサラダが添そえられている。

「どうしたの。ねえ、とら。なにか気に入らなかった？」

　そう言ってこちらを気き遣づかうのは、世界的なエンターテイナー、ゲラール舞ぶ踏とう団だんの若き座長にして演出家。現在、カジノの勝ちだけで三千万ドル。本日の日本円レートにして三十億円余を持っている。

　頭がくらくらするのは、この景色のせいだけではないだろう。

「いえ、楽しんでいますよ」

「このワインは口に合わない？　だったら別のを頼たのむ？　なんだったらワインリストの一番上から順番に……」

「けっこうです。夜中過ぎに酒を飲むと、頭が痛くなるので遠えん慮りよしているだけです」

「そうなんだ。言ってくれればいいのに。じゃあ、ほかの飲み物を」

　言われて、ヴァージン・マリーを頼んでもらった。ブラッディ・マリーからウォッカを抜ぬいた、ノンアルコールのカクテルだ。

「あまりしゃべらないんだね」

　初対面の男といきなりレストランで真向かいになって話が弾はずむほうがどうかしている。

「慣れないだけです。ふだんはこんな高級レストランとは縁えんがないもので」

「そうなの？　せっかくラスベガスにいるのに？」

「客として遊びに来るのと、従業員として働くのでは、まったく違ちがいます。……──こういう華はなやかな場所は、俺には似合いませんし」

「とてもすてきだけれど」

　今着ているスーツは、ヴィンセントに買い与あたえられたものだ。イタリアブランドの服で、身体からだのラインを見せる作りだが、着き心ごこ地ちは最高だ。

　髪もブリランテのビューティサロンで整えられている。かつてなくつやつやなのは、さすがにプロの仕事だ。

「どうして俺を誘さそったんですか。ヴィンセントに頼めば、どんなタイプの美女でも、もしくは美男でも、思いのままですよ」

「水をもらったお礼をしていなかったから」

「あんなもの、一ドルもしません」

　今日彼が賭かけ、勝った金に比べればチリにもならない。

「でも、私が一番欲しかったものだ」

　彼はワインのグラスを持ち上げると、ふふっと笑って寅安を見つめた。

「きみの優やさしさは純じゆん粋すいで美しいね。私を満たしてくれる。残念だけれど、きみは沈しずみ込んでいる人がいたら、きっと誰だれにでもあんなふうに水を与えるんだろうな」

「勘かん違ちがいです。俺はそんなにいい人間じゃありません」

「そうかな」

　彼は寅安の手を握にぎってきた。ふりほどくことができないのはどうしてなのだろう。

　アレクシスが力を込めずにそっとふれているせいか。ブラックのカジノホストの怒おこった顔がちらつくからか。

　彼の指が柔やわらかく自分の手の甲こうを撫なでる。こそばゆくてたまらない。けれど、不快ではない。

「きみは私の幸運の女め神がみなんだ。この幸せを逃のがしたくない。それは私のわがままなんだろうか」

　寅安は正面の男を見た。

　確かにきれいな男だ。それは認める。

　だが、数時間前に会ったばかりだ。交かわした言葉もほとんどないに等しい。

「俺たち、お互たがいのことを知りません」

「すべての恋こい人びとたちはそこから始めるんだよ。これから知り合えばいい」

　寅安はヴィンセントを心から尊敬した。

　自分の忍にん耐たい力は限界を超こえそうだった。

　とにかく早くこの茶番を終わらせて、日常に帰りたい。昨日まで不満を漏もらしていたクラップスのピットでさえ、今となっては恋しく感じる。

　このまま「ふざけるのはやめてください」と手をふりほどき、席を立ってレストランから出て行くのはどうだろう。そう夢想するのだが、「ヴィンセントには逆らうな」の噂うわさが耳に響ひびいてきて、どうにもしづらい。

　ヴィンセントは自分が何者か話さないが、こちらのことは知り尽つくしているというのだ。

　とにかく、この男との一夜をそつなく終わらせたい。

　ここは自分からエスコートしてみたらどうだろうか。

「そろそろここを出ませんか？　今度は俺が案内します」

「とらのおすすめ？」

「ええ、一番のお気に入りです。これから行くならちょうどいいです」

「それは楽しみだな」

　ヴィンセントは、極ごく上じようの笑えみを浮うかべた。







　薄うす暗ぐらい山中の駐ちゆう車しや場でリムジンをとめてもらった。

　革かわ張ばりのソファは向かい合って座れるようになっている。ワインクーラーの中にはヴィンテージものが満まん載さいだ。

　アレクシスが文句を言う。

「とら。ちょっと寒いんだけど」

　外はまだ暗い。気温は、おそらく五度前後と踏ふむ。

「だから部屋からコートを取ってきたほうがいいと言ったのに」

「私の部屋はまだグレードアップの手続き中で荷物がわからなかったんだよ」

　寅安は、運転手に頼む。

「すみません。エアコンの温度をもうちょっとあげてください」

「了りよう解かいしました」

　アイドリングのエンジン音が心持ち高くなり、車内の温度が上がってきた。

「それに、まさかこんな山に登るとは予想してなかったよ」

　ここはラスベガスの中心から車で三十分ほどのところにある、レッドロックキャニオンだ。ラスベガス一帯は砂さ漠ばく気候なので、昼には夏日であっても、夜は冷え込む。夜明け前となればなおさらだ。

　寅安は念のために持ってきた毛布を渡わたしてやった。

「ありがとう」

　アレクシスは素す直なおにそれを受け取って巻き付けた。

　寅安自身は自宅に寄ってもらって防寒着を整えている。冬用のジャケットにパンツ、足あし下もとはブーツ。それなのに、アレクシスはわざわざ寅安の隣となりに来て、毛布をかけてきた。

「俺はいいです。隙すき間まができると寒いですから、アレクシスさんだけかけて下さい」

「でも、とらが寒いのはかわいそうだから」

　そう言って、くっついてくるので、しかたなく従った。

　アレクシスが動くたびに彼のつけているフレグランスの香かおりが漂ただよってくる。森を散策していたら漂ってきた花の香りみたいだ。麗うるわしく、それなのに野性味がある。一度ホテルに帰ったときにつけ直したのかもしれないが、彼自身から香ってくるかのように自然だった。

「ああ、夜が明けるね」

　山の開けた側から日が昇のぼり、緩かん慢まんにオレンジの光を投げかけてくる。そうすると、周囲が低い山ではなくごつごつとした岩石群であることに気がつく。それらが光を受け、赤く燃えるように色づき始める。

「素す晴ばらしい景色だ」

　褒ほめられると悪い気はしない。

「太陽の向きの関係で、朝が一番きれいなんです。ちょっと寒いけれど、この光景を独どく占せんできるのは悪くないでしょう？」

「とらと二人だしね」

　アレクシスはさらりとそう言った。

「アレクシスさん」

「呼び捨てでいいよ」

「じゃあ、アレクシス。ちょっと、外に出てみませんか」

　運転手がドアをあける。二人は外に出た。

　アレクシスは毛布をひっかけたままだ。

　気温は低いが、風がない。太陽に当たったところから暖かくなってくる。この岩山や峡きよう谷こくの石たちも、今の自分と同じように熱を感じているのだろうか。

「足下の大地が、暖かくなってくるのがわかるね」

　アレクシスがそんなことを言ったものだから、彼の顔を見てしまった。

「ん、なに？」

「いえ。俺も同じことを思っていたので。日本だと湿しつ度どが高いので日ひ射ざしをゆるやかに感じますけど、こちらは乾かん燥そうしているのでより敏びん感かんになる気がします」

「そうだね」

　彼は毛布を肩かたから外した。

「ここでこうして目を閉じて太陽のほうを向いていると、地球とひとつになった気がするね」

　やってみてと言うので、まねをする。しばらしくて、目の前が翳かげった。唇くちびるが軽く重なっていた。

「なにするんですか」

　しっかりと抱だき直される。

「まだ、だめだった？」

　再びのキス。拒こばむ隙もなかった。

「まだってなんですか」

「だって、いい雰ふん囲い気きだったじゃない。デートの最中にこういう雰囲気になったらキスするものでしょう」

　あっけらかんと言ってくるので、怒る気にもなれない。

　とにかく、あと少し。もうちょっとの辛しん抱ぼうだ。







　朝食は寅安行きつけの中ちゆう華か料理店でとった。ラスベガスには日本料理の店もあるのだが、たいていは目の玉が飛び出るほどに高いし、普ふ段だん着ぎで入れる雰囲気ではない。

　ここの中華料理店は八角の匂においにさえ慣れてしまえば野菜の皿の種類も多いし味もいい。

　たまにこちらを見ている人がいたので、アレクシスの存在に気がつかれたかもしれないが、自分のうしろのテーブルではエルビス・プレスリーのそっくりさんが揚あげたての春巻きを頰ほお張ばっていたのでさほど目立たないだろう。なんと言っても、ここはラスベガスなのだから。

　レタスの挽ひき肉にく包みと空心菜の炒いため物をシェアし、それからおのおの、粥かゆを食べた。アレクシスが予想外にうまく箸はしを使ったことに感心する。

「ねえ、とら」

　アレクシスが食後の烏ウー龍ロン茶ちやの小ぶりな器うつわを手に、話しかけてくる。

「今度はいつ会える？　今日、仕事が終わったら、部屋に来てくれる？　ああ、もちろん、とらの好きなところに行くのでもいいんだよ」

　寅安は彼を見つめた。冗じよう談だんを言っているのかと思ったのだが、アレクシスはその緑の目でまっすぐに自分を見ている。寅安がイエス以外の返事をすることをまるで考えていないようだった。

「アレクシス。今日は楽しかったです」

　嚙かんで含ふくめるように、寅安は彼に言い聞かせる。

「うん、とら。私もだよ」

　どうにも調子が狂くるう。

「でも、これでさよならです」

「どうして？」

　どうして？

　自分の感覚がおかしいのだろうか。

　寅安は手を出すと指を折った。

「まず、あなたはうちのカジノの客で、俺はピットマネージャーです。それから、あなたは有名人で、俺はそこらの一いつ般ぱん人です。そう、それに第一、あなたも俺も男です」

　器を赤い卓たくの上に置くと、アレクシスは寅安の手を両手で包んだ。

「それは断る理由にはならないよね。私は男のほうが好きだし、とらもそうだよね。とらは私のことが嫌きらい？」

　おかしな男だとは思う。初対面の相手にキス、さらに、ここまで口説いてくる。だが、嫌いかと言われると、そうは言い切れない。こうまで自分に好意を見せてくる相手を、つっぱねるのもひどい気がしてしまう。

「そんなことはないよね。好きじゃない相手にはキスさせないでしょう？　たとえば、私のカジノホストがさせてくれと言ったら、きみはキスをさせたの？」

　彼を引き合いに出してくるのはずるい。

　ヴィンセントがキスしようとしたら。必死に逃にげるだろうな。それは。

「それとこれとは話が違ちがいます。とにかく、俺の仕事はピットマネージャーであって、今日のこれはカジノホストの要よう請せいに従ったからです。今後、もし、相手が必要なら彼に頼たのんで下さい。即そく座ざに二十人ぐらいは連れてきてくれますよ」

　アレクシスは不満げな顔になったが、うなずいた。

「わかった。きみがそれほど言うのなら、カジノホストに頼んでみる」

　ほっと寅安は息を吐ついた。こんなところで、あともうちょっとで日本に帰れるというのに、つまずきたくない。これ以上、このやっかいな男につきまとわれずに済むと思うと、解放感と達成感、それからあまり認めたくはなかったが、ほんの少しの寂さびしさを覚えた。







　わずかでも横になれる。

　自分の家に帰って、寝ね乱みだれたベッドに靴くつのまま横たわる。

　目を閉じると、また初めて好きになった男、安達のことを考えていた。

　初めてのキス。次し第だいに進んでいった関係。留守がちの家でそれに歯止めをかける人間は誰だれもいなかった。

　まだ高校生で、自分のセクシャリティに疑問を持ち、悩なやんでいたときにあのキス、そして彼の「俺、男でもいけるんだよ」という一言は、福ふく音いんのように響ひびいた。

　今考えれば、自分の性的指向などお見通しで、粉をかけるためだったのだろう。だけど、真しん剣けんだった。まじめに、いつか安達と暮らしたいと思っていた。

　両親にばれてしまったとき、自分をかばってくれると信じていた安達が「寅安くんが、してくれなかったら家庭教師をやめさせるって言うのでしかたなく」と言い出したこと、家庭教師の給料を倍増しでもらってやめてしまったこと、メールアドレスや携けい帯たいの番号などをすべて変え、思い詰つめて大学まで会いに行った寅安に気がついたのに無視したこと。

　ろくでもない思い出ばかりが訪おとずれてくる。

「なんで……──」

　ラスベガス郊こう外がいの砂さ漠ばくのようにからからで固い岩がん盤ばん。そこがひび割れ、水がしみ出してくるかのように。







　ホテル・ブリランテに出勤してきたものの、寅安の気分は最悪だった。

　寝ね不ぶ足そくのうえ夢見が悪く、ずっと緊きん張ちようしていたせいか、身体からだが変な形に固まりかけている。

　きっとあの男、アレクシス・ゲラールは、今いま頃ごろプレミアムスイートでおやすみ中だろう。そう思うと、腹が立ってきた。救いは、もう会わないということだけだ。彼はハイローラーだから、あのロココなＶＩＰルームで専門のディーラーとピットマネージャーが相手をする。二度とかかわることはないだろう。

　申し送りを済ませてから、インカムをセットしてカジノフロアに出る。自分の担当するクラップスのピットにつこうとしたところで、腕うでを摑つかまれた。

　一いつ瞬しゆん、アレクシスかと思ったのだが、まるまるとして白いスーツを着ているブラックの男だった。

「ヴィンセント」

「とら」

　これはまずい。

　いつものコメディアンの彼ではない。ＣＩＡモードだ。

「来て欲しいんだ」

　ものすごく行きたくなかった。ふりほどこうとしたが、彼の指の力は強くて腕を引き抜ぬくことができない。

「俺はこれから仕事なんだ。終わってからじゃだめなのか」

「大ボスに話はつけてある」

　大ボスというと、このホテル・ブリランテの運営上のトップということになる。彼はこの建物内の最上階近くにある監かん視しルームに詰めていて、寅安が会ったのは、ここに勤めるようになった最初の挨あい拶さつのときだけだ。

　彼がそうしろと言うからには、従わなくてはならない。

「じゃあ、行こうか」

　そう言って、ヴィンセントは寅安を連れ出した。従業員用のドアに向かわず、五十階以上の高層階専用のエレベーターを使う。ヴィンセントはこのホテル・ブリランテのスイートルームに部屋を持っているのだ。

「今日は、僕の部屋でゆっくり話をしようじゃないか」




　ヴィンセントに気をつけろ。

　彼は自分のことは決して話さないが、こちらのことを知っている。

　このブリランテで起こる、いや、ラスベガスで起こるすべてを把は握あくしている。

　彼の担当する大口客でブリランテは成り立っている。彼にだけは逆らうな。

　まことしやかにささやかれている噂うわさを思い出す。




　最初に会ったとき、ヴィンセントは陽気にこう言った。

「寅安って名前なのー？　じゃあ、きみはタイガーね。虎とら。がおー！」

　彼のからかいに、戸と惑まどうよりも感心した。ヴィンセントは、寅安の名前から虎、タイガーだと即座に理解したのだ。日本語が堪たん能のうである証しよう拠こだ。

「なにか困ったことがあったら言ってね。このヴィンセントの手にかかれば、たいていのことは片付くよー」

　仮住まいだった寅安にホテルに近い場所に住居を探してくれ、おいしくて安い店をリストアップしてくれ、難なん癖くせをつけるくせに賭かけ方のしょぼい客はことを荒あら立だてずに追い払はらってくれた。

　いつも陽気で、このブリランテ、いや、ラスベガスでは、一番の友人だと思っていた。

　それが、今はどうだろう。

　ギャング映画のボスに連れられてきた気分だ。

「僕の部屋に入るのは初めてだったよな。我が家へようこそ」

　そう言って招き入れられ、彼に割り当てられたブリランテのスイートルームに足を踏ふみ入れる。

　きらびやかな部屋を想像したのに、一歩足を踏み入れた寅安は古い図書館に来たかと錯さつ覚かくしそうになった。木の床ゆかにどこまでも続く書庫。まさかもともとではないだろうから、ヴィンセントが改造したのだろう。窓にはクリームがかったカーテンがかけられ、開いたドアからは立派なキッチンが備え付けられているのがわかる。このブリランテでキッチンがある部屋はスイートルームだけだ。基本、カジノで遊んでもらうことによって収益をあげているホテルにとって、客に部屋にこもられるのはありがたいことではない。スイート以外では、ルームサービスさえやっていないのだ。

「そこに座ってくれ。僕はコーヒーは苦手でね。なにがいいかな？　紅茶、緑茶、ハーブティーも揃そろってる」

「あ、ああ。なんでも」

　茶なんてどうでもよかった。一刻も早く帰りたかった。クラップスゲームのピットが、この高級ソファに比べれば極ごく楽らくに感じた。

「じゃあ、今日のとらはお疲つかれのようだから、リコリスとペパーミントのハーブティー」

　そう言いながら、彼はキッチンに入っていく。

　このままダッシュで部屋を出て行きたい。実際、そうしようかとチラリと思ったのだが、天てん井じようにこれ見よがしに設置されている監視カメラがこちらを向いた気がしたので、あきらめた。

「おまたせ。どうぞ」

　ヴィンセントは、寅安の前にティーカップを置いた。青い花がカップとソーサーに散っている。口をつけると、さわやかな甘さが広がり、なるほど疲れがとれる気がした。

　ヴィンセントもまた、同じものを飲んでいたのだが、いったんカップをソーサーに戻もどす。

「ねえ、とら。これがなにか、わかるかな？」

　そう言って木製のローテーブル上に落としたのは、ブリランテで使われるカジノチップだった。白の一ドルからオレンジの二万五千ドルまで、プラスチックの軽い音をさせながら数種類がばらばらと散った。

「カジノチップだろう？」

　一枚を確かく認にんする。偽にせ物もの騒さわぎが出たことがあったが、これは本物のカジノチップだ。間ま違ちがいない。

「そう。これがこのブリランテの中にあるうちは、単なるプラスチックのチップだ。子供のおもちゃみたいなものだね」

　でも、とヴィンセントは続けた。

「一度、換かん金きんしてしまえばアメリカドルになる。そして、このホテルの外に持ち出された瞬しゆん間かんにブリランテのマイナスになる」

　こんな当然のことを持ち出して、彼はなにが言いたいのだろう。

　いやな予感しかしない。聞きたくない。

　ヴィンセントは両手を組んで膝ひざに置いた。目を伏ふせる。

「とら。困ったことになったんだよ」

「困ったこと？」

「きみに助けて欲しいんだ」

「俺にできることなら」

　慎しん重ちように答えたつもりだったのだが、「ああ、嬉うれしいよ、とら」、ヴィンセントは抱だきしめんばかりに喜んだ。

「ジョーカー、すなわちミスター・ゲラールが、ここを引き払うと言っている」

　寅安は紅茶のカップを置いて、身を引き気味にする。かわりにヴィンセントはこちらに乗り出してきた。

「そうなると、必然的に三千万ドルが失われてしまう。大損だ」

「そうだな」

「ジョーカー、ミスター・ゲラールは言っている。ピットマネージャーの片桐寅安をアテンダントにつけてくれたら、このままブリランテにとどまってもいいと」

「アテンダント……」

　アテンダントとは、客の身の回りの世話をする係だ。

「なんで俺が。だいたい、プレミアムスイートルームには部屋づきの執しつ事じがいるだろう」

「ミスター・ゲラールはこう言っている。とらは自分の恋こい人びとだから、一いつ緒しよにいるのは当然だ、と」

「恋人じゃない」

「キスまでしたのに？」

「昨夜のＶＩＰルームでのキスはノーカウントだ。いきなりされてよけられなかった」

　ヴィンセントは指を立てた。

「それじゃないよ、とら。今朝のキスだ。レッドロックキャニオンでデートをしていたときのキス」

「あれは、なにかのはずみだ」

　まったく。誰だれが恋人だ。

　きっとリムジンの運転手が報告したのだろう。

　勘かん弁べんしてくれ。ややこしいことはごめんなんだ。

　確かにアレクシスに相手を頼たのめとは言った。だが、こう来るとは。

「とら、きみには相当額の手当を出すよ」

「いらない」

「そうだよね。きみは日本の公務員だからね。受け取るわけにはいかないよね」

　はっとヴィンセントの顔を見る。その話をしたことがあっただろうか。いや、ないはずだ。

「僕が知りたいと思ったら、わからないことなんてないんだよ。とら、きみは公務員だ。上司の不興を買ってここに来た。僕なら、帰国を早めてあげることができるよ。さらには、上司のミスター・ムトウが、二度ととらに不利なことをしないように、そう、『調整』することだってできる」

「そんなこと……」

　できるはずがないと言おうとした。だが、ヴィンセントは揺ゆるぎなくそこにいる。彼なら指を振ふるより確実にそれを成し遂とげる。そう確信した。

「別に必要ない」

「恋人に操みさおを立てているの？」

「恋人なんていない」

「安達幸ゆき晴はる。きみの元家庭教師」

　すらすらと言われて、ヴィンセントを見つめる。そうだ、ヴィンセントには、この男だけには逆らってはいけないのだ。この、ブリランテでは。

「ずっと昔のことだ」

「そうだね。安達はもう結けつ婚こんしている。つきあっていた彼女のおなかに赤ん坊ぼうができたので、入にゆう籍せきしたんだ」

「そうか」

　安あん堵どしたと同時に、かすかな痛みを感じる。

「だけど、男が好きなことは変わらずに、会社の同どう僚りようとも深い仲になっている。安達は男と手を切りたがっているが、難航している。もしかしたら、奥さんが気がついてしまうかもしれない」

　ねえ、とら、とヴィンセントは慈いつくしみとさえ言える表情を浮うかべて言った。

「とら。きみは、自分ではクールなつもりかもしれないけれど、そんなことはないんだ。きみは情に厚く、人に優やさしく、とても温かみのある人間だ。安達と男が切れるようにしてあげることもできる。奥さんに浮うわ気きがばれるようにすることもできる。とら。きみの選せん択たく次し第だいだ」

　信じられない。

「ヴィンセント、きみは俺を脅おどしているのか？」

「うん、そうだよ。僕は、そういうこともするんだ。このホテルのためならね」

「だとしたら、お門かど違ちがいだ。あと一ヶ月半で帰国は決まっているし、安達がどうなっても俺の関知するところじゃない」

「あのね、とら。僕は、やるといったことはやるよ？　きみの初はつ恋こいの安達さんは、もう一生、奥さんと子供には会えないかもね」

　そんな挑ちよう発はつには乗らない。

「俺にコールガールのまねをしろと？　ヴィンセント。ホテル・ブリランテでは売春行こう為いはかたく禁じられているはずだ。少なくとも、表だっては。先週、仕事を探しに来た夜の女性たちがセキュリティに追い返されていたよな」

「これは売春なんて下品な行為じゃない。高度な駆かけ引きなんだよ。アレクシス・ゲラールを引き留めるには、きみが必要なんだ。そのためには使わせてもらう。とら。ここはラスベガスなんだ」

　ヴィンセントは小学生に言い聞かせるような口調だった。

「死も生になり、偽いつわりでも恋こいになり、友情は取り引きの道具になる。ここでの真実はカジノチップだけだ」

　この、テーブルの上に散らばっているプラスチックのチップ。

「悪いようにはしない」

　このカジノチップに自分まで囚とらわれて操あやつられている気持ちがしてきた。しっかりしろ、己おのれを叱しつ咤たする。

「フロアに帰るよ」

　寅安はヴィンセントの部屋を出た。




「今さら、安達がどうなっても気になるわけがない」

　スイートのエレベーターホール、飾かざられた生花に向かってそう言葉にしてみる。だが、その声はむりやり発したように感情がこもっておらず、力のないものだった。

「気にならない。むしろ、不幸になったほうが嬉しい」

　今度、うちの両親に紹しよう介かいする。

　寅安が高校を卒業したら一緒に住もう。

　二人でのんびり旅行に行くのもいいな。

　あんなに楽しい約束をたくさんしていたのに、あっけなく去ってしまった男。ここ最近は思い出しもしなかった。

　ヴィンセントはやるだろうか。きっとやる。

　安達の部屋に匿とく名めいの手紙がひっそりと届けられ、衝しよう撃げきを受けた妻はそれでも記き憶おくを辿たどれば合が点てんのいくことばかり。彼女は相手と連れん絡らくを取り、二人は安達が帰ってくるのを待ち伏ぶせる。帰ってきたときになにが起こっているかを悟さとった安達は、なんとか言い訳をしようとする。けれど、さすがの安達も、二人を目の前にしたらどうにも切り抜ぬけようがない。安達の妻は、あなたとはやっていけないとそのまま部屋から出て行き、離り婚こん届だけが郵送されてくる。

　築かれるはずだったものが壊こわれ、彼の子供は父親の顔を知らないまま、大きくなる。

「安達の蒔まいた種じゃないか」

　そう言ったくせに、結局、寅安はエレベーターボタンを押さなかった。きびすを返す。

　だめだ。ヴィンセントの言うとおりだ。自分はとんだ甘ちゃんだ。初恋の男である安達が、不幸になるところを見たくない。幸せであって欲しい。

　だったらそのくらい。しばらくの間、あの森のような目を持った男のアテンダントになるぐらい、なんでもない。

　ヴィンセントの部屋のドアをノックする。即そく座ざに内側からドアが開いて招き入れられる。彼は携けい帯たいでどこかに連絡をしていた。

「ああ、うん。そう。そこで合ってる」

「アテンダントを引き受ける」

　ヴィンセントはにやっと笑った。

「承しよう諾だくしてくれると思っていたよ。きみの家からミスター・ゲラールの部屋に荷物を運ぶように頼んでいるところだ。これから彼の無料コサーンビスプが終しゆう了りようするまで、とらは彼づきのアテンダントにシフトを変へん更こうする。クラップスのピットには行かなくていい」

　彼はてきぱきとことを進めていく。

「下のショップからここに服を運んでもらうから、てきとうに選んで着てくれ。ちなみに昨日測ったから、サイズはどれも合うはずだ。次からはミスター・ゲラールに選んでもらうといい。彼好みになるようにね。それから、この部屋でシャワーを浴びてから行ったほうがいいな。くれぐれも粗そ相そうのないように」













　プレミアムスイートに足を踏ふみ入れるのは初めてだった。

　真正面には天てん井じようから床ゆかまで大きな窓がとられており、外にはプールがあった。

　プール！

　ここは五十三階だというのに？

　二階ぶんが吹ふき抜けになっていて、大きな螺ら旋せん階段がある。下りていきながら、天井の高さとフロアの大きさに驚きよう嘆たんする。

　この部屋でクラブイベントを開くＶＩＰ客も多いと聞いているが、なるほど。この大きさなら数十人規模のイベントが開かい催さいできるだろう。

　外のプールで人があがったのが見えた。アレクシスだ。部屋づきの執しつ事じが素す早ばやくタオルを渡わたしている。ざっと身体からだを拭ふくと、彼は室内に戻もどってきた。

「とら！」

　彼は、両手を広げた。

「とら、よく来てくれたね」

　アレクシスに抱だきしめられる。その身体が思ったよりも冷えていないのは、プールが温水で満たされていたせいだろう。

「ヴィンセントを使うとは思わなかった」

「そうしないと来てくれないだろう？　私にチャンスぐらい与あたえてくれてもいいんじゃないかな」

　もうちょっとお互たがいを知ろうよ、と彼が言ったので説明してやった。

「日本人ピットマネージャー、片桐寅安。二十六歳。終わり、だ。俺のような平へい凡ぼんな男を知っても、退たい屈くつしのぎにもならない」

「そうかな。私には興味深いよ」

　アレクシスは執事に渡されたガウンを羽織った。

「興味深いって、どんなところが？」

「それはゆっくり話すことにしよう。ワインをどう？　チーズでもつまみながら」

　部屋の一角にはバーカウンターがしつらえられている。そこに移動すると、執事がデカンタからバカラのワイングラスに液体を注いだ。グラスにはホテルの紋もんが入っている。光線の具合によっては黒に見えるほどに、とても濃こい赤色のワインだった。

「カオールワインだよ。別名黒ワイン。２０００年ものだからおいしいと思う」

　グラスを手て渡わたされ、飲んでみた。重じゆう厚こうで複雑な渋しぶみと酸味が口の中に広がる。

「このワインを飲むと、舌が染まるんだよ。ほら」

　アレクシスが舌を出すと、確かに表面が赤黒くなっていた。

「タンニンが強いせいらしいけど。とらは？」

　言われてあっかんべーのように舌を出すと、彼が舌を合わせてきた。

「あ」

　慌あわててあとずさる。反して、彼はさらに間を詰つめてくる。

「とらの、そういうところがおもしろい。さめているように見えて、熱い。物慣れているように見えて、うぶ。冷たいように見えて、優しい」

「俺は熱くもうぶでも優しくもない」

「じゃあ、証明してあげる」

　そう言って彼は寅安を抱きしめてきた。

「いい匂においがしているよ。きれいにしてくれたの？」

「礼れい儀ぎとして、だ」

「洗うときに私のことを考えた？　これから愛あい撫ぶされることを、想像してくれた？」

　予想しなかったと言ったら、噓うそになる。かっと体温が上がるのを感じる。

「いやなことはしないよ。誓ちかってもいい」

「誓いなんていらない」

　誓いも、約束も、自分は信じていない。最初の恋に破れたときから。

「私はとらの黒くろ髪かみが好きだな」

　そう言って、彼の指が髪をすき、つむじに口づける。彼からは水の匂いがしていた。プールに入ってきたからだ、寅安は思う。それなのに、それはまるで彼自身の匂いのように感じられた。

　唇くちびるが髪から額に移る。彼の指が、シャツの上から寅安の背を撫なでた。いやなことはしないと口にしたとおりに、さながらなつかない子こ猫ねこを手なずけるように、ゆっくりと時間をかけて寅安をときほぐしてきた。指が背骨の、ひとつひとつの節を数えるように下に降りていく。

　腰こしの上で止まった手に気を取られている隙すきを突つくように、アレクシスが寅安の首筋を舐なめた。ひゃっとおかしな声を出してしまう。

「きみは、まるで、生き娘むすめみたいな応こたえ方をするね」

「こんなふうにさわられるのは、初めてなんだ」

　言ってからしまったと思う。

　今までの男のやり方とはまるで違ちがう。リアクションに困る。くすぐったさと、それの奥にある甘い官能とには馴染みがなくて、寅安は身を硬かたくして構えるしかない。

　腰に手を回し、のしかかるように体重を預けてきたので、寅安はカウンターに背をもたせかけた。首は、自然とのけぞる形になる。そのシャツの襟えりを搔かき分けるように彼は唇をつけ、強く吸った。

「あ……っ」

　慌てて手を当てる。アレクシスはしてやったりという顔をしている。

「痕あとになったぞ」

「そうだね」

　アレクシスは寅安のシャツのボタンに手をかけた。不安定な姿勢のまま、彼に視線を合わせないようにうつむいていると、こめかみにキスをされる。キスが降りていく。首筋に、さきほど痕をつけたところに。そして胸の突とつ起きにたどり着いた。

「え」

　胸を、舐められる。味見するみたいに乳ち首くびを口に含ふくまれる。じん、と下半身に覚えのある感覚が走った。ペニスを突き上げてくる。

「ん、ん……」　>>>♥

　これは快感だ。けれど、なんてもどかしい。自分が柔やわらかいほろほろのメレンゲ菓が子しになった気がした。細心の注意を払はらって、崩くずれぬように扱あつかわれている。

　もう片方の乳首に、彼の舌が移る。取り残されたほうは、彼の中指に撫でられていた。

「あ……っ」

　膝ひざが崩れそうになる。彼が身体を離はなし、寅安の手を取った。

「ベッドに行こう？」

　二人にしてはあまりに大きなベッドに身体を横たえられる。

　息を止めて、彼の唇と指の感かん触しよくを追う。

　アレクシスが寅安の服を脱ぬがせる。膝にキスをされ、腿ももから尻しりにかけて指で撫でられた。その指は腿の内側に入ってきて、大きく身体を開かされた。

　男の生理はどうして隠かくしようがないんだろう。寅安のペニスは勃たち上がっている。そのペニスの先せん端たんが、アレクシスの口中に含まれた。

「あ、あ」

　このきれいな顔の男が、自分のペニスを咥くわえている。舌を使って、カリ首を責めてくる。喉のど奥に吸い込まれて、誘さそい込まれるままに、白はく濁だくを吐はく。

　アレクシスは口の中からうなだれたペニスを出すと、いたわるように先端にキスをした。さっき、寅安は吐と精せいした。けれども、終わった気がしない。余よ韻いんが体内にくすぶり続けている。それがどこから来るのかわからない。ただ疼うずき続けている。

　アレクシスがゴムをして、ジェルを手指になじませている。

「それ、したことがないんだ」

　正直に白状した。

「するの、いや？」

「そうじゃないけど。痛くて、できなかったんだ」

「私はきみがしてって言うまではしないから安心して」

「そうだったら、もうずっとできないかもしれない」

「待つよ。きみが私に慣れてくれるのを」

　指が受け入れ口にふれる。ペニスを彼の舌先で舐められた。絶頂に至らせるためではない。緊きん張ちようをとくためだ。

　アレクシスの指は、隙すき間まを狙ねらったように寅安の体内に入ってきた。

　彼はそれをゆっくりと出入りさせる。指の節が入り口を何度も通る。もどかしい。じれったい。もう一本、指が増やされ、それらは寅安の体内にある、疼きの根源にふれた。

「あ、あ。そこ」

　そう口にしていた。くっと折り曲げられる指。身体からだの奥に心臓があって、どくどくと脈打っているようだ。指先がかすめるたびにそうじゃない、そうじゃなくて、と腰を悶もだえさせる。

「して」

「うん？」

「もっと、ちゃんと、して欲しい」

　そんなおとなしいのではなく。もっと、野や蛮ばんになって欲しい。しっかりと、体温を感じるまで抱だきしめて欲しい。

「手て荒あらにしてもいいから」

「可か愛わいいね、とら」

　キスが頰ほおにされる。

「きみは、私をケダモノに変えてしまうね。自分が間ま違ちがいなく雄おすなんだと思い知らされるよ」

　そう言うと、彼は寅安の両足を抱かかえた。彼が見ている。顔を背そむけようとすると、顎あごをとられた。

「とらの顔を見ていたい。どんな顔をするのか」

「悪あく趣しゆ味みだ」

　身体を押し広げられる。さっきまでは痛くも苦しくもなく、ただ甘くあやされていたのが噓のように、狭せまい隘あい路ろに押し入ってくる。それが中に収まり、さきほど疼いた箇か所しよを突き上げたときに、ペニスの先端から、たらりと液がしたたった。

　アレクシスの身体が、中を突き進んでくる。それに押されたみたいに、喉から声が、むせぶように出てしまう。

　深く、深く挿そう入にゆうされる。

　彼の手が伸のびてきて、寅安の髪をかき上げる。膝を抱え上げられ、抽ちゆう挿そうが開始され、身体の内側から、愉ゆ悦えつの中心をえぐるように動かれる。身体全部が、クライマックスを追うことにいっぱいになる。

　彼の望む通りに、身をねじり、声を上げる。

「うん、とら、すてきな声だよ」

　もっと出せる？　彼は甘く掠かすれた声でささやきかけてきた。

　これはなんだ。こんなものが、こんな愉悦を感じる場所が、自分の中にあったのが信じられない。体内でアレクシスのペニスが大きくなる。

「とら」

　自分を呼ぶ。待って。こんなの、知らないから。慣れるまで、待って。

「あああ、あ、あ。いい。いや」

　なにを口走っているのかもわからないうちに、体内でアレクシスが頂点を迎むかえる。その瞬しゆん間かん、どくりと脈打つのを、寅安は感じた。そこから快楽は身を震ふるわせながら広がり、またたくあいだに、全身に散っていった。




　絶頂から、落ちるように眠ねむりについた。深いところまで行き、身体や心、すべてをときほぐしてしまうような眠りだった。目が覚めたとき、アレクシスはベッドから抜ぬけ出していた。彼はまだ全ぜん裸らで、前ぜん屈くつして手を床ゆかについていた。きれいな身体だ。それから、のびをする。彼の背中の右下にモルフォ蝶ちようのタトゥーが入っているのがわかった。たぶん、メネラウスモルフォだ。カーテンを閉めているのに、青い色が鮮あざやかに目に映った。

　身体を伸ばし終わると、彼はゆっくりと回りながら移動した。寅安は、蝶がひらひらと室内を舞まっているような錯さつ覚かくに囚とらわれる。壁かべ際ぎわまで来ると、片手を前に出してポーズを決め、止まった。

　それから彼は全身の力を抜いて、頭こうべを垂れた。彼は祈いのっているように見えた。最初に会ったときと同じ憂うれいがそこにはあった。

　見てはいけないものを見た気がする。ざわざわと心が落ち着かなくなっている。

　寅安は、わざとゆっくりとベッドの中で身動きをした。

「ああ、とら。起きたの？」

　振ふり向くと、アレクシスはベッドの中に入ってきた。彼はいたわるように寅安の身体を抱だきよせた。

「急に動かなくなったから、びっくりしたよ。死んでしまったのかと思った。ちゃんと息をしているから、深く寝ね入いってしまったのだとわかったけれど」

「心配かけてすまなかった。こんなみっともないことになったことはないんだが」

　アレクシスは「ん？」とこちらをのぞき込んでくる。

「どうして？　みっともなくなんてないよ。恋こいしい相手と抱き合って全部出し尽つくしてしまったら、それは眠くなるのが当然でしょ？」

「恋しい……？」

「違ちがうの？　私はきみのことをそう思っているけれど」

　軽いキスを、最初のときとは違う心ここ地ちで受け入れる。

　今までの男たちは、ベッドで自分の欲よく望ぼうを満たしたら、一刻も早く離れたがった。こんなふうに、優やさしく見つめられたことも、微ほほ笑えまれたこともない。

　恋こい人びとだと、何度もささやかれて、次し第だいにその気になっているのか。だとしたら、あまりにも単純すぎる。

　自分は高校生のときから、なにも変わっていないじゃないか。あのとき傷ついて、誰だれとも心までは結びつくことなんてないんだと悟さとったんじゃなかったのか。それなのに、もう懐かい柔じゆうされそうになっている。







　バフェ、つまりバイキング方式の食べ放題は、ラスベガスの名物と言ってもいい。ブリランテ近くのホテルのバフェに、寅安はいた。天てん井じようから採光され、店内は明るい。過か剰じようなまでに花が飾かざられている。頭上高い空中にまで、だ。椅い子すはパステルカラーで、いかにも女性が好みそうな店だった。

　そんな中、サリーは、ローストビーフとスモークチキン、それにゆでた蟹かにと海老えびを山盛りにしている。それらを次々にクリアしていく様は、いっそあっぱれだった。寅安のほうはと言えば、前にしているのはスープだけだ。

「で、とらはアレクシスの愛人になったってわけ？」

「違う。アテンダントだ」

　ホテル・ブリランテでは、噂うわさは光より速く伝わる。寅安がヴィンセントの要よう請せいでアレクシスづきになったことは、サリーにも伝わっていた。

「首筋にキスマークつけておきながら、そういうこと言う？」

　ここに来る前に、念入りにチェックしたのだ。そんなはずはないと思いながらも、慌あわてて昨日、口づけられたあたりに手をやる。サリーはにかっと笑った。

「噓うそよ」

「サリー……」

「いきなりシフトが変わったと思ったら、そういうことだったのね」

　彼女は口元をぬぐいながら、嘆たん息そくした。

「意外」

「俺だってそうだ。アレクシスはなんのつもりで俺なんかをそばに置きたがるんだ？」

「いや、まあ、アレクシスもそうだけど。むしろ、とらが」

　サリーの言葉に、寅安は反応する。

「俺が？」

「私、とらは誰にも興味がないんだと思ってた。男にも、女にも。従業員の誰かとデートしている様子もないし、かと言って客に手を出している話も聞かない」

「トラブルは避さけたい性しよう分ぶんなんだ」

　単にこの一年という短い期間に誰かと面めん倒どうな関係になりたくなかっただけだ。それなのに今、自分はそうとうな深みに陥おちいっている。

「いったいどこで間違ってこうなったんだ」

　水だ。あの水のペットボトルだ。あの日に帰って自分をたしなめたい。持って行くなとアドバイスしたい。

「それで？　どうだった？」

　彼女が興きよう味み津しん々しんという顔でこちらを見てくる。

「どうって？」

「ああ、もう。夜のほうよ。アレクシスは情熱的だった？」

　目をきらきらさせて聞いてくる。

　思い出してしまう。未いまだかつてなく慎しん重ちように扱あつかわれたことや、ぎりぎりまで追い込まれ、あえいだこと。意識がふっとんで、そのまま誘いざなわれた深い眠り。赤くなってきた顔をつくづくとサリーが見ている。

「そっかー。彼は今どうしてるの？」

「自分の部屋にいる。振り付けの再確かく認にんと進行表のチェックだそうだ。ランチはいっしょに食べる予定だ」

　彼女は再び果か敢かんに蟹の脚あしにむしゃぶりつく。

「どうしていい男はみんなゲイなの？　うちらに回ってこないじゃないの」

「きみは結けつ婚こんしているだろう」

「それとこれとは別よ。可能性があるのとないのとじゃ大おお違ちがいなのよ」

　それにしても、と彼女は言った。

「カジノの従業員と客、という組み合わせはよくあるけど、なかなか続かないのよね。とらにはがんばって欲しいな」

　スープを噴ふきそうになった。がんばれってなんだ？

「こんなの、アレクシスの気まぐれだろ。金持ちのお遊びだ。今夜にでもお払はらい箱になるかもなんだから」

　言っていて、ほんの少し落ち込んでいる自分にうんざりする。

「そりゃあ、今はお金持ちかもしれないけど、アレクシスってけっこうな苦労人よ」

　そう言ってから、彼女はデザートを取ってくると言って立ち上がった。細い身体からだのどこにそんなに入るのか、感心しながら私服の後ろ姿を見つめる。サリーは山盛りのデザートのプレートを片手に、もう片方の手にコーヒーを持って帰ってきた。

「俺は、アレクシスはダンススクールを出たときからスターなのかと思っていた」

「違うわよ。バレエダンサーだったお父さんが厳しくて、低てい俗ぞくなダンスは許さん、って感じだったみたいよ。今は動画サイトがあるじゃない。そこでいろんなダンサーのパフォーマンスを見て、練習したんだって。ヒップホップやタップダンスや、しまいにはベリーダンスまで」

「ずいぶんと詳くわしいんだな」

「ノンフィクションドラマでやってたの。あ、日にち舞ぶもやってみたって言ってたわ。とらは日舞を踊おどれる？」

「踊れるわけがないだろう。あれは日本でもごく一部の人がやるものだ」

「そうなの？　それで、今度は動画サイトを見るだけじゃなくて、踊っているところを投とう稿こうするようになったんだって。ほら、これ。まだサイトにあるのよ。可か愛わいいでしょー」

　そう言って、彼女が携けい帯たい端たん末まつを出して動画を再生してくれる。場を考こう慮りよして音はごく小さかったが、そこではまだ少年と言ってもいいアレクシスが、ヒップホップを踊っていた。彼は、笑っていた。踊りながら、口元が緩ゆるんでいた。

　こんな顔をして、踊っていたのか。

　初めてベッドをともにした夜、踊っていた彼はこうじゃなかった。技術的には今のほうが優すぐれているのにもかかわらず、暗く沈しずんでいた。

　サリーが動画を止める。

「アレクシスって見かけがあれだけ派手なのに、あんまり浮ういた噂は聞こえてこないのよね」

「隠かくれたところで遊んでいるんだろう」

「そうかもしれないけど、少なくともとらとはちゃんとした恋人であって欲しいな」

　いずれピットマネージャーのトップになって、次にはフロアボス、カジノの上層部に食くい込んでキャリアアップを狙ねらうと豪ごう語ごしているサリーにしてはセンチメンタルな言葉だった。

「きみがそんなことを言うとは思わなかった」

「私もびっくりしてる」

　あのね、と、彼女は続けた。

「アメリカって表向きは自由だけれど、そのじつとてもステータスをだいじにするの。芸能人は芸能人と結婚するし、お金持ちはお金持ちとつきあうわ。まるで、見えない壁かべが築かれているみたい」

　たぶん、私はまだ愛を信じていたいんだわ、と彼女は寅安に言った。

「二人の気持ちが、その壁を崩くずすところを見てみたいの」







　夕食のときのアレクシスは、いつもの、少し脳天気な彼だった。

「ねえ、とら。今夜は日本食にしてみたんだよ」

「うん」

「自分のうちだと思ってくつろいでね」

「……ありがとう」

　彼の心こころ遣づかいは嬉うれしいのだが、日本の家庭の夕食には、寿司すし職人が桶おけとネタを持って部屋まで握にぎりに来たりしない。

　プールはライトアップされ、その向こうにはラスベガスのストリップの明かり。

　広いフロアの一角にいきなり開店した寿司屋のカウンター。そこに隣となり合って座っている自分たち。ショーケースの中にはとれたての魚ぎよ介かい類るい。

「なにを握りましょうか」

「なんでもおっしゃって下さい」

「今日はウニがおすすめですよ。サンタ・バーバラ産です」

　寿司職人が三人控ひかえ、かたわらには執しつ事じとメイド。現実味を欠く光景だ。

　ラスベガスで食べる寿司は、たいていアボカドが入っている。さらにシャリがどうにも甘い。どうもこちらの人は、米を野菜の一種と思っている節があり、文化的な違ちがいらしい。

　だが、この、即そく席せきカウンターに出された寿司は、小さくまとめられたシャリの上に大盛りのウニが贅ぜい沢たくにのせられ、くるりと海苔のりで巻いてある。正統派のウニの軍ぐん艦かん巻まきに見える。

　おそるおそる、寅安は寿司を口にする。驚おどろくほどに美味だ。ちゃんと、まともで、本物の寿司の味だ。ウニがとろりと口の中でとけ、シャリは歯ごたえよく押しつぶされていく。かつて接待で食べた銀座の寿司よりうまいかもしれない。

　思わず職人を見ると、「うまいでしょう」と言わんばかりに笑えみ返してきた。これはいったいいくらするのだろう、銀座よりは確実に高いだろうなと思いながら、次には海老えびの寿司をオーダーする。

「寿司だと日本酒が欲しくなるな」

　あまり酒を飲まないほうなのだが、こうなると恋こいしくなってくる。

「こちらを」

　執事が日本酒のリストを持ってきた。

「お燗かんもつけられますので、お申しつけ下さい」

　メイドが言葉を添そえる。せっかくなので、とびっきりの大だい吟ぎん醸じようをお燗にしてもらった。日本だったら寿司屋から追い出される所業だ。

　人ひと肌はだになった大吟醸は、意外やおいしかった。まろやかになり、よりいっそうの芳ほう香こうを放って飲み込むのが惜おしいほどだった。

「おいしい？」

「ああ」

「よかった」

　アレクシスがこちらを見て微ほほ笑えんでいる。

「ふだんは、パックになっているか回る寿司しか食べないから」

「寿司が？　回るの？」

　カウンターの向こうで、職人が笑いをこらえている。回転寿司を説明する。

「日本では、庶しよ民みん的な寿司屋ではベルトコンベアーの上にのった寿司が回ってきて、それを取る。こういうふうに注文して握ってもらう寿司屋は高級店だというのが共通認識だ」

「ふーん、そうなんだ」

　納なつ得とくしていない顔をしている。いつか彼に回転寿司を実際に見せてやれたらと考えている自分に気がついて、苦笑いする。そんなときが訪おとずれるわけもないのに。

「アレクシスの家はどんな感じだったんだ？」

　最上級のシャンパンをあけて飲みながら、アレクシスは話す。

「私のうちは、バレエ一家なんだ。父も母もバレエをやっていてね。姉は英国ロイヤルバレエ団でプリンシパルをしているよ」

「プリンシパル……？」

「バレエ団のトップダンサーのこと」

「なるほど」

　大学の同級生で昔、バレエを習っているという女性がいたのを思い出した。バレエを職業にするためには、容姿と才能、地道なレッスンが必要だ。それらすべてがあったとしても、世界的なバレエ団のトップになるのは川の中に砂金を見つけるよりも低い確率になるだろう。

「レッスンは厳しくてね。私は落ちこぼれだったんだ」

「そんなことはないだろう」

「ほんとうだよ。姉みたいに優ゆう秀しゆうじゃなかった」

「いつから、大衆向けに宗しゆう旨し替がえしたんだ？」

「ジュニアハイスクールのときに学校のプログラムでミュージカルを観みに行ったんだ。楽しかったな。バレエよりもずっと私にはわかりやすかった。その振ふり付けのまねを、毎朝こっそり練習してた。父に見つかったときには踊りが荒あれると鞭むちでぶたれたよ」

　それでも、アレクシスは、何度も何度も踊おどったのだろう。突つき動かされるように、ただひたすらに。

　そして、家を出て自分の足で生きる場所を探した。

　親と意見が合わないときに、自分はどうしただろうか。不満を持ちながらも、とどのつまりは屈くつ服ぷくし、従った。寅安が独立したのは、職を得て官舎住まいになってからだ。

「踊ることが好きだった？」

「そうだね。私のすべてだったから」

　アレクシスは夢見るように語った。

「よく思い出すよ。大劇場で満員の人が息を殺して私の出番を待っているんだ。幕が開く。静まりかえったその場所で、最初の一音が出て、私が登場するとみながこちらを見ているのがわかるんだ。舞ぶ台たいの端はしから端までが短く感じられ、どこまでも飛んでゆけそうなんだ」

　彼はここではなく、かつての時間の中にいるかのようだった。

　それから彼は視線を落とした。目を伏ふせている。最初に会ったときを思い出す。カジノのソファでうつむいて座っていたときの彼と重なる。

　アレクシスははっとしたように、寅安を見た。夢から覚めたようだった。

「ごめん。昔の話だね。今度は、とらのことを話して欲しいな」

「俺の？」

「うん」

「話すようなこともない。ふつうの日本の家庭だ。ふつうに育って、ふつうに」

　そこまで言って黙だまる。

「とら？」

「……いや」

　ふつうじゃないこともあった。

　どうしてこんな汚けがらわしいことをするんだとなじられた。家庭教師の安達とつきあっていることを知られたときだ。夏休みで、時間がたっぷりあって、家族がいなくて。

　家でセックスすることは毎回だったから、油断していた。まさかいきなり、母親が具合が悪くなって職場から帰ってくるなんて。

　思い返すとタイミングの悪さに笑いそうになってしまう。自分たちは達したばかりだったのだ。そこにドアを開けられて三人ともが固まった。悲劇は、最初は喜劇の形を取るものだと、そのときに知った。

　罵ば倒とうされ、さげすまれ、間ま違ちがっていましたと言わされた。なによりつらかったのは、安達があっさりと離はなれていったことだ。

　あんなに好きだと言ったのに。愛しているとささやいたのに。

　親はきっと、もう自分が「ふつう」になったんだと思っていることだろう。もしかしたら、そう思いこみたいだけかもしれない。

　あの苦さを、ここだと忘れきっている。男同士のカップルなんて珍めずらしくないラスベガスでは、笑いごとだ。

「とら？」

「日本だと、冬になると、よく鍋なべを食べるんだ」

　なにか話さなくてはと思うあまり、どうでもいいことを口にする。

「鍋を？　食べるの？　硬かたいよ？　ああ、なにか特別な素材で作るの？」

　彼に質問されて、寅安は笑ってしまう。

「違う違う。俺の言い方が悪かった」

　寅安はアレクシスに説明する。

「俺の家でのことだが、冬になるとこたつという暖だん房ぼう器具を使う」

「こたつ？」

　こたつをどのように説明したらいいのか、意外と難しいことに寅安は気がつく。

「こう、テーブルの下だけが暖かくなるようになって……──そこに足を入れる」

　アレクシスは不思議そうな顔をしている。無理もない。自分で言っていてもうまく伝わる気がしない。今の言葉から、ちゃんとしたこたつを思い浮うかべることはとても難しいだろう。まるでひとり伝言ゲームだ。

「とにかく、そこの上にコンロを持ってきて、火を付ける。そうだ、チーズフォンデュ。あれのチーズの代わりに魚のだしを使って、野菜や肉や魚を入れて、食べる」

「なるほど」

　果たして本当に理解したのだろうか。彼が手を伸のばしてきた。びくっと身体からだを震ふるわせる。

「ついてたよ」

　そう言って、彼は酢す飯めしの粒つぶを指先に載のせている。

「あ、ごめん」

　手を出したのだが、彼は食べてしまった。

　カウンターの向こうを見るが、職人たちは平然と、次には大トロを握にぎっている。こんなことには慣れきっているのに違ちがいない。ときにはもっと大だい胆たんなカップルだっていたことだろう。

「楽しんでいる？」

　アレクシスが聞いてくる。

「もちろん」

「だったら嬉うれしいんだけれど」

　そうこちらを気き遣づかうアレクシスを見ていたら、言葉は口を出ていた。

「きみが心から笑うところを見てみたいな」

「私が？」

　おかしそうに言う。

「笑っているよ？」

「そうじゃなく」

　サリーの見せてくれた動画の中で、アレクシスはくるくるとこまのように回りながら笑っていた。生きることが楽しくてしかたないというように、はじけるみたいな笑え顔がおだった。

　どこか物もの憂うい、目の前の男が、あんなふうに笑うところを見てみたかった。







「うん、完かん璧ぺきだ」

　そうアレクシスは言った。コーヒーショップでアレクシスと寅安は二人で向かい合って座っている。目の前のテーブルにはラスベガスガイドマップがある。

「ねえ、とら。こうしていると私たちはまるで、観光客のようだと思わないか」

「ああ、そうだな。とてもよく似合ってるよ。その……テンガロンハット。それにウェスタンブーツも」

　ロデオ大会はラスベガスの年中行事のひとつだ。十二月の初めには全米ロデオ大会で街はカウボーイとカウガールであふれかえる。カウボーイに関する専門店もあり、年中テンガロンハットが売られている。それをかぶってアレクシスはご機き嫌げんだった。

「今日もいい天気だね」

　寅安はうなずく。

「そうだね。ラスベガスだからね」

「さて、これからどうする？　観覧車に乗りに行くのもいいし、スフィンクスを見学するのもすてきだね」

「もしくはうちのカジノで……」

　と言いかけたところで、アレクシスはにっこり笑った。この笑顔が出たときには拒きよ絶ぜつだ。

「カジノはやめよう。賭かけごとにはもったいない日だよ」

　ブリランテの無料サービスであるコンプは、彼にカジノで金を落としてもらうためにある。言ってしまえば、寅安だとてコンプの一部だ。カジノに行ってもらわないと話にならないのだが、アレクシスはいっこうにその様子を見せない。

「うん、そうだ。リムジンはここにいてもらって、この通りを歩いてベラージオの噴ふん水すいを見に行こう」

　意外にも、ラスベガスの治安はいい。夜間にメインストリートから外れた場合は保証できないが、ストリップは一晩中明るく、女性が一人で歩いてもまず危害を加えられることはない。こんな昼間なら、なおさらだ。

「あなた！　あなた、ちゃんと撮とってる？」

「撮っているとも」

　大通りの十字路で、ホテルの前で自由の女め神がみ像を手の上にのせたように写真を撮ろうとしている初老の夫ふう婦ふがいた。いかにもアメリカの地方から、結けつ婚こん何周年目かの記念に来たという風ふ情ぜいだ。

「女神はあたしの手のひらにのってる？」

「のっているとも」

　この人たちが街から出て行くときも、今のように笑顔でいて欲しい、願わくば、この日を楽しかったと思い出してくれるといい。

　ディーラーとして一ヶ月、そのあとはピットマネージャーとしてカジノで働いてきた。だから、カジノは勝って帰るものばかりではない、むしろ、負けるもののほうが多いことは知っている。そして、負けたときにこそ、剝むき出しの人間性が表れる。

「美人に撮ってよ、あなた」

「おまえはウィスコンシン一の美人だよ。よーしよーし」

　危ないな、と寅安は観光客を見た。足の間に挟はさんでいた妻のバッグから、夫は一歩、足を踏ふみ出した。

　ストリップで危害を加えられることは少ない。

　ただし、スリや置き引きはほかの都市よりも多い。金銭面でトラブルになれば、もちろん旅は台無しになる。

　近づいてきた女性が、すっと、実に自然にそのバッグを手に持った。ハイヒールでよくもまあというスピードで走り出す。

「あ！」

　寅安は彼女の後を追おうとした。アレクシスに手で止められる。なにをするのかと思えば、彼はテンガロンハットを飛ばした。みごとに女の頭にヒットして、前を歩いていた人にぶつかり、女はころんだ。急いで走って行き、彼女の手からバッグを奪うばい返す。

　女はこちらを見ると、テンガロンハットを引きむしって逃にげていった。

「とら。追わなくていいの？」

「ここらのスリやかっぱらいをいちいち捕つかまえていたら、警察がパンクする。とりあえず、これが戻もどっただけでもいいよ」

　バッグを手に交差点に戻ると、夫婦が喧けん嘩かしていた。

「だから、あたしが言ったのよ。バッグはちゃんと見ていろって」

「そんなことを言っても、おまえ」

「そこに落ちてましたよ」

　寅安がそう言って、二人にバッグを手て渡わたすと、二人はぽかんとしていたが、中を改めて歓かん喜きの声を上げた。

「ありがとう。ほんとうにありがとう」

「よかったわ。よかったわね、あなた」

　寅安はアレクシスをうながした。

「行こう」

「ああ」

　アレクシスはテンガロンハットの埃ほこりを払はらうとかぶり直す。湿しつ気けのない透とう明めいな日ひ射ざしの中では、つばの広い帽ぼう子しが適している。

「けっこういいな、それ」

「そうだろう。とらも買えばよかったのに」

「いらないよ」

「今から店に戻る？」

「いらないってば」

　アレクシスが手を差し出してきた。その手を握り返す。

　柔やわらかい手。その手が、夕べ、なにをしたのか。

　思い出すと顔が赤らむ。

　虫も殺さぬ優やさ男おとこの顔をしているくせして、この指があんなに追い詰つめてくるなんて、思いもしなかった。寅安は、感じ始めると止まらなくなる。それをわかっているのに、この男はみだりがましいことをささやいてくる。

　──ねえ、とら。こういうふうにされるの、好き？　どう？　言わないとわからないよ。言って。ほら、腰こしが動いてる。

　そうして、新しく覚えたいいところ、寅安の内側に繫つながる部分に指がたどり着く。けれど、その指はなかなか欲しい快楽を与あたえてくれない。

　耳元に口づけられながら、アレクシスの声を聞く。

　──ちゃんとほら、足を開ける？　指を吞のんで。

　たっぷりのジェルをまとった指が受け入れ口にふれ、ぬるりと穴の周囲をさまよう。自分の体内で受け止める喜き悦えつを知った身体からだの、飢うえを、空白を、誘さそい出す。挿いれて、と、消え入りそうな声で懇こん願がんするまでそれは続く。それから、ようやく指が中に入ってくる。

　──あそこを、いじって欲しい。なかの、いいところ。

　──ここ？

　指は、自分の肌はだを愛あい撫ぶするときと同様に薄うす絹ぎぬを隔へだてたような、もどかしいタッチでふれてくる。

　──そんなんじゃなくて。もっと。

　──もっと？

　──もっと強く。乱暴にして。

　ふっとアレクシスのまとう空気が入れかわる。甘くたゆたう花のような体たい臭しゆうさえも、雄おすの獣けものじみてくるようだ。指が力強く内側から自分のいいところを押し上げた。

　──あ、ああ、ああ。

　寅安はあえいであえいで、あえぎ続ける。

　──来て。早く。来て。

　自分が口にしているのが、日本語なのか英語なのかさえ、朦もう朧ろうとしてわからない。

　塞ふさがれた唇くちびるで感じるアレクシスの呼吸は荒あらく、急せいているのを感じて身体の奥が、さざめいて彼を求めている。苦痛に近いくらいに切せつ羽ぱ詰つまった渇かつ望ぼうだ。

　かりりとアレクシスが寅安の耳を嚙かんだ。ごく軽くであったのだが、鋭えい敏びんになっていた寅安には全身に響ひびくほどだった。それは痛みだけではなく、自分が弦げんになって震ふるえているような、共鳴しているような心ここ地ちがした。

　──とら。

　アレクシスは押し入ってくるときに、寅安の髪かみをかき上げ、顔を見ようとする。そらそうとしても顎あごを摑つかんで戻される。だったら見ればいい。彼の欲よく望ぼうを受け入れて悦よろこんでいる、浅ましくて、みっともない、この顔を。

　自分の肌はすっかりとアレクシスに飼い慣らされ、この身体の奥までもひたすらに彼に従順だ。

　好きだ、と口走りそうになる。それを言ってしまったら、最後だ。きっと自分は生しよう涯がいとらわれてしまう。つかの間の、相手だというのに。




「着いたよ、とら」

　はっと寅安は我に返った。

　ベラージオのホテル正面にはイタリアにある湖にちなんで「コモ湖」と名づけられた人工湖がある。大きさは東京ドームがすっぽり入るほどもあり、千機を超こえる最さい新しん鋭えいの機械によって、噴ふん水すいが噴ふき上がる。

　駐ちゆう車しや場には観光客の車がたまり、噴水を見る人で湖周囲は混雑していた。それを尻しり目めに、二人は正面に位置するホテルの一階に入っていく。

　途と中ちゆう、アレクシスが予約したので窓まど際ぎわの席がキープされている。オレンジジュースが運ばれてきて、外を眺ながめると、景気よく噴水があがった。クラシックが流れている。壮そう大だいなオーケストラに合わせて、噴水は高く低く持ち上がる。

「アレクシス。明日あした、俺は少しだけフロアに出てもいいだろうか」

「どうして？　そんなにきみは仕事が好き？」

「そうじゃないんだが、日本から視察が来るそうなんだ。だいじな客だから日本人である俺に案内してくれとボスから要よう請せいがあった」

　やってくるのは観光庁長官夫妻だ。彼らは寅安の顔も知らないだろうが、問題はここに送られる元げん凶きようになった上司である武藤が随ずい行こうしてくることだった。

「二時間ほどの滞たい在ざいだそうだ。なにもなければいいんだけど」

　気がつけば噴水ショーは終わっていた。余よ韻いんの波は紋もんを残しながらもコモ湖は元の、平へい坦たんな水みな面もへと戻っていた。







　まずいことになったな、と寅安は思った。

　観光庁長官は、ボスが直々にカジノを案内している。武藤もそれに付き従っていると聞いた。

　その間、寅安は夫人がゲームをするのにつきあうことになった。

　きちんとドレスを着ておめかしをした夫人を、ブラックジャックのフロアに案内する。ディーラーもピットマネージャーも、寅安を注視したがすぐに目をそらした。

「ゲームをやってみてもいいかしら？」

「もちろんです。ドルをテーブルの上に置いてください。カジノチップに交こう換かんしてくれます。手から手には決して渡わたさないのが決まりです」

　ブラックジャックのルールは簡単だ。ディーラーと客が、おのおのカードを引く。カードの合計が21を超えてはいけない。その上で点が高いほうが勝ち。客はヒット、もう一枚引くか、スタンド、カードを引かずに待つことができる。

　最初のうちはよかった。夫人は順調に勝ち、ご機き嫌げんだった。ディーラーに心付けをはずむ心のゆとりもあった。

「このへんで換かん金きんされてはいかがでしょうか」

　寅安が控ひかえめに声をかけたときには、夫人は三百ドルの元手を五百ドルに増やしていた。

「もうちょっと。もうちょっとだから」

　これがよくない兆候なのはわかっていた。

　カジノで負けないためには、勝った時点でやめるしかない。アレクシスのような強運とツキに恵めぐまれた大勝ちは二十年に一度、あるかないかだ。このブラックジャックにおいても、巧こう妙みように配当が操作され、長い目で見れば確実に客が損をするようになっている。

　夫人は一度、化け粧しよう室しつに立った。それから彼女の風向きが変わった。ツキは落ちると戻もどってこない。あせってもそれは変わらない。

「なに、これ、いかさまじゃないの？　わざとおかしなカードをよこしてるんでしょう」

　彼女が小声で言った。ディーラーは顔色を変えないが、悪口はどこの国の言葉で言われてもわかるものだ。寅安は彼女に説明する。

「カードはマシーンでシャッフルされますし、一ゲームごとに新しくしています」

　めくるときに折り目のつきやすいブラックジャックのカードは、使い捨てが基本だ。

「今度こそ、いいカードをくれるんでしょうね？」

　夫人にすごまれたディーラーは、「やってみます」と肩かたをすくめる。

　その次。ディーラーにナチュラルブラックジャックが出た。エースとクイーン。初手から負けだ。夫人が立ち上がる。なにか言いかける。

　まずい。

　寅安は彼女を制しようとしたが、振ふり払はらわれる。

　負けたときにこそ、人間の大きさが出る。笑って負けを認めるか。みっともなくわめき散らすか。その場で感情にまかせて行動すれば、のちのち悔くいることになる。ラスベガスのカジノで負けて大おお恥はじを搔かいた、苦い記き憶おくだけが彼女に残る。そうなって欲しくなかった。

　いつのまに入ってきたのか。バイオリンがワルツを奏かなで始めた。

　ドミノマスクをつけたアレクシスが、夫人の足あし下もとにひざまずいていた。

「マダム、お手を」

　ブラウスに黒のスラックス。これからオペラの舞ぶ台たいに出るかのようだ。釣つられたように、夫人が手を出す。その手を取ると、アレクシスはフロアに足を踏ふみ入れ、踊おどり出した。凪なぎの海を滑すべるボートのようななめらかさだった。

　カジノでは、ときに芝しば居いの一幕を、ときに風船売りを、ときにはパントマイムをおこなって客を楽しませる。フロアの客は、これも余興だと思ったのだろう。フロアを右に、左に旋せん回かいしながら踊る彼らに拍はく手しゆを送っている。ひとしきりワルツを踊り終わった夫人は、顔を上気させて戻ってきた。

「ああ、楽しかった」

　寅安も拍手を送る。

「とても、すてきでした」

「ありがとう。ソシアルダンスは学生のときからの趣しゆ味みなの。特にワルツは大好きだわ。だけど、なかなか日本ではいいリーダーがいなくてね」

　リーダーとは、男性のダンサーのことだ。ソシアルダンスは圧あつ倒とう的に女性が多い。

「ラスベガスって本当になにが起こるか、わからないところね」

「それがこの街の魅み力りよくかと」

「なるほどね」

　彼女は告げる。

「引き上げるわ。残りのカジノチップはディーラーへの心付けにしてちょうだい」

　それから、少しばつの悪そうな顔をした。

「八つ当たりして悪かったわ」

　ちょうど、ボスに連れられ、観光庁長官と武藤がこちらに向かってくるところだった。

「カジノを楽しんでいらっしゃいますか？　マダム」

　ボスの問いかけに、夫人は機嫌良く答える。

「ええ、とても」

　武藤がこちらを見ている。寅安は彼に一礼した。

　武藤は、声をかけてきはしなかった。もしかして、夫人がカジノを満まん喫きつして、自分の評価を上げなくてはならないことが気にくわないのではないか、今回のカジノ訪問はカジノでの寅安の、むしろ失態を望んでいたのではないかと思ってしまう。

　日本からの客を送り出してしまえば、寅安がフロアにいる理由はなくなる。

　廊ろう下かに出ると、まだドミノマスクをつけたままのアレクシスがいた。

「ありがとう。助かったよ」

「どういたしまして。カジノに不慣れだと、ときに熱くなるものだからね」

「アレクシスも熱くなったことがあった？」

「それはどうだったかな」

　アレクシスが最初にカジノを訪おとずれたのは、いつだったのだろう。法律では、二十一歳からとなっているから、十年ほど前のことなんだろうか。

「とら、あの人は誰だれ？」

「日本の観光庁長官夫人だ」

「そうじゃないよ。あの男の人についていた人だ。知り合いだよね？」

「どうしてそう思う？」

「とらが複雑そうな顔をして彼を見ていたから」

　次に彼は、とんでもないことを言い出した。

「もしかして、日本に残してきたとらの恋こい人びと？」

「……は？」

　どうしてそうなるんだ。

「武藤さんは既き婚こん者だ」

　思わず口走ってから、しまったと口を閉とざす。

「やっぱり知り合いなんだ」

　彼は壁かべに背をもたせかけた。

「とらは秘密を持っているよね。私には話してくれないけれど。……いいよ、話したくないのなら。でも、いつかはうちあけてくれるといいな」

　うちあける。

　自分は日本の国家公務員だと？

　初はつ恋こいの相手のためにアレクシスとこうしていると？

　世の中には知らないほうがいいことだってある。このまま甘い、ラスベガスのひとときのアバンチュールで終わらせることが、お互たがいにとって最良だ。

　ラスベガスのことはラスベガスに。

「インカムを、返してくるよ」

　寅安は地下の従業員フロアに行くまでに、じろじろと見られた。自分がアレクシス・ゲラールのアテンダントとしてプレミアムスイートに常じよう駐ちゆうしていることは、この狭せまいホテルの中ではとうに知れ渡わたっているだろうし、たった今のブラックジャックフロアの出来事さえ伝わっているかもしれない。居い心ごこ地ちが悪いと言えば悪いが、気にしないことにする。

　携けい帯たい端たん末まつのマナーモードを解除しようとしたときに、大量のメッセージがあることに気がついた。ヴィンセントからだ。

　なにを言われるか、わかっている。応じたくはなかったが、行くしかあるまい。







　木の床ゆかに、図書館のような書庫。ヴィンセントの居住するスイートルーム。

「とら？」

　そこで、直立不動の姿勢を取る自分。

「ねえ、とら。わかってるよね」

　まるで鬼おに教官のように、目の前に立つ巨きよ漢かん。

　今日のご招待には、どうやらお茶が出ないのはもちろんのこと、ソファにも座らせてもらえないらしい。

「きみをアテンダントにしたのは、ミスター・ゲラールのグランドキャニオンめぐりや、レイクラスベガスでのお買い物や、夜ごとの日本食につきあわせるためじゃない。あんたらのハネムーンのためにコンプしているわけじゃないんだ、こっちは」

「ヴィンセント」

　寅安は抗こう議ぎした。

「俺は、なにかにつけてアレクシスをカジノに誘さそってはいる。だが、彼は今はその気になれないの一点張りだ」

「そこをなんとかするのがアテンダントの仕事だろう」

「違ちがう。アテンダントは客の接待が仕事だ。カジノに誘ゆう導どうするのはカジノホストだろう」

　そのとおりなので、ヴィンセントは反論してきはしなかった。

「ミスター・ゲラールのディーラーへの心付けのやり方を見ていると、遊び方を心得ていると見た。金に執しゆう着ちやくするタイプとも思えないんだが。なんでカジノに行きたがらないんだ」

「三千万ドルを目の前にしたら、気持ちも変わるのかもしれない」

　三千万ドルなんて、自分にとってはあまりに桁けたが違いすぎる。書類の上でしかお目にかからない金額だ。

「おいおい、とら。ミスター・ゲラールの収入は年間二千万ドルあるんだぞ。はした金とは言わないが、カジノで大勝ちして逃にげたケチな男と社交界の評判を落としてまで手にしたい金じゃない」

　ラスベガスに来てから、桁けた違ちがいの金持ちは何人も見てきたから、今さら驚おどろきはしないが、感心する数字ではある。

「……そんなに金持ちとは知らなかった」

「ビバリーヒルズに本宅。それ以外にアメリカ国内に三さん軒げん、フランスに一いつ軒けん、モナコに一軒、家を持っている。車は、古い欧おう州しゆう車を中心に二十台以上。移動のためにプライベートジェットを所有している」

　寅安の貧弱な想像力ではカバーしきれない規模なのはわかった。

「あまりうるさく言うとすねるからな」

「そうだな。いや、いい。水を飲みたくない馬を川まで連れて行くことはできても、そこで飲ませることはできないからな。きみはよくやってる」

　寅安は、思い切って彼に頼たのんでみた。

「ヴィンセント。アレクシスの今までのステージ資料があったら見たい」

「え」

　ヴィンセントがこちらを見た。

「どうしてまた」

「勝とうが負けようが、客に楽しく遊んでもらって笑え顔がおで出て行ってもらう。それがカジノだろう？　アレクシスだって例外じゃない。そこには、彼のダンサーとしての過去が、大きくかかわってくるはずだ」

「とら。もしかして、彼のことを好きになったのか？」

　ヴィンセントに聞かれて、寅安は笑い出す。

「立場が違いすぎるよ。ただ、目の前に問題があると、分ぶん析せきしないではいられない性しよう分ぶんなんだ」

「それなら、いい。本気になればつらい恋こいになるぞ」

「けしかけておいて今さら」

「そうだな。そうだ……」

　ヴィンセントの語ご尾びが弱かった。

「ミスター・ゲラールの今までの仕事に関しては、大至急調べて、きみのオンラインストレージに入れておくよ」

　ここでいったいいつ、自分のオンラインストレージのパスワードを彼が知ったのか、疑問に思ったらきっと負けだ。

　ヴィンセントの携帯に電話がかかってくる。

「はーい、ヴィンセントでーす。はい、ミスター・ゲラール。なんなりとこのカジノホストにお申しつけくださいませ」

　さきほどまでとは、声のトーンが違っている。コメディアンの顔だ。

「ロサンゼルスでございますか？」

　なんの話をしているのだろう。

「もちろん、手配させていただきます。はい、ミスターのお好きなシャンパンも積ませていただきますので」

　切ったあとに、ヴィンセントは寅安に言った。

「アテンダントのお仕事だ」

「仕事？」

「ロサンゼルスの劇場に友人が出ているからチケットを取ってくれとの仰おおせだ。きみも一いつ緒しよに行くんだ。うちの飛行機で」







　うちの飛行機。

　もちろん、ホテル・ブリランテがプライベートジェットを所持しているのは知っていた。だが、乗ったことはない。乗る機会があるとも予想していなかった。プライベートジェットは従業員のためではなく、おもにホテルに利益をもたらしてくれる大口の客、「鯨くじら」のためにある。

　ジェット機内はあのカジノのＶＩＰルームを彷ほう彿ふつとさせる金色だ。ソファはふかふかだが、落ち着かないことこのうえない。

　執しつ事じがグラスについでくれるのだが、最上級のシャンパンだって、毎日飲んでいたらあきてくる。ガス入りのミネラルウォーターのほうがましなくらいだ。

　もはや、飲みたいから飲むのではなく、高級品だから、ブランドものだから、豪ごう華かだから飲むという気持ちになる。ふれたものみな金になったミダス王はこんな気持ちだったのだろうか。シャンパンはもう一生飲まなくてもいいと寅安は思う。

「とら、楽しんでる？」

　こちらの気持ちも知らないで、アレクシスはご機き嫌げんだ。景気よくシャンパンをあけていく。彼にとっては水のようなものなのかもしれない。

「滅めつ多たにない経験をさせてもらっている」

　慎しん重ちように言葉を選んで答える。

「アレクシス。これから会いに行くのは、どのような友人なのか聞いてもいいか？」

「私の昔の仲間なんだよ。彼はミュージカル志向でね。まだ小劇場でやっていたときには、人が足りないからって、彼の群ぐん舞ぶによく駆かり出されたよ。ブロードウェーの大劇場のオーディションに受かって、二年後には主役に抜ばつ擢てきされたんだ」

　ブロードウェー。ミュージカル。大劇場。主役。

　日本にいたときには、テレビの中でしか聞いたことのない世界だ。




　ロサンゼルス国際空港。アメリカ西海岸の玄げん関かん口。世界七位、年間五千五百万人以上の旅客数を誇ほこるこの空港は、九つのターミナルを持っている。

　ちなみに、ラスベガスのマッカラン国際空港のターミナルは二つしかない。

「都会だ……」

　ここに比べれば、ラスベガスはちょっと遊ぶところのある田舎いなかに過ぎない。規模があまりに違いすぎる。

　ホテルのプライベートジェットを降りて空港内を歩いているときから、アレクシスに視線が集まるのを感じるようになっていた。アレクシスもラスベガスでは一度もかけたことのないサングラスをしている。

　ささやき声が聞こえる。

「あれ、そうじゃない？」

「うん、アレクシス・ゲラールっぽい」

　中には端たん末まつのカメラをかざす者もいる。

　アレクシスは慣れているのか、それを気にするふうもなかったが、ずいぶんと傍ぼう若じやく無ぶ人じんだと寅安のほうが眉まゆをひそめた。「サインを」と女性が寄ってきて、アレクシスは快く応じてやっている。

　世間に顔の知られたスポーツ選手や芸能人が、どうしてわざわざラスベガスにやってくるのか、わかる気がした。あそこはアメリカであるのに治外法権であるかのようなムードがある。

　空港から劇場まではヴィンセントが手配したリムジンを使ったが、降りたとたんに歓かん声せいがあがり、たちまちアレクシスは囲まれてしまう。

　彼の腕うでを摑つかもうとするが、それどころではない。寄せる人の波に外へ外へと押し出されていく。

　これが、自分たちの本来の距きよ離りなのだと寅安は気がついた。ふれることも、見ることさえかなわない距離。

　アレクシスと合流することをあきらめる。

　チケットを提示して劇場の中に入ると、表の騒さわぎが噓うそのように静かになった。人ひと影かげすら、あまりない。アメリカの劇場は楽屋口がないことがあると聞いた。もしかして、この劇場もそうで、熱心なファンが正面で役者が入るのを待っていたのかもと思い至る。

　アレクシスとは完かん璧ぺきにはぐれてしまった。連れん絡らくを取ろうにも、彼の携帯の番号を知らない。アレクシスも寅安の携帯の番号を知らないだろう。ずっと一緒にいたので、必要としなかったのだが、教える気などないのかもしれない。

　見えない壁かべ。ステータス。

　同どう僚りようのサリーの言葉が現実味を帯びて突つき刺ささる。

　口では釣つり合わないだのなんだのと言っていたし、頭では理解していた。だが、今日、初めて寅安はその見えない壁にふれた気がした。

　ロビーには高い窓から光が入っている。埃ほこりが輝かがやき、舞まっている。ふと、目の前の椅い子すに、ひとりの老婦人が座っていることに気がついた。自分の祖母と言っても差し支つかえない年ねん齢れいだろう。だが、彼女は威い厳げんに満ちていた。

　青緑色をした繻しゆ子すのドレスに白いレースの肩かた掛かけ。白はく髪はつは結ゆい上げられている。手にも白レースの手て袋ぶくろがはめられていた。膝ひざにはハンカチと扇せん子すがあった。最初は忽こつ然ぜんと現れたこの劇場づきの幽ゆう霊れいかと、続いては、もしかしてこの舞ぶ台たいの女優なのかと寅安は考える。

「表が、さわがしいこと」

　そう彼女が声を出す。あたりを見回して、ほかに誰だれもいないことを確かく認にんすると寅安は謝る。

「すみません」

　あら、と彼女がおかしそうに笑った。

「あの喧けん噪そうは、あなたのせいなのかしら？」

「いえ、違ちがいます。でも、たぶん……──」

　自分と彼を関係づける言葉が出てこずに悩なやむ。

「連れのせいだと思うので」

「ここにお座りなさい」

　彼女の隣となりの場所を提示されて、断るわけにはいかなかった。一礼して座る。こうしてみると、きちんと体温のある人間なのがわかる。

「あなたの連れは、舞台役者なのかしら？　この演目に出ている人？」

「違います。演出家です。アレクシス・ゲラールという……」

　この老婦人が彼の名を知っているのか疑問だったが素す直なおにそう答えると、彼女は膝の扇子とハンカチを握にぎりしめた。頰ほおが紅潮している。彼女は乙おと女めのように見えた。

「アレクシスが来ているの？」

「え……」

　知り合いなのだろうか。そういえば、昔はここらへんの小劇場に出ていたと言っていた。

「はい」

「そう、来てるの」

　彼女は嬉うれしそうだった。

「彼のことをご存じなんですね」

「知っているわ。ほんの駆け出しの、ううん、彼がまだ、親の目を盗ぬすんで投とう稿こうサイトに動画をアップしていた頃ころから。可か愛わいかったのよ、彼。最初なんて、撮さつ影えいがへたくそでね。手の先しか映っていなかったものよ」

　語る彼女の様子を見ていると、さながら自じ慢まんの孫の話をしているかのようだった。　>>>♥

「そうなんですか、見てみたかったな。俺は、そのころのことはまったく知らないんです。ロサンゼルスの劇場で踊おどっていたとは聞いたんですが」

「そうよ。そのうち、ここらの小劇場に出るようになってね。だけどまあ、手の使い方も腰こしの安定もまだまだ。ただ、ひとつだけ、あの子はほかの人より優すぐれているところがあったの」

　それはね、と、彼女はもったいをつけて小声になった。

「観客を楽しませたいと常にそれだけを、強く、強く、願っていたところ」

「楽しませたい……」

「きっとダンスの神様がいて、彼はその僕しもべなのね。まあ、特に必要じゃないところに宙返りを入れてみたりして、空回りと言えないこともなかったけれど。私、彼の踊りを見ることを、とても楽しみにしていたのよ。あんなことさえなければ……」

「大だい腿たい部ぶの筋肉断だん裂れつ」

「ええ、そう」

　私はね、と彼女はうつむいて膝ひざ上うえのハンカチを手に取り、握りしめながら言った。

「私、最後の舞台を見ているのよ。彼はいたずら好きな妖よう精せいの役だったわ。大きく飛んで、着地したそのときだった。音楽が鳴っていたのに、私は明めい瞭りように聞いたの。彼の筋肉が引きちぎれる音をね」

　観客にまで響ひびいたほどの太ふと腿ももの衝しよう撃げき。やがて痛みがやってくる。それよりも大きかったのは、自分の足がどうなったのか、また踊れるのか、その心配だったことだろう。

　彼女は首を振ふる。

「ほかの人に話しても信じやしない。だけど、ほんとうの話よ。ほかのどんな音とも違う、異質な音だった」

「俺は、信じます」

「どうして」

「俺も今、その音を聞いた気がしたからです」

　彼女は寅安を見て、うなずく。

「あなた、いい子ね。名前は？」

　いい子と言われるには、少々薹とうが立っているが。

「寅安です。片桐寅安」

「とら……」

「とら！」

　アレクシスが少し息を乱して寄ってくる。

「ああ、よかった。とら。申し訳ない。結局、友人には会えずじまい……」

　寅安の陰かげになって見えなかったのだろう。立ち上がった老婦人に、彼はひどくうろたえた。

「お、お、オールドレディ！　なんで……」

「どうしたのかしら、アレクシス。幽霊でも見たような顔をして」

　オールドレディと呼ばれた老婦人は、悠ゆう然ぜんとアレクシスに近寄っていく。

「あなたはモナコに行ってらっしゃると聞いていたものだから」

「ということは、いるとわかっていたら、来なかったということね。つれないひと」

　そう言いながら、アレクシスに手を差し出す。アレクシスはひざまずくと彼女の手の甲こうにキスをした。

「とんでもありませんよ。お目にかかれて光栄です」

「どうかしら。『アルカナの恋こい人びと』でしたっけ。新しい演だし物でのラスベガス公演が間近いはずよね。かわいい恋人と浮うかれているのもいいけれど、ジャン・ルイをなんとかしてあげて。あの使い方ではかわいそうすぎるわ」

「まさか、観みに来られるわけではないですよね」

　アレクシスの顔は心なしか引き攣つっている。くす、と老婦人は笑った。

「もちろん、行かせていただきますよ」

　彼は顔を覆おおった。

「お手て柔やわらかにお願いします」

　アレクシスは、厳しい祖母にたしなめられている孫のように見えた。

「それはあなた次し第だいだわ。先の短い年寄りにがっかりさせないでちょうだいね」

　そう言うと、彼女はドレスをつまんでアレクシスに背を向け、去って行った。







「オールドレディは、評論家なんだ。裕ゆう福ふくで、金には困っていない。スポンサーは必要ない。だから、自分が感じたままに書く。最初は、ありがたかったんだ。彼女は私の踊りを気に入ってくれて、褒ほめてくれたからね。でも、今は、そうじゃない」

　ラスベガスに向かうホテルのプライベートジェットの中で、アレクシスは彼女、オールドレディのことを語った。小さな窓から外を見ながら、そこに向かってというように、話をする。

「ああ、違うな。褒めて欲しいんじゃない。彼女を楽しませることができないことが、歯がゆくてしかたないんだ。以前の私なら、もっと……──」

　もっと？

　寅安は窓を見ている彼の横顔をうかがう。目を閉じていた。

　最初に会ったときの顔だ。祈いのるような表情だ。

　彼は、なんに向かって祈っているのだろう。踊りの神だろうか。彼に才能とチャンスを与あたえ、そして奪うばっていった運命に対して、悲しみを訴うつたえているのだろうか。







　ハニー、と呼ばれるのはどうにも慣れない。いったいいつ自分はハチミツになったのだろう。

「行ってくるね、ハニー」

　プレミアムスイートでアレクシスはそう言うと、寅安に軽くキスをした。

　ゲラール舞ぶ踏とう団だんの初演舞ぶ台たいの日は迫せまり、アレクシスはラスベガス郊こう外がい、ダウンタウンにあるスタジオでの稽けい古こに入っていた。朝、彼は部屋を出て行き、夜になると帰ってくる。

「今日はカジノには行かないのか」

「そうだね。帰ってきて気が向いたら行くよ」

　ということは、また行かないのだろう。ヴィンセントが嘆なげくなと思いつつ、寅安は割り当てられた部屋で、アレクシスに関する資料に改めて目を通す。

　寅安の部屋はプレミアムスイートルームの一番奥、小さな部屋だ。窓もない。長期滞たい在ざい者用の荷物置き場だということだが、それでも寅安の家のリビングほどの広さはあった。デスクに向かうとノートパソコンを立ち上げ、ネットに繫つなぐ。まずは「アレクシス・ゲラール」を検けん索さくする。

　アレクシス・ゲラール。ダンサー。今年二十九歳。

　バレエダンサー一家の異い端たん児じ。バレエの要素を入れつつもより大衆に訴える踊り。重力を感じさせない、軽かろやかなステップ。彼が踊おどると舞台が小さく見える。表現の幅はばを広げるために、自分の舞踏団を立ち上げる。それらの輝かがやかしい経歴のあと、彼は太腿の筋肉を断裂させてしまう。三年前のことだ。まだ二十六。ダンサーを引退するにはあまりにも早い。それから彼は、自分では踊らず、演出に専念するのだが、彼の演出家としての評価はダンサーとしてよりは低かった。

　あのオールドレディに至っては、「アレクシス・ゲラールの輝かしい時代は、あまりにも早く過ぎてしまった。今は余生を過ごしている」と、あまりな物言いで、こんな評価をされたのでは彼女と顔を合わせたくないのも無理はない。

　次に、動画のフォルダを開く。古いものから、見ていくことにする。

　投とう稿こうされた日付から計算すると、まだ高校生のアレクシスがいた。画質のあまりよくないカメラを、緊きん張ちようした面おも持もちで調整し始める。

　アレクシスは髪かみを伸のばしていて、今はないにきびが二つ、左ひだり頰ほほにあった。

　彼はカメラから離はなれると、すーっと息を吸って、踊り始めた。オールドレディの言ったとおりだ。ときおり完全にカメラから外れてしまう。けれど、彼はなんと楽しそうに踊るのだろう。アレクシスが踊ることをどれだけ愛しているかが、この動画から伝わってくる。

　動画はほかにもまだあった。ブレイクダンスやソシアル、そしてもともと素養があったバレエまで、日ごとに彼がうまくなっていくのがわかる。

　次には小劇場で手売りで販はん売ばいされていたディスクを寅安は見始める。小さな劇場だ。カメラも定点カメラで、画像もよくない。たまにアレクシスがアップになるのだが、明らかに手ぶれている。

　そして大劇場に移ってのちのセルディスク。人数も劇場の規模も、比ひ較かくにならないほどに大きくなっていた。アングルもいくつか切り分けられ、アップもなめらかに映る。彼の黄金期だ。それは数年で終わりを告げる。

　どこから手に入れたのか、資料には彼の治ち療りようとリハビリテーションの記録カルテもあった。

　一年のリハビリテーションのあとでも、アレクシスの足は元通りにはならず、ゲラール舞踏団は新しいダンサー、ジャン・ルイを迎むかえ、彼は振ふり付けと演出を担当することになる。







　たっぷりのハチミツ、そしてクリーム。

　ブリランテ内のカフェでパンケーキを食べながら、サリーは聞いてくる。

「とらはいつになったらクラップスのフロアに帰ってくるの？」

「どうかな」

　自分では決められない。

「今、とらの代わりにフロアボスがシフトに入ってるのよ。やりにくいったらないわ」

「それは申し訳ない」

「とらって相変わらずねえ」

「なにがだ？」

「あの！　アレクシス・ゲラールが恋人なのよ？　もうちょっとは自じ慢まんしたりするもんでしょう」

「アレクシスはすごいと思う。だけど、俺は彼の経歴にいっさいかかわっていないんだから、自慢するもなにもないだろう。あれは彼のものであって、俺のものではない」

「そりゃそうだけど」

　彼女はコーヒーを一口飲むと寅安を見つめる。

「きっとアレクシスは、とらのそういうところがいいんでしょうね」

「そういうところ？」

「んー。なんて言えばいいのかしら。そう、奥ゆかしいところ」

「別に奥ゆかしくなんてない」

　ただ、真実を告げているだけだ。

　アレクシスがダンサーとして成功したのも、演出家として名をなしているのも、彼自身の才能と努力の成果であって、自分はひとつもそこに貢こう献けんしていない。たとえば寅安が彼のマネージャーなら気持ちが違ちがったかもしれないが、それはそれ、これはこれだ。

「もうアレクシスは踊らないのかなあ」

　サリーはパンケーキにメープルシロップを全量かけながら寅安に言った。

「筋肉が元に戻もどらないんなら、無理なんじゃないか。だから演出に転向したんだろう」

「うん……」

　シロップで崩くずれそうなパンケーキをフォークですくっているサリーの返事ははっきりしない。

「どうした？」

「やっぱりアレクシスは踊っているときが最高にセクシーだったなあ」

「サリー」

「アレクシスの振り付けや演出は年々冴さえてきてる。ううん、ときどきの流行を取り入れて新しくなっている。だからこそ、思っちゃうのよね。これをアレクシスが踊ったらどんなになるんだろうって」

　彼女はフォークを置いて手を振った。

「違うのよ。今の舞踏団も好きよ。今回のラスベガス公演もチケットがゲットできて嬉うれしいわ。初日と最終日にダーリンと一いつ緒しよに観みに行くつもりだもの。ただ、ね」

　彼女は遠いところを見ているようだった。

「ジャン・ルイがアレクシスみたいに踊れるようになるときって、永遠に訪おとずれないのよね。彼みたいな踊り手はきっと二度と現れないでしょうね」




　これからカジノに出勤するというサリーと別れたあと、寅安はショッピングモールをぶらつくことにした。金で人が変わるところを何回も見ている寅安にとって、カジノフロアは仕事場であって遊ぶところではない。

　名だたる世界の高級ブランドの店が、次から次へと現れる。突つき当たりはレストラン街、そして脇わきにはラスベガスの土産みやげを扱あつかっているコーナーがあった。


「WELCOME TO FABULOUS LAS VEGAS（素す晴ばらしきラスベガスへようこそ）」



　ラスベガス大通りにある、あの看板をあしらった古いバスのミニチュアがある。寅安はそれを買い求めた。携けい帯たいが鳴った。

「はい」

『ああ、とら？』

　ヴィンセントだった。

『今、ミスター・ゲラールから連れん絡らくがあって、必要なファイルを部屋に置いてきてしまったそうだ。きみの都合はどうだい？』

　シフトはオールフリーだ。

「あいているに決まっている」

『それはよかった。よろしく頼たのむよ』




　寅安は、指定された赤い大判ファイルを持って、リムジンでダウンタウンのレッスンスタジオに赴おもむく。

　ラスベガスは、七キロ弱のストリップを抜ぬけてしまえば、どこかうらさびれた田舎いなか町の光景になる。空き地や駐ちゆう車しや場が目立つ。ダウンタウンにもカジノはあるのだが、自由の女め神がみも噴ふん水すいもなく、場末のムードは日本のローカルな駅前にあるパチンコ屋を彷ほう彿ふつとさせる。

　その街の一角にスタジオはあった。中に入ると、廊ろう下かにストップウォッチを持ってメモを取っている女性がいた。

　短い髪は焦こげ茶色で、目は青い。

「すみません。アレクシスに頼まれていたものを、持ってきました」

　声を掛かけると、彼女はこちらを見て微ほほ笑えんだ。

「ありがとう。渡わたしておくわね」

　帰ろうとしたところを、呼び止められた。

「待って。とら。あなた、とらでしょ？」

「あ、はい」

「私はソフィアよ。よろしく」

　手を出されたので、握あく手しゆをする。

「なんで、俺の名前を知ってるんですか？」

「みんな知ってるわよ。アレクシスのラスベガスの恋こい人びと。今、アレクシスは休きゆう憩けい中よ。話をしていかないの？」

「いえ、いいです。仕事の邪じや魔まをしてはいけないですし」

「ふーん」

　彼女は、寅安を上から下まで見た。

「奥ゆかしいのね」

　彼女もサリーと同じことを言う。

「せめて見学していけば？　もうすぐ稽けい古こが再開されるわ」

「いいんですか？」

　彼がどんな仕事をしているのか、華はなやかなショービジネスの舞ぶ台たい裏がどんなところか、興味はあった。

「いいわよ。ただし、口外禁止、動画と写真撮さつ影えいとＳＮＳにアップも禁止だからね」

　廊下から稽古場に繫つながるドアは開いていた。そっとそこから中を覗のぞき込む。

　小学校の教室を四つ繫げたていどの広さのスタジオに、二十人ほどの人が集まっていた。みなダンサーなのだろう。タイツにティーシャツを着用している。

　そのうちの何人かは、「アルカナの恋人」のポスターで顔を知っていた。中でも主役のジャン・ルイは巻き毛の美形でプロポーションも際きわ立だっていて、すぐにわかる。外見もダンサーには必ひつ須すの条件なのだと改めて思う。

　アレクシスは、ジャン・ルイとしきりに話し込んでいるようだった。

　寅安はソフィアに小声で訊たずねる。

「あの、これがどういう演だし物なのか、聞いてもいいですか？」

　彼女は寅安に逆に質問してきた。

「大アルカナはわかる？」

「タロットのメインカードということは知ってます」

「うん。人の一生にもたとえられるし、人生訓と受け取る人もいるわね。ようは見る人によって違う解かい釈しやくができる」

　彼女は手にしていた携けい帯たい端たん末まつにカードを表示して見せてくれた。

「これはウェイト版のカードよ」

　カードの表面には女性や男性が描えがかれていて見ていて楽しい。

「０の愚ぐ者しやから、魔ま術じゆつ師し、女教皇、女じよ帝てい、皇こう帝てい、教皇、恋人、戦車、力、隠いん者じや、運命の輪、正義、吊つられた男、死神、節制、悪あく魔ま、塔とう、星、月、太陽、審しん判ぱん、そして世界が21で最後にして最良のカードよ」

　その中、異質なのは「死神」だ。馬に乗った骸がい骨こつが人を踏ふんでいる。

「『死神』とは恐こわいカードですね」

「これはペストのことを示していると言われているわ。確かに恐おそろしげよね。でも、私はけっこう好きだな。切るべきものを切るのは必要なこともあるわ。そういうカードなの」

「ああ、日本にも縁えん切きり寺でらってありますものね」

「縁切寺？」

　自分の乏とぼしい知識を総動員して答える。

「中世に、夫と別れたい女性が駆かけ込んだ寺です」

　間ま違ちがってはいないはずだ。

「舞台はこういうふうになっているの」

　ソフィアはタブレットにスケッチを表示させた。

「右と左で交こう互ごに物語は進んでいくのよ。まんなかにはカーテンを垂らしてある。その陰かげでジャン・ルイは早はや替がわりをするの」

「つまり、右で物語が進行しているあいだに、左で次が用意されるわけですね」

「そういうこと。気ままな旅人である青年は、青い蝶ちようの精に導かれて、このカードの順番に人と会うの。戦車にひかれそうになったり恋こいをしたり悪魔に誘ゆう惑わくされたりする。最後には天使のラッパが吹ふき鳴らされ、カーテンが落ちて大きなリースが舞台の上で回り、世界がすべて繫がっていることに気がつくのよ。……なんて、大おお仰ぎようだけど、ようは美しい衣装と場面ごとに味付けの違ちがう踊おどりを楽しんでもらえたらいいなって思ってるの。バレエ、ワルツ、タンゴ、アイリッシュダンス、サンバ、様々な踊りのエッセンスが二十二の場面に詰つまっているのよ」

　彼女は付け加える。

「カジノは今やインターナショナル。いろんな国の人がやってくるでしょう？　うちの舞ぶ踏とう団だんのショーだったら、言葉がわからなくても楽しめるはずよ」

　寅安はうなずく。

「チケットが売り切れなのが残念です」

「アレクシスに頼めば取ってくれるんじゃない？　招待席はまだ余よ裕ゆうがあったはず」

「いいんですよ。彼の舞台をずっと待っている人がいますから」

　そう、サリーや、このまえ会ったロサンゼルスのオールドレディのように。

　音楽が流れてきて、稽古が再開される。コミカルな愚者のヒップホップで場面は始まり、手品をまじえた魔術師のブレイクダンス、女教皇とのワルツに来たところで、アレクシスが手を打ち鳴らした。

「そうじゃない。ジャン・ルイ、きみは演じ分けができていない」

「いい加減にしてくれ、アレクシス」

　ジャン・ルイがアレクシスに詰め寄る。

「こんなに何種類も踊れるか。踊るのはおまえか？　違う、僕だ！　このジャン・ルイだ」　>>>♥

　稽古場が静まりかえっている。

「僕のことをおまえの好きに踊らせるな。もっと僕に合わせて振ふり付けろよ。難しすぎるんだよ。そんなにやりたかったら、おまえがやればいい。僕はもう降りる」

　寅安は慌あわててドアの陰かげに隠かくれた。

　ジャン・ルイが足音高く近づいてくると、立ちすくんでいる寅安に気がついてにらみつける。

「いいご身分だよな。ちゃっかり愛人とお楽しみ」

　吐はき捨てるように言ってシューズを履はき替え、スタジオを出て行く。

　寅安に、ソフィアが苦笑いしながら言う。

「ごめん。いつもはあんな失礼な子じゃないんだけど、タイミングが悪かったわね」

「いえ」

「とら！」

　ジャン・ルイを追ってきたアレクシスが寅安に気がつく。

「どうしてきみが？」

「とらはファイルを持ってきてくれたのよ」

　ソフィアが彼に赤いファイルを渡す。アレクシスは寅安に礼を言う。

「ありがとう、とら。ちょっと待っててくれる？」

　アレクシスはジャン・ルイを引き戻もどすために、外に出て行った。

　ソフィアに尋たずねる。

「こういうことは、時々あるんですか？」

「こういうこと？」

「ジャン・ルイが出て行ってしまったでしょう？」

「ああ、まあ、わりとね。年中行事みたいなものね。でも、あれでいてジャン・ルイはアレクシスの大ファンなのよ。そのうち帰ってきてけろりとしてまた練習に励はげむわよ」

「そう、ですか」

　アレクシスに関する資料は手に入るだけ見た。さきほどジャン・ルイが言っていたように、この振り付けはアレクシスだったらその豊かな表現力でものにしてしまえるだろうが、ジャン・ルイには難しいのではないだろうか。ジャン・ルイが「振り付けを自分が踊りやすいように変えてくれ」と言い出すのはもっともに感じられる。

　けれど、アレクシスがジャン・ルイだったら踊りきれると期待しているのだったら、寅安が口を挟はさむ筋合いはない。

　駐ちゆう車しや場でアレクシスがジャン・ルイを説得しているのがガラス越ごしに見えた。ジャン・ルイはアレクシスをふりほどいて立ち去ろうとする。駐車場には小さな窪くぼみがあり、彼の足がそこにはまった。

　ソフィアと寅安は同時に「あ」と声をあげた。

　明らかに、おかしな方向に足をひねったからだ。ジャン・ルイはそのまま倒たおれた。

「ジャン・ルイ！」

　ソフィアが外に飛び出す。舞踏団のメンバーも異常に気がついて集まりだした。

　アレクシスが指示を出している。

「だめだ、ジャン・ルイ。動かないで」

「アレクシスはおおげさなんだよ」

　ジャン・ルイが立ち上がろうとしている。それを厳しい表情でアレクシスは止めた。

「おおげさじゃない。足首を今、内側にひねった。誰だれか、冷蔵庫から保ほ冷れい剤ざいを取り出してきて。それから足を固定するものを。とにかく冷やさないといけない」

　寅安はソフィアに場所を教えてもらって、スタジオにあった冷蔵庫から保冷剤を取り出す。こういうときのためのものなのだろう。保冷剤は柔やわらかい素材でできていた。

　駐車場でジャン・ルイのかたわらにしゃがみ込んでいるアレクシスに保冷剤を手て渡わたす。ジャン・ルイのくるぶし付近の肌はだの色は、紫むらさきに変色していた。

　ソフィアが救急箱を持ってきた。中から、補強されたソフトウレタンの細い板を取り出すと、患かん部ぶに合わせて切り、包帯を巻いていく。慣れたしぐさだった。

「医い療りよう保険会社のサイトから、レントゲン施し設せつのある整形外げ科か医いをピックアップして予約して」

　ソフィアがタブレットを操あやつる。

「ＯＫ」

　アメリカの医療制度だと、日本のようにすぐに医者にかかるわけにはいかない。けれど、ジャン・ルイが入っていたのはいい医療保険会社だったのだろう。すぐに予約が取れて、ジャン・ルイをアレクシスがブリランテのリムジンで運ぶことになった。寅安も彼らについて行く。




　ジャン・ルイは足首の靭じん帯たいを痛めており、全治一ヶ月との診しん断だんが病院で下った。リムジンで帰りも横にさせる。

　アレクシスは厳しい声で運転手に命じた。

「ホテル・ブリランテまでやってくれ」

　ゲラール舞踏団のメンバーは、ブリランテに宿しゆく泊はくしている。もちろん、プレミアムスイートではない。スタンダードクラスの部屋だ。

「なに言ってるんだよ。スタジオに戻るよ」

　ジャン・ルイは言い張るが、アレクシスは譲ゆずらなかった。

「だめだ」

「僕はプロなんだよ。これよりもっとひどい怪け我がだって踊ったことがいくらでもある。テーピングしたからジャンプだってなんともない」

「この舞踏団の演出家として、休養を命じる」

「ちえー」

　ジャン・ルイは口を尖とがらせた。

「練習が遅おくれちゃうなあ。何日経たったら始めてもいい？」

　アレクシスは息を吸う。それから、静かに言った。

「ジャン・ルイ。よく聞いてくれ。きみには今回の『アルカナの恋こい人びと』を降りてもらう」

　寅安はアレクシスを見た。

「はあ？」

　ジャン・ルイが身体からだを起こす。アレクシスが手で彼の行動を止めた。

「僕がやらなかったら、誰が主演をやるのさ」

　もう公演の日は迫せまっている。

「今から代役を立てて、その人が踊おどれるっていうの？　どこの誰が？　あのいかれた激ムズなアレクシス・ゲラールの振り付けを」

「代役は探してみる。もし、莫ばく大だいな違い約やく金きんを払はらうことになったとしても、きみが踊ることは認められない。無理しなかったら、一ヶ月待てば復帰できるんだ。次の公演からがんばってくれればいい」

　ジャン・ルイを説得するアレクシスに、オールドレディが言ったことを思い出す。

　──音楽が鳴っていたのに、私は明めい瞭りように聞いたの。彼の筋肉が引きちぎれる音をね。

「冗じよう談だんじゃないよ」

　ジャン・ルイは補強のための添そえ木をはずそうとした。

「もし、私の命令が聞けないなら、ジャン・ルイ。ゲラール舞ぶ踏とう団だんから抜ぬけてもらうことになる」

　おごそかにアレクシスは告げた。

　それを聞いたジャン・ルイは、泣きそうな顔をしたが、アレクシスの決定は覆くつがえらなかった。




　プレミアムスイートのカウンターで、アレクシスはミネラルウォーターを飲んでいた。

　脇わきにはダンサーのリストと携けい帯たい電でん話わがある。リストのすべての名前には横線が引かれていた。

「まあ、無理だよね」

　わかってた、というように彼は水を飲んだ。

「スタンダードな役だったらとにかく、うちのオリジナル、しかも新しい演だし物じゃあ、練習時間が足りなすぎる。舞ぶ台たいはキャンセルする。カジノで勝った金を使って、違約金を払うよ」

　寅安はゆっくりと彼の言葉に付け足した。

「そしてゲラール舞踏団の公演を楽しみにしていた客はがっかりするわけだ」

　サリーや、オールドレディや。そのほか、チケットを買い求めてたいせつにベッドの枕まくらの下に入れている人たちが。

「どうしろって言うんだ、きみは」

「代役を立てればいい」

　アレクシスは肩かたをすくめた。

「めぼしいダンサーには頼たのんでみたよ。全員に断られた」

「いるよ」

　寅安は口にした。

「アレクシス・ゲラールが」

「私？」

　彼の緑の目が自分を見ている。おもしろいことを言う、とでもいうように。

「私は、踊れない」

「踊れるよ。太ふと腿ももの筋肉断だん裂れつは手術で治っているはずだ」

「私がなにもしないと思っていた？　一年をリハビリに費ついやして、何回も踊ってみたよ。けれど、どうしても前のようにはできない」

　寅安は、彼のカルテとリハビリテーションの記録をカウンターの上に置いた。

「どこから手に入れたんだ」

「ラスベガスにはいろいろ内ない緒しよごとがあるんだ。今年になっての記録も見たよ。きみの太腿の筋肉の強きよう靭じんさと柔じゆう軟なん性は、九十パーセント以上、戻もどっているとある」

「以前とは違ちがう」

「そうだな」

　でも。

「前のようじゃなくたっていいじゃないか。舞台をひとっ飛びできないなら、一度足をつけばいい。きみの踊りは素す晴ばらしかったよ」

「とらは、今の私の踊りを見たことなんてないだろう」

「あるよ」

「いつ？」

「初めてここできみと寝ねたときだ」

「あれは私の踊りじゃない。私はもっと軽かろやかに踊るんだ。ジャンプもステップも、舞台が狭せまく感じるほどだ」

　理想とする自分の身体と、実際の身体と。そのギャップは最後まで埋うまることはないかもしれない。

　けれど。

「認めないといけないんだ。あれがきみだ。今のきみの踊りだ。踊りたいんだろう？　もう一度、やってみたいんだろう？　それがきみの中の、晴れない靄もやになっている。だから、やり尽つくさないといけないんだ。そうじゃないときみは、未練を引きずったままだ」

「とら」

　彼の声が低い。今まで聞いた中で、一番低い声だった。

「人前でパフォーマンスをしたことのないきみには、わからないよ。きみは……──」

　そうだ。その苦しみも、栄光も、わかるはずがない。

「そうだ。俺は、ただのピットマネージャーに過ぎないからな。だが、きみのアテンダントだ。ずっとアレクシスのことを見てきた。きみは踊りたいんだ。ジャン・ルイに踊らせるのではなく、自分が踊りたい」

　踊りの神様への祈いのり。彼の憂うれいの原因。

「今日、きみの振ふり付けを見て確信した。あのバラエティに富んだ演目は、アレクシス・ゲラールが踊ってこそだ。きみがあれを、踊るべきだ」

　じっと彼は寅安を見ていた。プレミアムスイートの室内は静かで、ワインクーラーのエアーコンプレッサーの音が、聞こえてきそうだった。

　アレクシスが一歩踏ふみ出す。怒ど鳴なられるのではないかと、寅安は身を硬かたくした。しかし、アレクシスは、寅安にふれることなく、部屋を出て行った。




「この馬ば鹿か！」

　ヴィンセントに怒鳴られて、確かに彼の言うとおりなので反論できずに寅安は口を噤つぐむ。

「アテンダントは、ジョーカーを気持ちよくさせるためにいるんだ。喧けん嘩かしてどうする。今すぐ謝ってこい。ミスター・ゲラールを連れ戻すんだ。さもないと」

　彼はにやりと笑った。ギャングが相手を撃うち殺す前に見せるような笑い方だった。

「おまえを破は滅めつさせてやる」




　脅おどされずとも行くつもりだった。だが、彼には時間が必要だと思ったのだ。

　行くところは、わかっている。

　たぶん、あそこだ。




　白い日本車に乗り込み、昼にも行った、ダウンタウンにあるスタジオを目指す。

　明かりがついていなかったので予測を誤ったかと思ったのだが、ドアに手を掛かけるとすんなりと開いた。昼間、ソフィアがいた廊ろう下かを抜ける。稽けい古こ場ばのドアから中を窺うかがうと、外の明かりを受けて、人ひと影かげがぼんやり見えた。

　寅安は声をかけた。

「アレクシス」

　彼はスタジオのバーに片手をかけていた。

「稽古場ってどこも同じ匂においがするね。身体を限界まで使ったときに発する汗あせの匂いだ。染しみついてとれない」

　ふっと彼は笑ったようだった。

「この匂い、嫌きらいじゃないよ。むしろ、とても好きだ。さらに言えば、この匂いをさせている自分が一番好きなんだ」

　みっともないなあ、と彼は言った。バーに尻しりをかけている。

「あきらめたつもりだったんだけど。ほんとだよ。自分としては、最高に楽しいものを客に提供する、ただそのために演出をしているつもりだった。ジャン・ルイにだって、彼ならできると振り付けをしていた」

　だけど、自分のエゴに過ぎなかったんだ、と彼はつぶやく。

「私は、私が踊おどりたいように彼を踊らせていた。それで、彼を見ながらずっと考えていたんだ。昔の自分だったらもっと飛べた、もっと妖よう艶えんに演じられた、もっと相手役の女性を引き立てることができた、ってね。ジャン・ルイにしちゃ、たまらないよね」

　でもね、と彼は言った。

「とら。私の幸運の女め神がみ。きみの言うとおりだよ。今のままじゃ、死ぬときに後こう悔かいする。いまわのきわに、もっと踊りたかったとうわごとを言うんだ」

　彼はジャンプをする。止まる。

「前に比べたら、ぜんぜんだめだ。半分くらいの距きよ離りしか飛べない。ずっとレッスンをしていないから、体力だって落ちているだろう。群ぐん舞ぶで場を繫つないで、休きゆう憩けいの時間を入れないともたない。ほかの皆みんなにももう一度覚え直してもらわないといけない」

「じゃあ……」

　ここで、彼はずっと思案していたのだ。

　再び踊ることを。その困難を。それをどうやって乗り越こえるかを。

「それでも、やるべきだと思う？」

「もちろんだ。何度だって言ってやるよ。アレクシス・ゲラール。きみは踊るべきだ。自分が、これでいいと納なつ得とくするまで」

「うん」

　とら、と彼は言った。

「きみのことを、単なるピットマネージャーだなんて、私には思えない。きみは幸運の女神で、恋こい人びとで、とても大切な人だよ。とらはどう？　私のことを、なんだと思っている？」

　寅安は唇くちびるをほどこうとした。

　アレクシス・ゲラール。

　ホテル・ブリランテのジョーカー。

　初はつ恋こいの男の命運を握にぎっている男。

　ラスベガスでのセックスフレンド。

　だが、そのすべてがすでに違ってしまっている。

「きみは、俺の、ラスベガスの恋人だ」

「とら」

　アレクシスは抱だきしめてきた。彼とキスを交かわした。

　互たがいの唇から、体内の熱を感じて、高まっていく。次し第だいに身体からだが暖まっていくのを感じた。　>>>♥

「あのときみたいだ」

　そう、寅安はささやいた。

「あのとき？」

　アレクシスが返す。

「レッドロックキャニオンに朝日を見に行ったときだよ。太陽が身体を温めていくのを感じた」

　ついこの間のことなのに、遥か昔に感じる。













　その夜、帰ってからしたセックスは、今までとは違ちがっていた。

　寅安は、アレクシスをベッドに寝かせると、アロマオイルでマッサージをした。

　背中の筋肉を揉もんでいると、アレクシスが満足げな声をあげた。

「うまいな、とら」

「それはどうも」

「きみは誰だれかにこういうことをしていたのか。もしくは、仕事でしていたか」

「それはない。これでも、まえはお堅かたい職業だったんだ」

　冗じよう談だんと取ったのか、アレクシスは笑った。

「そういえばオイルはなしだが、じいさんが、マッサージしてやると小こ遣づかいをくれたな」

「私はきみのグランパと同じ？　そんな年寄りではないよ。まだ」

　長官にまで上りつめた祖父だった。しかし、思えば、彼だけは寅安の資質を見み抜ぬいていたと言える。

　おまえは、ほかの片桐の人間とは違う。とら。もっと自分をだいじにしなくちゃならん。自分をだいじにするということはな、怠なまけていいってことじゃないぞ。自分のどうしようもないところや、目を背そむけたくなるところをじっと見つめて、己おのれが本当になりたいところに必死によじ登っていくんだ。それは死し闘とうだ。なかなかできることじゃない。だが、とら。おまえはしなくてはならないし、それができる男だ。

「そういえば、俺のことをとらと呼んだのは、家族では祖父だけだったな」

　つぶやく。身体の下では、丸く突つき出たアレクシスの形のいい尻にオイルがなじみ始めていた。背中のモルフォ蝶ちようをよく見る。精せい緻ちなタトゥーで、輪りん郭かくだけではなく、色も鮮あざやかについていた。

　尻から、さらに奥、睾こう丸がんを指で愛あい撫ぶしてやる。

「ちょ……」

　アレクシスが身み悶もだえた。

「なに？」

　寅安は左の手のひらで彼の太ふと腿ももと尻の境目を撫なでる。ぬるりとオイルがとろけて、芳ほう香こうを発散した。次には、彼の陰いん囊のうを手の中で揉みしだく。にちゃにちゃと粘ねばった音がした。

「こっちを向いて」

　彼の身体を、広いベッドの中で仰あお向むけにした。窓からはラスベガスの明かりが見えている。

　帰ってからシャワーを浴びたから、寅安はバスローブを身につけたままだった。彼の腰こしにまたがる形を取ると、自分の腿があらわになる。内腿までが、彼の目にさらされているはずだ。それにかまわずにオイルを足した自分の指を、彼の割れている腹に這はわせた。アレクシスのペニスが、悩なやましく立ち始め、息づかいに甘さがにじむ。それをわかって、あえて寅安は、これ以上はないほどに優やさしく、彼の腹を丸く撫で続ける。

「とら。とら、もう」

　伸のばしてきた彼の手を払はらうと、ひざまずいて彼のペニスの先せん端たんにしゃぶりつく。オイルまみれの手で根元を撫でしごきながら顔を動かし、頰ほおの中で彼のペニスをこね回し、先端を舌でくるんでやる。

「あ、あ。とら。とら……！」

　彼の必死な声を聞きながら、寅安はそれを吸い上げる。とたんにアレクシスがはぜて口の中に青あお臭くさくて苦い液体を射出した。

　飲みにくいそれを、喉のど元もとを見せつけるようにして嚥えん下かする。アレクシスはまだ荒あらい息のなか、手を差し出してきた。

「とら、オイルを垂らして」

　寅安はアレクシスの手の中に、あふれるほどにオイルを注いでやった。イランイランの花の香かおりが、体温で拡散されていく。

　このベッドはアロマオイルだらけになるだろう。シーツにたっぷり染しみこんでしまうに違いない。だが、そんなことを考えてどうする。ここはラスベガスだ。

　彼が、そのオイルを手指になじませて、寅安の、ベッドについた膝ひざを撫でてきた。

「くすぐったい」

　そう言って笑うと、彼はさらにもう片方の膝を摑つかんで、上体を起こし、口づけてくる。

　体勢が入れ替かわる。バスローブの紐ひもがほどかれる。彼の指が、腿の内側を撫でる。その動きは、ひとつひとつ、筋肉の連なりを探すみたいに、慎しん重ちようだった。そのふれ方の前に、寅安の身体は、いとも簡単に陥かん落らくしてしまう。

「こんなふうに、俺のことを扱あつかった男はいなかった」

　そう言うと、彼が上から覆おおい被かぶさって、寅安の口元にキスを落とした。

「とら。今の恋人のまえで、昔のことを持ち出すのは無ぶ粋すいだよ。ああ、でも」

　彼は寅安の腰こし骨ぼねを形を確かめるようにさすり始める。そうっと、間に空気をはらんでいるかのような彼のやり方は、直接的に愛撫されるよりも、感じやすくなる気がした。

「とらのことをここまで知るのは私が初めてなんだっていうのは、悪くない」

　そんなことを言われて、ふっ、と息が漏もれてしまう。とろりとした手を、自分のペニスに絡からめようとするのだが、アレクシスがバスローブの紐で器用に縛しばってしまった。

「ほどいて、これ」

「だめ」

　キスと指で身体の脇わきを責められる。どうしてわかってしまうのだろう。自分の弱いところ、感じるところが。

　解放されたいという欲よく望ぼうが、寅安の中で渦うず巻まいていた。

　つーっとアレクシスの指が腹を横断してきた。

　彼の指は、寅安のペニスの先端をとろとろと撫でてくれた。寅安は必死に腰を突き出す。いきたくてたまらなかった。けれど、アレクシスは、達してしまわないように、細心の注意を払っている。

「とら。足を持ってあげていて」

　そう命じられて、足を広げる。

　予想したとおり、オイルが身体の下に染みている。その上に寝ねそべっている。どろどろになっていたが、そんなことなど気にならない。

　それほどに、ただひたすらに、酔よったみたいに相手を求めた。

　指が入ってくることを、中で動いてくれることを、そしてアレクシスもまた激しく自分を求めてくれることを切望していた。

　彼のペニスが自分の中に入ってくるときに、「いい」と口にしていた。

「とら。今の、なに？」

　アレクシスは嬉うれしそうに聞いてくる。憎にくたらしいほどに自信に満ちた顔だった。

「わかっているくせに」

「だって日本語だもの。私にはわからないよ」

　そう言いながら、引いていこうとするものだから、花の香りの中でなおいっそうの熱をはらみながら「アレクシスに入れてもらって嬉しいってことだよ」とぶっきらぼうに答える。

「うん。ようやく言ってくれたんだね。いつもとらは声を抑おさえてしまうから」

「言わなくてもわかるだろ」

　だってこんなに硬かたく勃ぼつ起きしている。こんなに顔が赤くなっている。こんなに体たい臭しゆうをまき散らしている。わからないわけがない。

「だけど、私は何度でも言って欲しいんだよ。とらが愛いとしいから」

　そう言いながら足を押し開き、さらに入ってくる。

「ああ、そこ」

　一度、するりと出てしまうと、快感を示す言葉は、まるでここに道ができたとでもいうようにたやすく飛び出してきてしまう。

「そこ、好き。アレクシスに突かれると、奥がじんじんする」

　アレクシスがこちらを見つめている。表情を推おし量っている。

「うん。ここのところ？」

　彼が慎重に、自分の身体からだを撫でるときのように、身体を進め、引いた。自分の身体が絞しぼられる。彼をおしとどめようとする。

「ああ、だめ！」

　アレクシスが声をあげた。切せつ羽ぱ詰つまった声だった。

「そんなふうにされたら、きみに優しくできなくなってしまうよ」

「いい。俺は、野や獣じゆうのアレクシスが見たいんだ。知っているか？　『とら』って日本語で『虎とら』、タイガーってことなんだ。俺たちは、野獣のコンビになれる」

「タイガー。どうりでとらは雄お々おしいはずだね」

　知らないからね？

　甘く低くささやかれた声は、確かな欲望をひそませていて、寅安をぞくぞくさせた。

「ああ、ああ」

　ただ、声をあげる。

「とら、とら！」

　ただ名前を呼ばれる。

　腰が動き、背にすがり、どうしたらもっと深く繫つながれるか、快楽を引き出せるか、欲よく深ぶかく探さぐり続ける。　>>>♥

　彼の背がオイルでぬめる。自分の足も彼の指から何度も落ちる。しまいには、アレクシスが寅安の左足を抱かかえるようにして、斜ななめの方向から繫がっていた。

「は……！」

　絶頂にいたった寅安の力が抜ぬける。

　それを腕うでで支えて、なおいっそうの深さを、アレクシスはねだってきた。ゆっくりと、弛し緩かんした身体がまた快楽を求めて高まっていく。

　いい、と口走っていた。こうして快感を追っているのも、アレクシスに懇こん願がんされるのも、すべてがよくてたまらない、と。







　スタジオでの稽けい古こだけでは、今まで身体を慣らしていなかったアレクシスには足りない。

　バーが設置され、全身が映る鏡が置かれ、ブリランテのプレミアムスイートは、急きゆう遽きよレッスン場となった。早朝、そしてスタジオから帰宅したのち、稽古が休みの日にも、彼の眠ねむっている筋肉を起こすべく、ラスベガス中のトレーナーやコーチが分単位で訪おとずれる。

　ヴィンセントは苦い顔をしている。寅安はまたもや彼の部屋で愚ぐ痴ちられている。

「スイートルームの無む償しよう提供はカジノで楽しく遊んでいただくためにあるのであって、芸人のレッスンのためじゃない」

「『アルカナの恋こい人びと』の初日が終わったら、その晩にカジノで今までのカジノチップを全部賭かけるそうだ。負けるまでだ。で、これが誓せい約やく書。アレクシスのサインがある」

　一枚の紙を渡わたすと、ヴィンセントは飛びついてきた。手にすると、内容をチェックする。

「うん、いい。いいな」

　こちらを見て、にっこりと笑う。久々に見る、コメディアンモードのヴィンセントだ。

「そういうことなら、しかたないです。あの部屋は当日までお好きにお使い下さい。すべてこれ、お客様のため。ヴィンセントは、お客様にご満足いただければ嬉しいですー」







「ヴィンセントに言ってきたよ」

　寅安はアレクシスに報告する。

「どうだった？」

　アレクシスが聞いてきた。彼は自分の手の動きを三さん脚きやくにセットしたビデオカメラで撮さつ影えいしていた。

「了りよう解かいだそうだ。ご機き嫌げんだったよ」

　レッスンのときにアレクシスは黒いバレエタイツだけで踊おどる。フットレスと言われる、足首の出るタイプだ。

「なんで上半身にはなにもつけないんだ？」

　寅安が訊たずねると、彼はこともなげに答えた。

「裾すそが出てしまうのがいやなんだ。外に出しているとぱたぱたして落ち着かない。股また下したで留めるタイプが一番いいんだけど、あれはあれで股こ間かんに食い込んで気になる。ショーのときにはなんとか我が慢まんするけれど」

　ということは。

「ショーのときって、股間に衣装が食い込んでいることがあるのか？」

「あるよ。でも、笑え顔がおで耐たえるんだ」

　今まで寅安が聞いた中で、一番ダンサーが大変な職業だと思った瞬しゆん間かんだった。

　裾が出るのがいやだからなんて、そんなことを言ってはいるが、ほんとうはアレクシスはナルシストだからそういう格好をしたがっているのではないかと寅安は疑っている。なぜなら、バレエタイツ一枚のアレクシスはとてもかっこいい。背中の下のほうにあるモルフォ蝶ちようが、彼がはねるたび、まわるたびに、ひらひらと舞まい踊る。

　それに、ほら。大きな鏡を設置して、それに向かってうっとりしているじゃないか。




「違ちがうよ。あれは身体のラインを見ていたんだ。少しでもシャープになりたいからね」

　かつて二人で睦むつみ合ったベッドに、アレクシスがうつぶせていた。急激に身体を動かしたので、筋肉痛になっているのだ。

　せっかくの色男も台無しだと寅安はおかしくなる。

　執しつ事じが告げた。

「ゲラール様。お客様がいらっしゃっておりますが」

「お客様？　誰だれ？」

　寅安は手を挙げる。

「俺が呼んだんだ。ラスベガスに駐ちゆう在ざいしている日本人の間では人気の鍼しん灸きゆう師だそうだ。予約がいっぱいで本来だったら一ヶ月待ちなのをヴィンセントの顔で来てもらった」

「鍼灸？」

　きょとんとしているところに、鍼灸の先生が入ってきた。優やさしそうな老先生だった。手には往おう診しん用の鞄かばんを提さげている。

「鍼灸を知らないのか？　細い鍼はりを刺さして、患かん部ぶを治すんだ」

「鍼？」

　アレクシスは不ふ審しんげな目を向ける。

　先生は、そんな患かん者じやには慣れっこなのだろう。にこにこしながら鍼を一本取り出してアレクシスに見せる。

「ほら、注射針よりもずいぶんと細いでしょう？　うまくツボに入るとまったく痛くありませんよ」

　アレクシスはしかめっ面つらでじっとそれを見つめている。

「どうしたわけか、男性のほうがいやがりますな。女性のほうが度胸があるらしい。痛くない、痛くない。もし痛かったら、私の髪かみを賭けてもいい」

「先生は髪の毛がないじゃないですか」

　ははは、と鍼灸師は笑う。

「今のところ、ハゲに効果のあるツボは見つかっていないのですよ。いや、これはむしろ、男性ホルモンが活発になって健康だからと言ってもいい。その証しよう拠こに、去年、四番目の息むす子こに恵めぐまれましたからな」

「息子！　先生はいくつなんです？」

「七十二になりました」

　アルコールで体表面を拭ふくと、老先生は細い鍼を取り出した。アレクシスの身体を人差し指で探りながら、背中と腰こし、太ふと腿ももに鍼を打っていく。

「あ……」

　アレクシスがおとなしくなった。

　寅安は、アレクシスのかたわら、ベッドに座り込んだ。彼の髪を撫なでる。やはり彼のほうが美しいと思う。アレクシスは黒くろ髪かみを褒ほめてくれるが、日本に行けば、たいていは黒髪だ。

「とら」

　話しかけられて、うん？　と返答する。

　アレクシスはまだ半分眠っているかのようだった。その顔には疲つかれが見える。

「私の演目は、成功するかな？」

「あたりまえだろう。幸運の女め神がみたるこの俺がついているんだから」

　自分がそんなものではないことはわかっている。けれど、アレクシスがそう信じて、それによって心強く思うなら、いくらでもふりをしてやろう。

　寅安は彼のこめかみにキスをしてやる。

「そうだな」

　アレクシスはこちらに顔を傾かたむけた。彼の耳元からうなじが美しい曲線を描えがく。緑の目がこちらを見る。寅安の好きな緑の、そして真ん中にいくにしたがって金に光る彼の目。

「ねえ、とら」

「なんだ？」

「この興行が終わっても、一いつ緒しよにいてくれるだろう？」

　寅安はしばらく考えてから答えた。

「そうだな、ラスベガスでなら」

　──ラスベガスで起こることはラスベガスにとどまる。

　だが、ここから出てしまったら？

　ロサンゼルスに行ったときのことを、寅安は思い返していた。あの場ば違ちがい感。彼の世界に自分は入れない。

「ラスベガスに。うん。わかった。じゃあ、ここは騒そう々ぞうしくてしょうがないから、レイクラスベガスに家を構えよう」

　レイクラスベガスは、ここから二十五キロほど南東に行ったところにある人造湖だ。湖こ畔はんにはゴルフ場や、ショッピングセンター、イタリアふうの高級住宅街がある。まるでベッキオ橋のように、橋の上に建つホテルもあり、夜になれば明かりがともり、水みな面もに映るさまはたいへんに美しい。

「あの辺の家は五ベッドルームにバスルームが三つある。キッチンが二つに地下にパントリー」

「ずいぶん贅ぜい沢たくな話だな」

「そのくらいの甲斐かい性しようはあるよ。とら」

　アレクシスが寅安のスラックスの太腿に手を伸のばしてくる。そこから尻しりにかけてを彼の手が辿たどる。

「なにをするんだ、昼間から」

　怒おこるまねをすると、彼はくっと寅安の尻を片手で握にぎり込んできた。

「小さな尻だな。私の片手に収まる」

「おまえみたいに立派な尻をしていない」

　彼の手が怪あやしく動いて、昼間だというのに、おかしな声が出そうになる。だが考えてみれば、セックスするのに時間を考えたことがない。もともと不ふ埒らちな二人なのだ、自分たちは。

「お預けだ」

　そう言って彼の手をほどく。アレクシスが不満の声をあげる。

「今は全神経をショーに注ぐんだ。そうしたら」

　甘く彼にささやく。

「とびきりの夜を過ごそう。約束する」







　ブリランテの第一ホールは千席ほどの規模だ。客席フロアの傾きが大きいので、舞ぶ台たいが見やすく、音おん響きようにも定評がある。

　曲線で構成されたホール内は、まるで貝の中にいるかのようだ。

　寅安は客席に座って、「アルカナの恋こい人びと」の通しリハーサルを見ていた。

　コツ、と音がした。

　振ふり返るとジャン・ルイが松まつ葉ば杖づえをついて近づいてきていた。隣となりの席に座るのを、寅安は助けた。

「だいじょうぶなのか？　出歩いたりして」

　ふん、と彼は鼻を鳴らした。

「別に。骨折しているわけじゃあるまいし。ほんとは今すぐ踊おどれるぐらいだよ」

　彼は舞台を見ていた。アレクシスがせり上の間合いを最終的に調整している。

「楽しそうだよね。彼」

「あ、ああ」

　寅安は、彼、というのがアレクシスだろうと見当をつけて曖あい昧まいな返事をする。

「ずっと、こうしたかったんだろうな。踊りたかったんだ」

「まあ、ダンサーだから」

「いい機会だったよね」

　こちらを見て、ジャン・ルイはそう言うと微び笑しようを浮うかべた。それは笑え顔がおだった。けれど、彼の青い目の中には憂うれいがある。かつてアレクシスに感じたものと同じ、鬱うつ屈くつがある。

「ほんとにたいしたことじゃないのにさ」

「アレクシスは、自分が怪け我がをしたからだ。きみがまだ若いのにこじらせたら、踊れなくなってしまう。将来を思って決めたんだ」

「どうかなあ」

　彼はのんびりした調子で言った。

「アレクシスはさあ、できるようになれば次、できるようになれば次って難しいことを要求してきたんだよね。今にして思えば、なんていうの。僕がついて行けなくなって脱だつ落らくするのを、待ってたんじゃないかなあ、なんて」

「ジャン・ルイ」

　その誤解だけは解かなくてはならない。寅安は彼に言い聞かせるように言った。

「アレクシスがきみに期待していたからだ。自分の技術をぜんぶ教えたかったんだよ。それにもう一度踊るようにとアレクシスを焚たきつけたのは俺だ。気にくわなければ、俺に言えばいい」

　せりの上でアレクシスがオーバージャンプしそうになって止まった。

「危ない！」

　アレクシスは笑って、仲間にもう一度と合図している。寅安は安あん堵どの息を吐ついた。

「惜おしかった」

　隣から聞こえた気がして、ジャン・ルイのほうを見ると、彼は松葉杖に手を伸ばしているところだった。

「お客さんも、アレクシスびいきの人が多いから、いいんじゃないの？　僕が踊るよりさ。多少失敗しても、アレクシスはブランクから復活してきたヒーローなんだから、おおめに見てもらえる」

「ジャン・ルイ」

　立ち上がった彼を、寅安は引き留めた。

「なに？」

「また、踊れるから」

　ふっと彼は笑った。

「あたりまえだろう」

「だったらいいんだ」

　松葉杖にすがりながら、ジャン・ルイは客席の階段を上がっていった。実際はかなり痛いのではないだろうか。それでも無理してやってきたのは、気になってしかたなかったのか。







　アレクシス・ゲラールの興行公演はホテル・ブリランテの第一ホールで一週間にわたっておこなわれる。

　初日当日。チケットはとっくに完売している。演者の変へん更こうにあたってキャンセルを受け付けたが、むしろチケットがオークションで高額取り引きされる始末だった。

　エントランスに人が集まり始めているのを確かく認にんして、寅安は楽屋に赴おもむいた。

「すごい人だ。このホールでも珍めずらしいくらいの観客数らしい」

　アレクシスに割り当てられた楽屋は彼ひとりのもので、広いうえにソファもある。

　アレクシスは珍しく緊きん張ちようした面おも持もちでいる。

「どうしたんだ？」

　彼はすでに最初の役である「愚ぐ者しや」の若者のメイクを済ませていた。犬と戯たわむれ、ヒップホップを踊るうちに崖がけから落ちるというストーリーだ。

　楽屋にあるモニターから客席が見える。それを覗のぞいたアレクシスは、身体からだをこわばらせた。

「来てる」

　彼は小声で言う。

「来てる？　誰だれが？」

　モニターを見ると最前列の真ん中に、白はく髪はつの豊かなドレス姿の女性がいた。

「オールドレディ？」

「言うな」

　アレクシスは片手で寅安を制した。

「言わないでくれ。その名前を、今は」

「きっとアレクシスは、彼女の慧けい眼がんを信じている。だから恐こわいんだ」

　けれど。

「今日、きみは、彼女が今まで体験したこともないほどの愉ゆ楽らくを与あたえるんだ。微笑んでやればいい。特上の笑顔で」

「でも」

「でも、なんだ？」

「リハーサルでうまくいかないところがあった。微び妙みようにタイミングが合わなくて、それに右足よりどうしても左足があがらないし、あと、」

「あとは、なに？」

　むうと口を尖とがらせて彼は言う。

「私は昔より年を取った」

　寅安はヘアメイクが崩くずれるのもかまわず、頭を抱だきしめ、キスの雨を降らさずにはいられない。

「昔のきみはたいそうな美青年だったからな。だけど、今のほうが俺はかっこいいと思う」

「心からそう思う？　神に誓ちかって？」

「ああ。ときめいてしかたない」

　アレクシスは立ち上がった。寅安に向かってお辞じ儀ぎをする。

「わかった。信じるよ。とらの言うことだから」

「俺は袖そでから、邪じや魔まにならないように見ているよ」

「ああ」




　舞ぶ台たいの幕前にスポットライトが当たる。そこには「愚者」の貧しい若者の姿をしたアレクシスがいた。オーケストラボックスで指揮者がタクトを振り上げる。幕が上がる。青い蝶ちようの精が若者を左側の舞台へと誘いざなう。彼がそちらに駆かけていくと、「０」の数字が背景に映し出され、犬が足にまとわりつく。真ん中のせりが下げられ、口があいており、一歩間ま違ちがうと落ちてしまう。それをすれすれでかわしながら、コミカルなヒップホップを踊るのだが、しまいには落ちてしまう。

　次には右の舞台だ。村人の前で魔ま術じゆつ師しが美女を消してみせようとするのに、現れたのはアレクシスだ。怒おこった魔術師との掛かけ合いになり、本物の火で追われる。そこにまた青い蝶の精が現れ、それを追ったアレクシスは中央のカーテンへと駆け込む。

　三番目は女教皇。彼女は女性の英知の象しよう徴ちようだ。硬こう質しつな美しさを持っている。アレクシスは彼女の手を取るとワルツを踊る。女教皇の白いマントの裾すそが広がり、客の目を楽しませる。




　アレクシスは踊おどった。




「アルカナの恋こい人びと」は、無む鉄てつ砲ぽうな若者から始まり、二十二の場面を繫つなげる。そして最後には「世界」となる。舞台は大きくせり上がる。アレクシスはすでに貧しい若者ではない。英知に満ち、蝶の精と同じ青い衣ころもを着ている。

　今まで舞台の中央にあるカーテンに隠かくれて見えなかった、巨きよ大だいなリースが出現する。舞台はほの暗く、そのリースはまばゆく、アレクシスはせりの上、リースの内側で、ほかの踊り手たちはリースの外で、一体となって踊った。

　照明が消えたときに、あったのはただ沈ちん黙もくだった。

　舞ぶ台たい袖そでで、寅安は手を握にぎっていた。爪つめが食い込み、血が出ていたが、気がつかなかった。

　次に、怒ど濤とうのように、歓かん声せいが起こった。

　寅安は倒たおれそうになる。舞台袖に引き上げてきたアレクシスが舞ぶ踏とう団だんの全員に、抱きつかれている。寅安もそれを見ながら手を静かに叩たたいた。

　残るはこのアンコールに応こたえるだけだ。アンコール用の衣装に着き替がえようとしたアレクシスが声をあげた。

「ジャン・ルイ？」

　彼の声に駆けつけた寅安が見たのは、片手に裁たちばさみを持ったジャン・ルイの姿だった。そしてもう片方の手にあるのは……──

　衣装だった。

　アンコールのときに備えて、用意していたものだ。ライトが映はえるよう、本物のスワロフスキービーズが一面に刺し繡しゆうしてある。

「ジャン・ルイ」

　まだ「世界」のときの衣装のままのアレクシスが、ジャン・ルイの顔と衣装を何度も見直す。

「これは、僕が着るはずだったんだ」

　ジャン・ルイは言った。

「今日、この賛辞を受けるのは僕のはずだった」

「きみは納なつ得とくして交代したはずだろう」

　アレクシスは困り果てたように、彼に手を差し出す。

「それはきみの衣装じゃない。もう私用のサイズに縫ぬい直してしまった」

　それを聞いて、ジャン・ルイはぎょっとしたように衣装を見た。そして手にしていた裁ちばさみで、詰つまった立ち襟えりから裾に向かって切り裂さいた。

「あ、あ……」

　寅安は声を漏もらす。ビーズが、床ゆかに転がった。命ある輝かがやきのように、それはこぼれ続けている。決して元には戻もどらない。

　アンコールの拍はく手しゆは続いている。客は去らない。

「それがないと出られない」

　アレクシスが一歩前に出る。

　手にしていた衣装を足あし下もとに投げ捨てると、ジャン・ルイは裁ちばさみを握り直す。

「危ない！」

　寅安はアレクシスにすがりついた。だん、と鈍にぶい音がして、自分に裁ちばさみが突つき立てられた……──と思ったのだが、痛みは感じなかった。

「うらあ！」

　低い声がした。ヴィンセントだ。ジャン・ルイは床に押さえつけられていた。上にはヴィンセントが乗っている。完全に手足をひねられているうえ、ウェイトの違ちがうヴィンセントに重しをされては、ほんの数ミリも動くことができない。

　ジャン・ルイの手から、裁ちばさみが落ちた。




　セキュリティが、ジャン・ルイを引っ立てていく。

「ヴィンセント……来てくれたんだ……」

　寅安は腰こしが抜ぬけそうになっていた。ヴィンセントはウィンクする。

「ミスター・ゲラールになにかあったらおおごとですからね。ヴィンセントはここで見守らせていただきました」

「とら、怪け我がはない？」

　アレクシスに言われてうなずく。

「よかった。でも、アンコールをどうしよう」

　アレクシスの頭にあるのはとにかくそれらしい。

「ふだんならもちろん、予備の衣装がある。だけど、今回は急ぎだったから、一着しかないんだ。このまま出るしかないかな」

　寅安は、アレクシスに言った。

「あるじゃないか。部屋で着ていたやつだ」

　アレクシスはきょとんとした。

「部屋で？」

「黒一色の、バレエタイツ」




　アレクシスが暗い舞台の中央に立つ。ライトが当たる。拍手が途と絶だえ、そして歓かん迎げいのためにまた打ち鳴らされ、静まる。

　彼は背中を客席に向けていた。

　踊り始める。即そつ興きようなのだろうか。今までとは違う、ひそやかな動きだった。すでに限界に来ていて、激しい踊りはできないのかもしれない。そう、確かにその動きは能とか日にち舞ぶの足取りに似ていた。

　彼が回りながら舞台を行くと、タトゥーの蝶も一いつ緒しよにひらひらと舞まう。

　ほうっと客席から、声が漏れるのがわかる。

　これは今まで寅安だけの秘密だった。それが暴あばかれるのは残念だ。

　だが、同時に誇ほこらしくもある。

　これが彼、アレクシス・ゲラール。

　美しく、魅み力りよく的な、踊ることを愛している男。　>>>♥

　最後にポーズを決めて微ほほ笑えんで礼をする。

　客が全員立ち上がり、そんなに叩いたら痛いだろうと憂ゆう慮りよするほどに拍手をし続けている。最前列の真ん中、オールドレディも立ち上がっている。彼女の唇くちびるが「ブラーボ」の形に動いた。アレクシスにも伝わったらしく、はっとアレクシスが唇を引き結ぶ。さらにひとつ、礼をする。




　三度のアンコールが終わったあと、幕が降りた。出演者たちが全員引き上げてきた。けれどアレクシスはまだ舞ぶ台たいの中央に立っていた。

　寅安は彼に近づいていく。

「アレクシス」

「私は、ここにいたね？」

　彼は寅安を振ふり向くとそう確かく認にんした。

「そうだ」

「ちゃんと踊った」

「うん」

「ああ！」

　彼は叫さけんだ。ひざまずき、舞台にキスをする。

「アレクシス」

「踊れた。踊れた！　なんて素す晴ばらしいんだろう」

　この日、アレクシス・ゲラールは、ダンサーとして復活を遂とげたのだ。それは彼にとって、再び生まれ落ちたに等しかった。

　彼は泣いていた。泣きながら、笑っていた。身を振り絞しぼるように、生きているのがどうしようもなく嬉うれしくてたまらないというように笑い続けていた。







　なにを、しているのだろう。

　これはご褒ほう美びなのか？

　だとしたら、どちらへの？

　部屋に帰ると、もどかしく服を脱ぬぐ。

　二人して足をもつれさせながら風ふ呂ろ場ばに行き、薔薇ばらの花弁の浮うかんだ大理石のバスタブの湯の中で、身をくねらせて互たがいの身体からだを探さぐり合った。

　ヴィンセントがきっと、早くカジノチップをすべて吐はき出して欲しいと待ちかねている。

　彼の投げ出した長い足の上にまたがるようにして、口づけを交かわす。

　寅安は、最初にアレクシスに水のペットボトルを渡わたした日のことを思い出した。

　大勝ちのあとでキスをされた。この部屋で初めてセックスした。あのときと比べて、自分たちはなんという深みに陥おちいってしまったのだろう。

「『アルカナの恋こい人びと』の成功、おめでとう。アレクシス」

「きみはやはり、幸運の女め神がみだったね」

「幸運でもなんでもない。きみが努力した結果だろう」

「でも、とら。きみがいなかったら、私はここまでたどり着けなかった」

　アレクシス。俺の恋人。この、ラスベガスだけの人。

　彼の匂においとか、肌はだの感かん触しよくとか、呼吸のリズムとか、背に回っている指の使い方とか。そのすべてに、はしたないほどに欲よく情じようしていた。

　濡ぬれた髪かみに口づけながら、そっと腰を揺ゆすると、アレクシスは寅安がなにをしたいか、察したようだった。二人分のペニスを彼が握にぎり込む。その輪の中を出入りさせる。段差がすれ違うたびに熱が高まる。

「ん……！」

　ふたり同時に吐と精せいした。ぼうっと、残ざん滓しが吸い出されていくのを見守った。自分たちが出したものは排はい水すいされ、新しい湯と入れかわる。

「あっつい」

「私もだ」

　湯から上がって身体を拭ふくと、ベッドにダイブする。

　子供がじゃれるみたいに、二人してベッドの上で何度か上下入れかわるようにして抱だき合う。そのうち、しっくりくる位置を見つけ、二人の足を互い違いにして、アレクシスが上になった。彼の左の腿ももが、自分のペニスにふれている。

　キスをする。

　口づけは深くなり、互いの舌を絡からめ合う。彼の手が脇わきをくすぐるように撫なでていく。寅安は掠かすれた息を漏もらした。首筋に唇がつけられた。

「もっと強くしてもいい」

「痕あとをつけるのを、いやがっていたのに？」

「今は、そうして欲しい気分なんだ」

　音がするほどに強く鎖さ骨こつあたりを吸われた。きっと痕になっている。

「私のものだね」

「ああ」

「愛してる」

「俺もだ」

　彼の身体が下に降りていく。半分勃たち上がったそこを舐なめ上げられる。

　アレクシスの右の腿を摑つかんだ。

「アレクシスのも舐めさせて欲しい」

「うん」

　横になり、アレクシスのペニスを口に含ふくんだ。アレクシスも寅安のものを口にしている。シックスナインの体勢だ。反り返ったペニスの先せん端たんの腹側を舐められると、アレクシスのものを含む唇が震ふるえそうになる。自分の先端からはきっと苦い液がにじんでいることだろう。この、彼のペニスと同じように。

「あ、あ」

　腹の中がずきずきしている。痛いのではない。飢うえているのだ。

「もう、欲しい。欲しくてたまらない」

　寅安は自ら、ゴムをつけさせた彼の上にまたがった。自分の受け入れ口が、彼のペニスを吞のみ込んでいくのを見せつける。

「とら」

　苦しげな声で彼は言った。

「いけない子だ。こんなことまで覚えて」

「アレクシスが悪いんだ。俺を、こうしたのはきみだ」

　すねたような物言いに、彼が笑いながら突つき上げてくる。

「それは嬉しいね」

　寅安は膝ひざを使ってベッドではねた。スプリングの利きいたベッドはトランポリンのように自分たちの身体をはずませて、そのたびに不安定に彼のペニスが寅安の身体の中で暴れた。

「とら。寅安」

「アレクシス」

　手を伸のばして指を絡める。今、繫つながっている箇か所しよよりも、むしろ手から快感が襲おそいかかってくる。くん、と、体内が絞られるのを感じた。

「あああっ！」　>>>♥

　恐おそろしいまでに一息に、絶頂に連れて行かれ、意味ないことをわめきそうになる。

「あ、あ、や……」

　まだ落ちない。まだ身体が頂点を極きわめている。名残なごり惜おしげに、貪どん婪らんに、味わい続けている。もう二度と来ない場所で、足をとどめ、周囲を目に焼き付けるがごとくに。

「ふう……」

　しかし、緩ゆるやかにエクスタシーは去り、そこに残っているのは自分とアレクシス、二つの身体だけになった。

　息が落ち着いてくると、プールの様子がいつもと違ちがっていることに気がついた。身体をぬぐい、窓から外を見る。ライトアップされたプールに水すい紋もんができている。

「雨だ」

「ああ、雨だね。とら」

　アレクシスが隣となりに並ぶ。

　ラスベガスに雨は珍めずらしい。

「おいでよ、とら。雨の音を聞きに行こう」

　アレクシスが頭からシーツをかぶって誘いざなう。二人して、裸ら体たいのままでプールサイドに出た。雨はこの街すべてに降っている。このカジノホテルにも。周辺の砂さ漠ばくにさえ。

「俺の国では、雨が一年中ふっているんだ」

　寅安は日本のことを話し出す。

「一年中？」

「ああ。六月になると、梅雨つゆといって一ヶ月以上雨が続くし、夏には夕立が来る。だから、雨のことをこんなふうに感じることがあるとは思わなかった。とてもすてきだ」

「それはきっと、私と一いつ緒しよだからだね」

　そう言ってこちらを見る彼の目の中心は、やはり輝かがやいていて、こんな美しい目の持ち主に出会うことは二度とないのだと思うと、切なくて、泣けてきそうになった。

　ストリップは今日だって、爆ばく音おんをとどろかせて車が走り回っている。下のカジノでは、客が血ち眼まなこになってプラスチックのチップを賭かけている。高く掲かかげられた賞品の車を見ながら、スロットを回す人たち。網あみタイツで腰こしを振ふりながら飲み物を運ぶカクテルウェイトレス。一文無しになって絶望する者、アレクシスのように一夜にして数千万ドルを手にする者。町中の教会では、軽はずみなカップルが結けつ婚こん式を挙げ、市役所では離り婚こんの届け出がされ、そんなふうに続いていく。どんな人間たちの上にも、雨は降り注ぎ、地面を濡らしていく。このラスベガスの中でこのシーツの下だけは、厳げん粛しゆくで、静かで、暖かい。

　部屋の中ではしきりと寅安の携けい帯たいの着信ランプが明めい滅めつしていた。きっとヴィンセントだろう。

「カジノホストがじれている」

　そうだね、とアレクシスはぼやいた。

「行ってくるよ。行きたくないけれど。ここで、待っててくれる？」

「ああ」

「一緒に来て欲しいけど、そうしたら、きっと私はまた勝ってしまうから」

「そうだな。俺はアレクシスの勝利の女め神がみだからな」

　言いながら、彼の頰ほおにふれた。

「だから、早く帰ってきてくれ」

「うん、すぐに」

　アレクシスは、手早く服をまとうと、手を振ってプレミアムスイートを出て行く。寅安はシーツをまとったまま、やはり手を振って彼を見送った。ドアが閉まったとたんに、行動を開始する。シャワーを浴びて、着き替がえる。この部屋の執しつ事じが、寅安のパスポートを持ってきた。それを手にブリランテの廊ろう下かを行き、エレベーターに乗る。表おもて玄げん関かんから出ると、すでにリムジンが待ち構えていた。

　寅安が乗ったとたんに、リムジンは走り出す。携帯電話が鳴った。ヴィンセントからだ。

　まずは報告する。

「リムジンに乗ったよ。空港に向かっている。……タクシーでよかったのに」

『それしかなかったんだ。文句を言わないでくれ。ちなみに飛行機もチケットがとれなかったから、ロサンゼルスまではうちのプライベートジェットだ』

「最悪だな」

『旅を楽しんでくれ。とらの協力へのささやかなお礼の気持ちだよ。ジャン・ルイは僕の部屋でおとなしくしてもらっている。警察を呼ばなくてもいいのか？』

「うん。アレクシスもできるだけ穏おん便びんにしたいと言ってた。気持ちはわかるって」

『そうか。こちらとしても警察沙ざ汰たにしないのはありがたい。とら、ミスター・ゲラールはもうカジノチップをずいぶん使った。上るときには時間がかかるが、下りはあっという間だな』

「そういうもんだ」

『プレミアムスイートから、とらの荷物を運び出し終わった。必要なものはすべて日本の指定の住所に送るように手配したよ。いいのかい、とら？』

「なにがだ？」

『僕はきみに頼たのまれたとおり、彼にこう伝える。とらがあなたに抱だかれたのは、日本にいる恋こい人びとを助けるためだったのだと。それでいいんだな？　ほんとうに？』

　寅安はおかしくなる。

「だってそのとおりなんだから、いいも悪いもないだろう」

　ただ、ほんの少し黙だまっていることがあるだけだ。

『今なら間に合う。リムジンをこちらに向けさせることができる』

　寅安は想像した。

　このままリムジンをブリランテに返す。急げば、彼がプレミアムスイートに帰ってくるのに間に合うだろう。アレクシスをこの腕うでに抱き留めて、お疲つかれさまを言ってやる。二人して、携帯の電話番号を交こう換かんしよう。アレクシスはブリランテのほかの部屋に移る。俺は元のピットマネージャーの係に戻もどり、ときおり彼の部屋を訪おとずれる。そして、彼はラスベガスから旅立っていき……──

　だめだ。二人の未来が想像できない。この恋こいはラスベガスに置いていくしかない。

「いや、いいんだ」

　ようやくそう返事をすることができた。ああ、とヴィンセントが声をあげた。

『彼のゲームが終わった。すべてなくして、こちらに向かってくる。じゃあ、元気で』

「ああ、今までありがとう。ヴィンセント」

　携帯を切ったとたんに、サリーから電話が入った。

「はい」

『見たわよ、アレクシスの舞ぶ台たい』

「どうだった？」

『ほんとにすてきだった！　もう、アンコールの踊おどりがセクシーでたまらなかったわ。そう伝えておいてくれる？』

「それは無理かな」

『どうして？』

「サリー、俺はもうブリランテに帰らないんだ」

『ちょっと、とら、どういうつもり？　とら？　アレクシスはどうするの？　愛してるんじゃないの？』

「ああ、愛している。だけど、置いていくよ。ラスベガスのことはラスベガスに」

『どこに行くの？　私にも教えないの？』

「ごめん、サリー。ラスベガスではありがとう。この携帯ももう数時間で使えなくなるんだ。ほんとに、ありがとう」

　電話を切り、電源を落とした。

　アレクシスは部屋に戻っただろうか。寅安がいないことに気がついて、あの部屋のあちこちを見ているだろうか。ただ、ひとつだけ、カウンターの上に残してきたものがある。ブリランテで買った土産みやげ物のミニチュアバスだ。横にはこう書いてある。


「WELCOME TO FABULOUS LAS VEGAS（素す晴ばらしきラスベガスへようこそ）」



　リムジンの窓ガラスを雨の粒つぶが滑すべっていく。けばけばしいイルミネーションをはじいて光る。ピンク、緑、黄色。まるでキャンディのようだ。

　さよならと、ちゃんと言えればよかったのに。それほどに強い自分であればよかったのに。

　だが、それはできなかった。

　ここに帰れば、いつでもアレクシスがいる。俺を愛してくれている。そんな幻げん想そうを捨てることができない。愚おろかな俺を笑ってくれ。おまえに感謝する。俺を愛してくれたからじゃない。そうではない。俺が、こんなにも人を愛することができることを、おまえが教えてくれたからだ。

　ここから去っても、ずっと思いはここに残る。ここ、ラスベガスに。




　──ラスベガスのことはラスベガスに。




　ラスベガスで起こることは、ラスベガスにとどまる。

　そう、永遠に。







　あれから。

　急きゆう遽きよ、ラスベガスから帰国したにもかかわらず、ヴィンセントのいかなる魔ま法ほうか、上司の武藤は淡たん々たんと寅安を受け入れた。どこか煙けむたがられているような感じはずっと続いていたけれど。いや、むしろ、恐おそれられているような雰ふん囲い気きだった。

　仕事先は霞ヶ関に戻り、中央官庁の経理という言わば出世コースに乗った。おそらくは次の春には辞令が出て係長に昇しよう進しんするだろうと噂うわさされている。このままいけば政治の中ちゆう枢すうに食い込むことだろうし、望めば民間の会社に好条件で転職することもできるだろう。

　けれど、それらに意味があるとは思えなくなっていた。しきりと武藤以外の上司に結けつ婚こんを打だ診しんされるというのも地味にきつかった。昔ほどではないが、今でも結婚して一人前という風潮が官公庁の中にはあり、同どう僚りよう女性、もしくは上司の娘むすめとの結婚がなんと言っても無難であり、確実だ。

　たまに実家に帰ればまた、親が山ほど見合いの話を持ってくる。

　一度、自分はラスベガスで自由を知った。あそこでは身分を偽いつわっていたかもしれないが、誰だれも、結婚しないと一人前じゃないと言ってきたりしなかった。自分がアレクシスとつきあいだしても受け入れられていた。たとえ、人前で男の恋人とキスをしてもおよそ無関心で、たまに観光客が物もの珍めずらしげに見るくらいのものだった。

「ラスベガスに行ってから、おまえは変わったな」

　あきれたように同僚に言われたが、ラスベガスは、確かに自分を変えてしまった。

　あんなに勉強して、国家公務員になったんじゃないか。慎しん重ちように泳ぎ回って、ようやく上に行けることが確定したんじゃないか。それなのに、ここはあまりに窮きゆう屈くつすぎる。いっそカミングアウトしてしまおうかとさえ思ったが、その瞬しゆん間かんに、職場でも実家でも居場所がなくなるのは目に見えていた。

　残業後にタクシーに乗り、官舎に帰宅途と中ちゆうに外を見る。今日は雨じゃないんだなと考えている。このまま、ずっとこうして生きていくのか。自分を偽り、新しい家庭を作ることもなく、ただ幾いくばくかの金と権力だけが残る。

　……──虚むなしい。

　ひどく虚しかった。

　そう思ってしまったらだめだった。

　人とふれあう仕事がしたかった。仕事の上で腹を探さぐり合ったりするのではない、もっと違ちがうやり方で。

　一週間、考え抜ぬいた末に辞表を提出した。武藤には止められたが、決心は翻ひるがえらなかった。親には辞やめてから報告したのだが、ついでに自分が今でも男が好きで、ラスベガスでは男とつきあっていたと言ったらあっさり縁えんを切ると言ってきたので、ありがたくそうすることにした。

　退職してから、寅安は鍼しん灸きゆうの学校に通い始めた。こつこつと勉強することには慣れている。人の身体からだの精せい緻ちさと、絶ぜつ妙みようなバランス。すべてはひとつに繫つながっていることを学ぶのは楽しかった。適性もあったのだろう。成績はよく、講師に来ていた鍼灸院長に、一いつ緒しよにやらないかとスカウトされたのは幸運だった。

　新しい生き方を、寅安は始めた。







　数年後。

　東京。日につ暮ぽ里り。

　裏通りにある、古びた二階建てのビル。その一階には鍼灸院が入っている。その院は、鍼灸の地区会長をつとめる大先生と、腕うでのいい若先生が二人で経営している。

　看板には大先生の名前の下に「片桐寅安」と書いてあった。







　学校を卒業後、いきなり鍼灸院で患かん者じやさんに接するなんてつとまるかと寅安は心配していたのだが、自分は思っていたよりもずっと人間というものが好きらしい。大先生のアドバイスもあって、なんとかやれている。

　寅安は、自分からは話さないが、聞かれたらゲイであることを否定はしない。大先生もそれは容よう認にんしてくれている。客同士の間で噂はあっという間に広がって、「イケメンだしさわり方がいやらしくないところがいい」と女性客が増え、院は繁はん盛じようしている。

　鍼灸は勉強すればするほどさらに奥が深く、自分のアパートには帰らないで診しん療りよう室に泊とまって本を読み漁あさる日が続いている。







「ねえ、先生。ここに寝ね泊とまりしてるってほんとう？　身体に悪いよ」

　そう言って心配してくれたのは、施せ術じゆつ台に横になっている常連の若い女性客だ。名前は村むら山やま。この近くに会社があって、「私、生理前になると腰こしが痛くってえ」と月に一回通ってくる。

　彼女の服をめくりながら寅安は答えた。

「平気だよ。ちゃんと寝ねてるから」

「寝てるって施術台にじゃないでしょうね」

「この台じゃ寝てないよ。奥の簡易ベッドだから大だい丈じよう夫ぶ」

「大丈夫じゃないよー」

　寅安は指先で、彼女の腰のこりを確かく認にんする。

「家に帰るより、寝る時間がとれるからいいんだ」

「もう、先生、せっかくイケメンなのに。彼氏、いないの？　私の知り合いにも男が好きって子がいるから紹しよう介かいしようか？」

　邪じや気きのない申し出に笑ってしまう。

「いいよ。遠えん慮りよする」

「えー。けっこういい顔してんだけどな、その子も」

　けれど、俺のアレクシスほどきれいな男は、そうはいるまい。

「恋こい人びとは、いるから」

　そう言うと、村山は振ふり返ってきた。

「うそ！」

「危ないから動かないで。まだ鍼はりを刺さしていなかったからいいようなものの」

「だってー。聞きたいー」

　鍼を選ぶ。現在使用しているのは、使い捨ての鍼なので、衛生的かつ安全だ。

「俺の恋人は、金きん髪ぱつに緑の目だ」

「外人さんなの？」

「そう」

「どんな人？」

「ものすごい美形だ。そして優やさしい。人を楽しませることが好きだ。努力家でどんな苦労もいとわない」

「えー。いいなー。一緒に住んでるの？」

「いや。彼はラスベガスにいる」

「ラスベガス？」

「ああ」

「なにそれ。金髪に緑の目でラスベガス住まいって」

　彼女は寅安の言葉を冗じよう談だんだと受け取ったらしい。熱が急速にさめている。

「アレクシス・ゲラールじゃあるまいし」

　その名前を聞いて、もうちょっとで鍼を違うところに打つところだった。彼女がまったく気がついていないようで幸いだった。

　息を整え、きちんとツボに鍼を刺す。

「アレクシス・ゲラールって有名なの？」

　声に動どう揺ようが出ないように注意しながら話をする。

「えー、先生、知らないの？　最近、テレビでちょくちょく宣伝してるじゃない。日本公演やるって」

「そうなんだ」

「私もチケット取ったんだけど、二階席や三階席ばっかり。近くで見たかったのになー」

「そんなに何回も観みなくても」

　彼女は動こうとして、鍼が刺さっていることを思い出したのか、止まった。

「だってすごいんだよ。『アクアヴィータ』って『生命の水』って意味らしいんだけど、舞ぶ台たいが水であふれててね。もう、全部みごとなんだけど、最後の演目で、上半身裸はだかで踊おどるところとか、サイコーにいいんだから」

「上半身、裸？」

「あ、先生、興味あるんだ」

　村山はおかしな意味に取ったようだった。

「あのね、アレクシスの背中の右下には青い蝶ちようのタトゥーがあるの。踊ると、それがステージを舞まっているみたいに見えるの。もちろん、遠くからだと肉眼ではよく見えないんだけど、そのシーンになると正面モニターに踊るところが映し出されるわけ」

「そう」

　アレクシスが日本にいる。

　こんなに近くに。

　舞台に行けば、彼のあのモルフォ蝶のタトゥーを見ることができる。

　ベッドをともにしたあと、見つめたあの青い蝶。




　仕事が終わってから、鍼灸院の片かた隅すみで彼のことを検けん索さくしてみた。「アレクシス・ゲラール」と彼の名前を入力するだけで、手指がときめくのを感じる。懐なつかしい名前。懐かしい人。

　ずらりと今の彼の写真が出てきた。あの頃ころと変わらない。いや、今のほうが精せい悍かんさときらめきを増してさえいる。

　公演と自分の休みが合うのは一日だけだ。どうしよう。







　劇場は、日本有数の繁はん華か街がいを抱かかえる駅にあった。しかし、チケット売り場には『「アクアヴィータ」の当日券はありません』という、冷れい酷こくな表示がしてあるだけだった。

　寅安同様、行けばどうにかなるのではないかと思った女性たちが「えー、がっかりー」「ちょっとは出してくれればいいのに」と会話しながら離はなれていく。寅安は肩かたを落とす。表に目を遣やると、雲行きが怪あやしい。今しも雨になりそうだ。

　縁えんがなかったのだ。やはりあれは、ラスベガスだけのことだったのだ。そう思い切ると楽になった。

　寅安は帰き途とにつこうとしたのだが、声をかけられた。

「先生？」

　自分にこの公演を知らせた当人、村山がそこにいた。鍼しん灸きゆう院に来るときとは違ちがって、ずいぶんとお洒しや落れをしている。スカートにパンプス。ちいさなバッグ。

「先生、アレクシス・ゲラールを見に来たんですか？　あ、もしかして、私が言ったから？」

「ああ、まあ」

　そう言葉を濁にごす。

「でも、チケットが手に入らなかったから、もういいよ。村山さんは楽しんできて」

　そう言って行きかけたが、彼女が袖そで口ぐちを摑つかんできた。

「え、なに？」

「私。私、あります。チケット。三階席だけど、その階では最前列です」

　そう言うと彼女はバッグからそのチケットを取りだして目の前にかざして見せた。

　幸運の女め神がみの力は、まだ残っていたらしい。

「友達と待ち合わせていたんですけど、来られなくなったってさっき連れん絡らくがあって。いつもそういうことするんで、どうしようと思っていたんですけど。チケット、先生が引き取ってくれるととっても助かります」

　助かるのは、こっちのほうだ。

「遠慮なく、使わせてもらう」

　そう言って寅安は、そのチケットを彼女の手から受け取った。

　収容人数が二千人近いホールだ。その三階席ともなると、舞台ははるか遠く。人の顔さえ定さだかではない。村山が貸してくれたオペラグラスがなかったら、とても人を見分けることができなかったに違いない。

　こんな席からなのに。いや、だからこそ。アレクシスが、ラスベガスで自分といたときよりももっと、研とぎ澄すまされ、色いろ香かを放っているのがわかった。その動きの見事さは、こんな遠くの席にさえ、伝わってきた。

　ぽんと、いとも軽かろやかに宙返りをしてみせさえした。

　アレクシス。きっときみは、あれから毎日、汗あせを流して練習をしたんだな。こわばった太ふと腿ももが、きみの情熱に負けて動き出すまで、粘ねばり強く。

　皆みなに伝えたい。彼は自分の恋人だ。

　彼はラスベガスの、俺の恋人だ。




　最後の演目になった。

「もう、先生、きっと惚ほれちゃいますよ。見ててください」

　村山がささやいてきた。

　会場内正面にあるモニターに彼の姿が映る。

　最さい新しん鋭えいの設備を備えているこの劇場は、雨を降らせることができる。雨の精である彼が、雨の中を踊る。

　きっと衣装はしっとりと濡ぬれ、彼は重みを感じているのだろうに、そんなことなど気にもとめないかのように、いっそ重力などないかのように、雨のたまったホールの床ゆかを、沈しずみ込むことなく、はねていく。さながら、人ならぬもののようだ。

　踊りやめた彼は両手を差し出した。そこに一筋の光が当たる。

　寅安は直感した。これはあの日の雨だ。あのときの、ラスベガスの、彼と見た雨。

　笑い合って抱だき合った。シーツの下の自分たち。

「先生？　え、どうしたの？」

　泣いている自分を彼女に見られてしまった。うつむき、ハンカチでぬぐう。

「いや、あまりに素す晴ばらしくて」

「でしょー」

　彼女が再び演目に夢中になってくれたのは幸いだった。この目から、涙なみだは落ち続け、止まってくれなかったから。

　アレクシス。明るくてまっすぐで、踊ることが大好きなきみ。きみの心に、あのひとときはまだ生きている。

　初はつ恋こいのあのとき、ふられたことがつらかったのではない。あんなにも純じゆん粋すいに思った心を否定されたこと。そのことこそが、自分にとって苦痛だったのだ。だが、きみは違う。きみの中には、今もきちんと、あのときが、愛し合った時間が、生きているのだ。

　それだけで、いい。

　幕が下り、寅安は背を椅い子すに預けた。

「ごめん、村山さん。びっくりさせて」

「わかりますよ。この演目、『慈じ雨う』ってタイトルなんですけど、ほんと、そんな感じ。ここまで温かい雨が降ってきて、雨とか嫌きらいですけど、いいなって思えてきちゃう」

「うん。うん、そうだね」

　ふっと、今日、帰るときに雨は降っているだろうかと考えた。傘かさを持ってくるのを忘れたな。

　そう考えたときに、再びホール内の照明が落とされた。

「来ます。来ますよ」

　隣となりでは、村山がやたら興奮している。自分のうしろの席の人たちも、そわそわと落ち着かない。三階上から、スポットライトが落ちた。幕の前に、アレクシスがせり上がってくる。彼は、白い羽根をつけていた。羽根にはビーズをつけているのだろうか。それがきらきらと光っている。

　彼は、身を浮うかせた。フライングだ。そのまま、二階を右から左に横切っていく。二階席から、悲鳴に似た歓かん喜きの声が上がった。それから、彼はさらにせり上がってくる。寅安は腰こしを浮かせた。なんとか席から立ち去ろうとした。

「先生、あともうちょっとだから、男子トイレはそんなに混こまないから、座っててください」

　村山に叱しつ咤たされたそのときに、目の前にまばゆく照らし出された彼が来た。照明が当たっているときには、こちら側はあまり見えないと聞いた。だから、きっとわからない。わからないに違いない。こんな、立ち上がりかけている、みっともない状じよう況きようであっても。

　そう思ったのに、彼が唇くちびるを開いた。目がこちらを見た。三階の最前列だったから、それがとてもよく見えた。

　彼の緑の目。中に至るほどにまばゆく光が輝かがやく。彼もまた、こちらを見つめていた。

　愛は。

　なぜ、わかってしまうのだろう。

　こうして、目を合わせただけで、どうして通じ合ってしまうのだろう。きみが俺を愛していることも。俺が今も未練たらしくきみを思っていることも。

　こんなにも長く隔へだてて、もう埋うもれたとばかり思っていたものが、砂さ漠ばくの中、突とつ如じよ湧わき出した泉のように、あっという間に心を満たしてしまう。

　驚おどろいた拍ひよう子しに、アレクシスのバランスが崩くずれたのだろう。後ろ向きに倒たおれ、三階の客がこんどこそ、悲鳴を上げる。彼はなにごともなかったように、その腹筋でくるりと一周して、空中にとどまった。彼はこちらを見つめていた。微ほほ笑えんでいた。

　膝ひざが崩れる。そのまま寅安は彼を見つめていた。




　公演終しゆう了りよう後、寅安は一刻も早く帰ろうとした。

「ねえ、ねえ、先生」

　しきりと村山が寅安の袖そでを引っ張ってくる。

「なんか言ってる。呼び出してるよ」

　わかっている。さきほどから劇場内には放送がかかっている。

『片桐寅安様、片桐寅安様、大至急係員にお申し出ください』

「これ、先生でしょ」

「違う」

「だって、寅安って」

「同どう姓せい同名だ」

「いや、絶対そうでしょ。私、生まれてこの方、寅安って名前の人に会ったことないよ」

「じゃあ、なんかの間ま違ちがい」

　言い放って外に出る。村山とははぐれてしまったが、しかたない。いつか鍼しん灸きゆう院に来たときに、チケット代を渡わたそう。雨が降り出していたので、表に待っていたタクシーに乗る。

　こちらの雨は、珍めずらしいものではない。それなのに、この雨は寅安に、あのラスベガスを出た夜を思い起こさせた。

　大切なものを、いや、大切だからこそ、あの場所に置いてきた。

　ああ、ヴィンセント。悔くやしいけれど、おまえの言ったことは当たっている。俺は薄はく情じようにはなれない。むしろ心残りばかりで、いつまでも引きずり続けている。

　鍼灸院について、タクシーの運転手に金を払はらう。まとわりつく雨を振ふり払い、中に入る。そこで、今日のことを反はん芻すうする。

　アレクシスのあの目が自分を見たこと、微笑みかけてくれたこと。

　幸せだ。

　久しく彼に飢うえていたことを知る。それが与あたえられたことを感じる。

　どのくらい時間が経たったのだろう。

　とん、とん、とん。

　チャイムがあるのに、ためらいがちにノックがされた。

　まさか。息を殺す。もう一度、今度は、確かに。

　インターフォンがあるにもかかわらず、寅安は通用口に立った。

「誰だれ？」

「とら」

　この声を忘れるわけがない。自分を呼ぶ名前の音をわからなくなるはずがない。

「アレクシス……」

「とら？」

　入れてくれないの、というように、彼の声が優やさしく自分を呼ぶ。今、このドアを経て、空気を震ふるわせ、自分の中に入り込んでくる。

「とら」

「どうやってここがわかったんだ？」

　久しぶりに口にする英語は、たどたどしいものになった。アレクシスは、「村山さんに聞いたんだ。きみは今、鍼はりの先生なんだって？」そう言って、さらに重ねる。

「とら。私をこのまま帰すの？　きみに会いに来たのに？　ほら、雨が降っている。あのときと同じだ」

　きっと今日が雨じゃなかったら。こんなに気持ちが立ち騒さわいでいなかったら。ドアをあけなかっただろう。

　雨が降っているから。そう言い訳をして、鍵かぎを外してドアノブを回した。

　懐なつかしい匂においがした。花の香かおり。さらには日本の雨の匂いが、混じっている。

「アレクシス」

　そこに彼がいた。

　彼の目が自分を見ている。彼の手が肩かたにふれ、もう片方の手が背に回り、自分を抱だき寄せた。そっと、そっと。さながらメレンゲ菓が子しを扱あつかうような、手つき。

　この抱き方だ。この感かん触しよくだ。

　すぐ近くになるまで、ずっと目を合わせたままで、唇のふれるそのときにようやく閉じた。

　唇が触ふれ合っている。彼の体温を感じている。舌先が自分の唇を割ろうとしている。中に入れてと愛らしく頼たのんでいる。

　正気に返り、寅安はそっと彼の肩を押した。

「だめだ」

「どうして？」

「アレクシス。俺の恋こいはラスベガスに置いてきたんだ。ここは違ちがう」

「そう言うと思った。きみは、頑がん固こだから」

　彼がポケットから出したものに寅安は気がついた。両手に乗るほどの大きさのミニチュアバス。さらに横には「素す晴ばらしきラスベガスへようこそ」と書いてある。

　そのバスには見覚えがあった。

　寅安がラスベガスのホテル・ブリランテ、あのプールつきのプレミアムスイートに、最後にひとつだけ、残してきたものだ。

「これでいいだろう、とら。ここはラスベガスだ」

　取り戻もどそう、と彼は言った。

「とら。私はきみを離はなすことはできない。きみを忘れることはできない。今日、再会してわかったんだ。わざわざ来てくれたんだろう？　私のために」

「たまたまだ。村山さんが、チケットが余っていて、どうしても行ってくれと言うから」

　おや？　と彼は嬉うれしそうな顔をした。

「私はちゃんと彼女と話をしたんだよ。彼女はそうは言っていなかったけどね。とらが当日券を探しにここに来ていたって。必死な顔をしていたと証言してくれたよ」

　寅安は舌打ちをする。

「私は嬉しかったよ。ねえ、教えて。今もラスベガスにいる、金きん髪ぱつに緑の目の恋こい人びとって誰？　それが私だったら、とても嬉しいんだけど」

　アレクシスはそう穏おだやかに告げる。

　今見ている彼は、ラスベガスにいた頃ころよりもずっとおとなびていた。あの頃よりもはるかに静かで、広くて、それなのに深い情熱を抱かかえている。水にたとえれば雨ではない。大きな湖のようで、彼の目を見てしまうと、溺おぼれるしかなくなってしまう。

「会いたかった？」

　彼が小さな声で聞く。

「……うん」

　いいのだ。ここはラスベガスだから。あの、小さなバスのおもちゃ、ラスベガスの土産みやげ物のバスが、自分たちをラスベガスに戻しているから。

「アレクシスのことが、好きだった。俺も。ずっと」

「うん」

　彼が、こめかみに、キスをした。　>>>♥

「恋しかった。好きで好きで、自分でもどうしようもなかった。だけど、あれは、ラスベガスだけのものだ。だって俺は、カジノのピットマネージャーだ。いや、本当はピットマネージャーでさえない。日本の公務員だったんだ。アレクシスの周りには、ダンサーとか、モデルとか、そんな人がいくらでもいる。隣となりにいるだけで、新聞の社交欄らんを賑にぎわせるような人たちばかりだ。俺とアレクシスが恋をできるところなんて、ラスベガスぐらいしかないじゃないか」

「私は、そう思わないけど」

　そう言いながら、唇くちびるは、額をかすめる。じわじわと、優しくふれながら、アレクシスは寅安の中の欲よく望ぼうを引き出していく。

　久しく誰にもふれていなかった。この身体からだは飢えていて、しかもアレクシスだから、すでに腰こしが悶もだえ始めている。

「アレクシス」

「うん？」

　彼のほうはどうなんだろう。この何年かの間、彼になにもなかったなんて、そんなことは信じられない。去って行ったのは自分なのに、こうしていると、急に彼の存在は現実となり、いろんな感情が渦うず巻まきはじめる。独どく占せん欲よく、嫉しつ妬と、そして欲よく情じよう。

「ここには施せ術じゆつ用の台と簡易ベッドしかないんだ」

「うん」

「二人には狭せますぎる」

「そうだね」

「だから、アレクシスの泊とまっているホテルに、行きたい」

「いいよ。でも、パスポートは忘れないで。ラスベガスに行くんだから」

　寅安は笑う。

「わかったよ」




　アレクシスは部屋を劇場近くのホテルのスイートにとっていた。

　自分がお菓子になった気がするのは、アレクシスがおいしそうに舐なめるからだ。頰ほおを、指先を、膝ひざの上まで。

　そのあいだにも柔やわらかい指先が身体をくすぐるように愛あい撫ぶするものだから、久しぶりの逢おう瀬せにこわばっていた身体はほぐれて、ベッドの上で弛し緩かんしていく。

　アレクシスがちゅっと高い音を立てて、膝の内側にキスをした。

「あ」

　そこに赤い花がつく。

「キスマーク」

「ここならいいよね。誰も見ないもの」

　彼はにこにこしながら、嬉しそうにその痕あとを見た。

「とら、足を開いて」

　寅安は、彼に操あやつられるみたいに、自分で膝裏に手を当てて足を広げた。明るいところで、なんてかっこうをしているのだろうと彼から目を逸そらす。

「きみは、日本の恋人のところに帰ったのだとばかり思っていた」

「安達のことか」

　寅安は笑った。

「今は、別になんとも思っていないよ」

「心から？　噓うそはもうつかないで」

「うん、心から」

　じつは、一度だけ、安達を偶ぐう然ぜん見かけたことがあったのだ。ベビーカーを押している妻と一いつ緒しよだった。寅安に気がついた彼は、顔色を変え、罪人のようにうつむいた。安達は実際よりもずいぶんと年を取っているように見えた。そして寅安は、彼を見ても、愛情はもちろんのこと、怒いかりも憐れん憫びんも、もはや涌わいてこないことに気がついたのだった。

「俺には、アレクシスだけだ」

　アレクシスの唇が、際きわどいところにふってくる。緩ゆるやかに内うち腿ももをさまよい、ついには自分の性器の先せん端たんにふれる。くん、と身体がそった。波がひとつ、大きく自分の身体を通り過ぎ、ペニスは張り詰つめて彼の口に出してしまいそうになる。

「あ、あ、だめ」

「なにがだめ？」

　アレクシスがからかうにしては真しん剣けんな口調でそう言って、さらに先端を深くくわえ込んだ。彼の指が、あのふわりとしたさわり方をする指が、ペニスの幹をくすぐっている。そのことに歓かん喜きして、寅安はただただ、身をよじる。指でシーツが皺しわになり、さらにねじられ、渦巻きの形を作る。

　ふいに彼の指が、自分のペニスの根元を、しごくようにきつく絞しぼった。それと同時に吸い上げられ、口中に精を放ってしまう。

「ふ、あ……」

　彼の口の端はしから、自分の精がしたたっている。それを彼が舌を出して舐めた。

「おいしい」

　にこやかに言われて、立つ瀬せがない。

「そんなわけがないだろう」

「愛が味を変えるんだよ。とーら」

　まるで歌うようにアレクシスは言った。

「とーら、とら、とら」

「そんな呼び方をされると、なんだか猫ねこになった気がする」

「猫？」

「そうだ。こちらでは、猫によく『とら』ってつけるんだ」

「なるほど」

　アレクシスは寅安の顎あごを、下からすくい上げた。彼の指は湿しめっていて、爪つめの先が心ここ地ちよく、顎の皮ひ膚ふをじんじんさせた。

「アレクシス」

「ん？」

　さりさりと、ほんとに猫を撫なでるみたいに顎を撫で上げられる。

「アレクシース！」

　寅安は切せつ羽ぱ詰つまった声になっている。アレクシスのペニスは張り詰め、いとおしそうにこちらを見つめているのに、彼が涼すずしい顔をしているのが気にくわない。

「俺のことを、求めて」

　彼のペニスに指でふれて、自分の入り口に導く。

「ここに挿いれて」

「いいの？　とら」

「いいから。きて」

　とらはいい子だね、そう言ってアレクシスは顎先をひと舐めした。

　長く性せい行こう為いには使っていなかったその箇か所しよは、開くまでに時間がかかった。アレクシスのペニスはちょっとだけ侵しん入にゆうを試みて、すぐに引かれる。

　彼の指同様、じれったくてもどかしい。けれど、アレクシスはこう言った。

「とらのここに、私のペニスの形を思い出させてあげているところだよ」

「そんなの、忘れたことなんてない」

「愛いとしいとら。嬉うれしいよ」

　でも、と彼は言った。

「ちゃんと、身体にもわからせてあげないとね。恐こわがらせたくないんだよ」

　寅安は彼の腰に手をやる。上に滑すべらす。この手の下に、たぶん彼のタトゥーがある。さらに上。肩けん甲こう骨こつを確かめる。

　アレクシスの身体からだが動いている。筋肉が使われている。自分のため、この身体に押し入るために。

「とら」

　優やさしく呼ばれて、身体のこわばりがほぐれるのを感じた。同時に、アレクシスが深いところまで入ってくる。

「ふ、あ」

　一息に高みに連れて行かれる。

「ああ、もう」

　アレクシスが寅安の身体を揺ゆさぶっている。挿れられてからずっと絶頂が続いている。嬉しくて身体が震ふるえている。

　呼吸が泣いているように感じられる。快楽が強すぎて、息をすることさえ困難だ。

「いい、すごく」

　死んでもいい。心の底からそう思った。

　この愛のために、このまま死んでしまってもいい。

　もう離はなしたくない。巡めぐり合ってしまったら、手放せない。俺のこの身体も、こころも、すべてはアレクシス、おまえを愛するためにある。

　体内でアレクシスのペニスがはじける。燃料が尽つきるように寅安の力が抜ぬける。

　セックスのあとに訪おとずれたのは、深い眠ねむり。

　話しかけられ、抱だき起こされた気がした。

　なんだよ、アレクシス。もう起きないとだめなのか？

　──歩いて、とら。ほら、ラスベガスに行くんだから。

　とても気持ちがいいんだ。このままにしておいて。

　せめて、もう少しは。







　振しん動どうが伝わってくる。

「ん？」

　目をあける。

　ここはどこなんだろう。寅安は記き憶おくを辿たどる。

　昨日いたホテルではない。ベッドは快適ではあるが簡素で、室内もコンパクトにまとめられている。天てん井じようが斜ななめにかしいでいた。エンジン音が伝わってくる。車のものではない。列車だろうか。

　そうだ。昨日、自分はアレクシスと再会した。彼と愛し合った。

　そこまで考えて、「まさか」と急激に覚かく醒せいする。

　脇わきの窓のシェードを開いた。

　外には青空が広がっていた。晴れているためではない。頭上に雲が存在しないからだ。雲は、はるか下に連なっていた。

「……」

　寅安は自分の頰ほおをつねってみた。痛い。それから、身体を見た。知らない服を着ている。服をずらして確かく認にんすると、膝ひざの内側には昨日アレクシスのつけた痕あとがあった。

「ああああ？」

　自分でもどうかと思う、素っ頓とん狂きような声があがった。アレクシスが姿を現す。彼は、寅安を見ると、にっこり笑った。

「とら。起きた？」

「ごめん、アレクシス。俺はまだ夢を見ているようだ。もう一度寝ねてもいいだろうか」

「ああ、この飛行機のことなら、夢じゃないよ。気にしないで。私のプライベートジェットだから」




　自プラ家イベ用ートジ機エツトだから。




　その言葉が頭に染しみこんでくるまでには時間がかかった。

　自家用車、みたいに言われても。

「だってとらが言ったんだろう。ラスベガスじゃないとだめだって。だから行こうって言ったじゃないか。パスポートも持ってきてくれた」

「だからって、まさかほんとに行くとは思わないだろ」

　仕事が。村山さんへの支し払はらいが。

「本宅はビバリーヒルズにあるんだけど、ラスベガスにも家を一いつ軒けん買ったんだ。レイクラスベガスだよ。すべては向こうに着いてから考えようよ」

　ベッドに腰こし掛かけるとそう言って彼は髪かみにキスをしてきた。




　きみに、ラスベガスの話をしよう。







「冗じよう談だんじゃない、ものごとには順序ってものがある！」

　寅安はラスベガスのマッカラン国際空港から日本にとんぼ返りした。鍼しん灸きゆう院の大先生には申し訳ないけれど、早急に仕事を辞し、村山には会社から出てきてもらってチケット代を渡わたした。そのときに、鍼灸院を辞やめることを伝えた。

「先生の、ラスベガスの恋こい人びとって……──」

　彼女は、言いかけたけれど、くしゃっと笑え顔がおとも泣き顔ともつかない表情になった。

「うん、先生、元気で」

　そして今、寅安はレイクラスベガスに住んでいる。

　レイクラスベガスは、ラスベガスの中心地から二十五キロほど離れた高級住宅街だ。窓からは人造湖の美しい景色が見える。冬には暖だん炉ろがたかれ、夏にはプールに入ることができる。ガレージに車が五台とめられ、ベッドルームは五つ、バスルームは三つ。

　二人しか暮らしていないのに、しかも、一人は留守がちだというのに、広すぎる家だ。

　ウィークデイには毎朝、寅安はラスベガスまで日本車で出勤していく。勤務先はストリップから一本入ったショッピングモール内にある「タイガー鍼灸院」だ。ネバダ州独自の試験をパスして開業の資格を取り、鍼灸院を開いたのだ。

　アレクシスを診みてくれた鍼灸の先生がなにかと面めん倒どうを見てくれるし、ヴィンセントが優先的に客を回してくれているのも助かった。

　商売繁はん盛じようだと入り口にしゃれのつもりで張りぼての虎とらを据すえ置いたのだが、なにを勘かん違ちがいしたのか、観光客がしょっちゅうその前で記念撮さつ影えいをしている。けれど、寅安は気にしないことにしている。

　だって、ここはラスベガス。

　なんでもありな街だ。

「ほんとよね。なにがなんだかわからないわよ」

　そう言ったのはサリーだ。彼女は足に鍼はりを打ったまま、施せ術じゆつ台に横たわっている。足のむくみに効くツボは彼女のお気に入りだ。

「いきなり去って行った同どう僚りようが、またもいきなり帰ってきて、今度は鍼灸院を開くとか、わけわからない」

「それがラスベガスだよ、サリー」

　鍼灸院のドアが開き、アレクシスが寅安を呼びに来た。

「もうすぐランチだよね、とら。一いつ緒しよに食べに行こう」

「今は、彼はオフ？」

「そう、ここ一週間は」

　世界的なエンターテイナー、ダンサー、ショーの神様と言われる彼だが、ここでは関係ない。

　街中に大勢いる、プレスリーのそっくりさんと同じくらいに溶とけ込んでしまっている。

　近所の、ハンバーガーがとてもおいしいダイナーに二人で食べに行く。フロアスタッフのスカート丈たけが信じられないほど短くて、下着が見えているのに、ハンバーガーは不似合いなほどまともな味がした。

　外に出ると、駐ちゆう車しや場までの間に、雨が降ってきた。

　アレクシスが、ふいに抱きしめてくる。

「雨が降ると、私はとらが愛いとしくてしかたなくなるんだよ」

　そう言うものだから、寅安は返してやる。

「俺は、晴れていても雨でも雪でも雷かみなりでも、いつだってアレクシスを愛しているよ」

　すると、「私もだよ」とむきになって、アレクシスは寅安に口づけてきた。

　そうしても誰だれも気にしない、この街が寅安は気に入っている。

　──ラスベガスのことはラスベガスに。

　恋こいは、ラスベガスに始まり、そして、ラスベガスにおいて完結するのだ。










　あとがき




　こんにちは、ナツ之のえだまめです。




　自信あります。今回のお話は、ナツ之えだまめ史上最高にゴージャスだと。

　ラスベガス！（行ったことないけど）

　世界的ダンサー！（ラスベガスに来るのはいろんな国の人がいると思うので、言葉がいらないほうがいいと思ってこの設定にしてみました）

　カジノホストのおもてなし！（すごいストレス溜たまりそうなお仕事です）

　プロットをたてるときに、ちょうど元カジノディーラーという方に巡めぐり合いまして（あれ？　さらっと書いていますが、これって凄すごくないですか？）、カジノという場所が華はなやかな外見とは裏腹にとても人間くさいことを知って、がぜん興味が湧わいてきました。そのせつはＹさん、ありがとうございました。




　──ラスベガスのことはラスベガスに。




　ラスベガスってちょっと浮うき世離ばなれした、ふつうの社会のルールが通用しないようなところです。そこに寅安という日本人を放ほうり込むのはおもしろい化学反応でした。

　それからクラップスのルールを覚えることがたいへんに難しくてですね。その、元カジノディーラーの方にお聞きしてうなりつつ考えてました。実際のゲームと違ちがいがあったとしたら、すべて私の責任でございます。

　クラップスはあまり馴な染じみのないゲームですが、寅安にふーふーしてもらう都合上、どうしても入れたかったのでした。

　そしてまったく個人的なことなのですが、私、楽しい漫まん画がを読んでいて足がしびれたまま宅配の応対に出てすっ転びまして。お尻しりを打って、よろよろしてたんですね。長時間座れない、立っているのも無理というのは、作家にとって致ち命めい的てきなトラブルです。真しん剣けんになにをしているのだろうと落ち込みましたが、筋肉断だん裂れつしたダンサーに思いを馳はせるのには役立ちました。

　なにごとも無む駄だにならないものですね、うん。……いえ、気をつけます。

　ちなみに今は、お仕事には差し支つかえないし、某ぼうゲームしたさに毎日近くの公園巡りをするぐらいには復活しております。




　山やま田だシロ先生。かっこいいアレクシスと寅安をありがとうございます。特にアレクシスの、ダンサーの肉体には、まことに惚ほれ惚ぼれといたしました。

　担当さま。今回も的確なご指し摘てき、助かりました。おかげさまで物語を完結させることができました。




　読まれる方におかれましては、ラスベガスを観光する気分で、二人の恋を楽しんでいただけると嬉うれしく思います。

　それでは、また次の物語でお目にかかれますことを。





ナツ之えだまめ　　　
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